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序章 
 
第 1 節 研究目的 
 
 本研究の目的は、運動部活動1（以下、「部活動」と略す）における部員の体罰肯定意識
の形成過程とその背景をスポーツ人類学的視点と方法論によって明らかにすることである。 
より具体的に示すと、部活動における体罰を主題としたスポーツ人類学的研究をモデル
ケースとし、そこから抽出した分析枠組と分析概念を用いて、当時体罰が存在した B 高等
学校男子ハンドボール部（以下、「B 高校男子ハンド部」と略す）と体罰の存在しない C
高等学校男子ハンドボール部（以下、「C 高校男子ハンド部」と略す）の活動の実態とその
活動を規定する精神文化に言及し、多くの部員が体罰を肯定する B 高校男子ハンド部にお
ける部員の体罰肯定意識の形成過程を明らかにする。さらに、部員が体罰の肯定に至る背
景をモデルケースとした A 高等学校女子ハンドボール部（以下、「A 高校女子ハンド部」
と略す）を加えた 3 つの事例を比較検討することによって明らかにする。 
 
第 2 節 研究の背景 
 
近年、体罰に関する社会の関心が高まり、かつてないほど批判的風潮が強まっている。
そこには、世界的な体罰禁止の流れとともに、2012 年末に大阪で起きた生徒の体罰自殺事
件2の影響が窺える。顧問教員からの日常的な体罰を苦に部員が自殺するという事件は、部
活動における体罰の問題を顕在化させ、体罰根絶の流れを加速させた。それにともない、
学術雑誌では体罰特集が組まれるとともに、各分野で多くの論文が提出されている3。 
 一方で、日本では 1970 年代後半から 1980 年代にかけて、校内暴力など、学校の荒廃の
対抗策として体罰が用いられた歴史を有する。特に、部活動のなかでは管理主義体制の 1
                                                   
1 本研究で扱う部活動は、県大会で優勝を争うような、いわゆる強豪校に限定する。先行
研究では、競技力が高い部活動ほど体罰肯定意識が高いと指摘されており（阿江美恵子
2000「運動部指導者の暴力的行動の影響：社会的影響過程の視点から」『体育学研究』45：
92-93）、部活動における体罰肯定意識を扱うにあたり妥当であると考えられる。 
2 2012 年末に大阪市立桜宮高等学校において、男子バスケットボール部に所属していたキ
ャプテンの生徒が顧問教員の日常的な体罰を苦に自殺した事件。 
3 管見の限り、2013 年から 2016 年末までの間に部活動における体罰を主題とした論文等
が 80 本以上提出されている。 
2 
 
つの要として過度の体罰が行われた。当時は体罰を容認する声4が少なくなかったことは周
知の通りであり、「水戸五中事件東京高裁判決5」などもその一端であると考えられる。そ
の後、学校の荒廃が沈静していくとともに過度の体罰を原因とする死者や自殺者が出たこ
ともあり、1980 年代後半には地域や教育現場で体罰が問題視され始める。1990 年代後半
から 2000 年代初頭には、マスメディアも体罰問題を取り上げ始め、社会全体に問題意識
が形成されていくことになる6。その後も体罰に批判的な風潮は徐々に高まり、2012 年の
事件を起爆剤とし現在に至っている。 
体罰の実態とは反して日本における体罰禁止の歴史は長い。1879 年には、既に教育令7第
46 条において、「凡学校ニ於テハ生徒に体罰殴チ縛スルノ類ヲ加フヘカラス8」と禁止され
ている。その後、1886 年には表記がなくなるが、1890 年小学校令9第 63 条で再び表記さ
れ、1947 年学校教育法10へ継承されている。現在は学校教育法第 1 章総則第 11 条におい
て、「校長及び教員は、教育上必要があると認めるときは、文部科学大臣の定めるところに
より、学生、生徒及び児童に懲戒を加えることができる。ただし、体罰を加えることはで
きない11。」と定められている。 
 2012 年の事件以後、体罰に対する批判的風潮が高まり研究も進む現在であるが、依然と
                                                   
4 戸塚ヨットスクール創始者の戸塚宏などがあげられる。 
5 東京高裁、昭和 56 年 4 月 1 日判決、昭和 55 年（う）第 292 号、暴行被告事件、原審水
戸簡裁、昭和 55 年 1 月 16 日。水戸五中事件とは、1976（昭和 51）年 5 月 12 日に同校
体育館で行われた体力診断テストのなかで、生徒が女性教諭の名前を呼び捨てにしたこと
を理由とし、当該教諭が平手および拳で殴り、その 8 日後に当該生徒が死亡したという事
件である。当該裁判では、殴打の強さ、回数や当時の教諭の感情等が主な議論の対象にな
り、因果関係が明らかでなかったことなども加味されて無罪判決が言い渡された。東京高
裁の判決は「一般的・抽象的にいえば、学校教育法の禁止する体罰とは要するに、懲戒権
の行使として相当と認められる範囲を超えて有形力を行使して生徒の身体を侵害し、ある
いは生徒に対して肉体的苦痛を与えるものをいう」（牧柾名・今橋盛勝編 1982『教師の懲
戒と体罰』厚徳社：286-295）とし、一定限度内の有形力の行使を認め、必要であるとし
た。 
6 庄形篤 2012「体罰受容のメカニズム―A 高等学校女子ハンドボール部の事例」2011 年
度早稲田大学修士論文：16-22。 
7 明治 12（1890）年 9 月 29 日太政官布告第 40 号。 
8 文部省 1981「教育令（明治十二年九月二十九日太政官布告第四十号）」文部科学省 HP
＜http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317966.htm＞（参照
2017-12-29）。 
9 明治 23（1890）年 10 月 7 日勅令第 215 号。 
10 昭和 22（1947）年 3 月 29 日法律第 26 号。 
11 文部省 1947「学校教育法（昭和二十二年三月二十九日法律第二十六号）」文部科学省
HP＜http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/others/detail/1317990.htm＞（参照
2017-12-29）。 
3 
 
して体罰問題が解決したとは言い難い状況がある。高等学校の部活動における体罰の発生
件数を文部科学省の報告12から見ていくと、2011 年度 51 件13、2012 年度 948 件、2013
年度 517 件、2014 年度 123 件、2015 年度 100 件となっており、2012 年度をピークに減
少傾向にあるという見方もできるが、2014 年度と 2015 年度は 100 件付近で安定してきた
と見ることもできる（図 1）。さらに、公立学校における発生件数に焦点を当てると 2015
年度は 58 件であり、2012 年の事件以前の 2011 年度の 51 件に近い値に戻ったと見ること
もできる。この結果だけからすべてを把握することはかなわないが、依然として部活動に
おける体罰問題が未解決のままであり、さらなる研究が必要であることは確かだろう。こ
のように、日本では体罰の法的禁止と伏在という状況が長く続いてきたのである。 
その状況を支えていると考えられる生徒の体罰肯定意識の高さが先行研究によって指摘
されている14。さらに、公益社団法人全国大学体育連合が、2014 年に行った全国の大学生
と短大生の計 3957 名を対象に行ったアンケート調査においても、「体罰を受けてその後ど
うなったか（複数回答可）」という質問に対して、58.4％が「精神的に強くなった」、22.5％
が「技術が向上した」と答え、体罰を肯定的に捉えていることが指摘される15。体罰根絶
の潮流が著しい現在においても、依然として被罰者の体罰肯定意識が存在していることは
否定できない事実といえるだろう。 
                                                   
12 文部科学省 2013a「体罰に係る懲戒処分等の状況一覧」文部科学省 HP＜http://www.
mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2013/02/21/133112
7_04.pdf＞（参照 2017-12-29）、文部科学省 2015a「体罰の実態把握について（平成 25
年度）」文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__i
csFiles/afieldfile/2015/01/30/1354718_20.pdf＞（参照 2017-12-29）、文部科学省 2015b「体
罰の実態把握について（平成 26 年度） 」文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/compo
nent/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/12/25/1365261_04.pdf＞（参照 2
017-12-29）、文部科学省 2015c「体罰の実態把握について（平成 27 年度）」文部科学省 H
P＜http://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/201
6/12/21/1380741_02.pdf＞（参照 2017-12-29）参照。 
13 2011 年度以前は、公立学校のみを対象に調査が行われているため、2011 年度は公立学
校のみの発生件数であり、2012 年度以降は公立学校に加え国立学校と私立学校も含む。 
14 阿江美恵子 2000 前掲書、楠本恭久他 1998「体育専攻学生の体罰意識に関する基礎的研
究」『日本体育大学紀要』28（1）：7-15、岩井八郎 2008「儀礼としての体罰―JGSS によ
る「体罰」に対する意識の分析」『日本人の意識と行動―日本版総合的社会調査 JGSSに
よる分析―』谷岡一郎編， 東京大学出版：313-328、高橋豪仁・久米田恵 2008「学校運
動部活動における体罰に関する調査研究」『奈良教育大学教育学部附属教育実践総合センタ
ー研究紀要』17（2）：161-170、冨江英俊 2009「体罰に関する意識と運動部活動経験の関
連」『日本女子体育大学紀要』39：69-77 など。これらを否定する研究は管見の限り見当た
らず、通説となっているといっても過言ではないと考えられる。 
15 公益社団法人全国大学体育連合 2014「運動部活動における体罰・暴力に関する調査報
告書」：5-10。 
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図 1 部活動(高校) における体罰の年度別発生件数（文部科学省 HP をもとに筆者作成） 
 
第 3 節 先行研究の検討 
 
 本節では、運動部活動における体罰に関する先行研究の近年の動向を概観し、本研究に
直接的関連の深い部員の体罰肯定意識に関する研究を中心に検討する。それらを踏まえて
本研究の位置づけを明らかにする。 
 
第 1 項 運動部活動における体罰 
 
部活動における体罰の研究動向は、2012 年を境に状況が大きく変わる。それ以前には、
教育学16、心理学17や社会学18などの分野において紀要や論叢などが数点ずつあるのみであ
ったが、大阪で起きた生徒の体罰自殺事件を契機とし、原著論文や学位論文を含む研究が
                                                   
16 阿江美恵子 1990「スポーツ指導者の暴力行為について」『東京女子体育大学紀要』25：
9-16、阿江美恵子 1991「暴力を用いたスポーツ指導の与える影響―学生の追跡調査より―」
『東京女子体育大学紀要』26：10-16、阿江美恵子 1995「学校期の競技スポーツ指導にお
ける体罰：面接法による調査」『東京女子体育大学紀要』30：85-91、阿江 2000 前掲書、
楠本ほか 1998 前掲書などがあげられる。 
17 野地照樹･吉田武男 1996a「スポーツ系の部活動における体罰の諸相とその背景に関す
る予備的考察」『高知大学教育学部研究報告』52（1）：129-138、野地照樹・吉田武男 1996b
「大学生から見たスポーツ系部活動における体罰の実態」『高知大学教育学部研究報告』
52（1）：139-145、富江英俊 2008「中学校・高等学校の運動活動における体罰」『埼玉学
院大学紀要』8：221‐227．富江 2009 前掲書、梅津迪子 2009「成育過程の経験によって
情勢される体罰観・暴力観の研究」『聖学院大学論叢』21（3）：173-190 などがあげられ
る。 
18 岩井 2008 前掲書、高橋・久米田 2008 前掲書などがあげられる。 
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分野を問わず広域にわたり行われるようになっている。それ以前は、部活動における体罰
を研究対象として取り上げることの少なかった文化人類学・スポーツ人類学19やスポーツ
哲学20などの分野においても研究が行われ始め、新たな展開が期待される21。 
アメリカの文化人類学者 Aaron L. Miller22は、文献と私立大学バスケットボール部への
フィールドワーク、さらに自身の日本での生活経験（公式なフィールドワークではないと
いう）から、日本のスポーツ場面における体罰に関して考察した。Millar は、多くの日本
人が体罰を説明する方法として、日本文化の特殊性23に原因を求めてきたと指摘し、それ
らを文化主義（culturalism）と呼び、明白な根拠に欠けていると批判した。そのような文
化主義を乗り越える試みとして、ミシェル・フーコーの規律訓練の理論に依拠し、被罰者
や目撃者が、自発的に指導者の望む行動を習慣づけていくと指摘した。生権力は人々を主
体に変え、システムの要求に答え状況に応じて行動を調整するように習慣づけられた身体
を完成させるとし、かつて体罰を受けた者の多くは、体罰のおかげで現在の生活の成功が
あるということを信じており、長い年月が経った後にもそのような自発的な行動を取ると
                                                   
19 Aaron L. Miller．2013．Discourses of Discipline：An Anthropology of Corporal 
Punishment in Japan's Schools and sports，Institute of East Asian Studies と庄形篤
2013「体罰受容のメカニズム：A 高等学校女子ハンドボール部の事例」『スポーツ人類學
研究』15：97-122 は事件後に発表されているものの、事件以前に行われた調査をもとにし
ており、事件を受けて行われた研究ではないと考えられる。 
20 坂本拓弥 2011「運動部活動における身体性―体罰の継続性に注目して―」『体育・スポ
ーツ哲学研究』33（2）：63-73、坂本拓弥 2013「『体育教師らしさ』を担う身体文化の形
成過程：体育教師の身体論序説」『体育学研究』58（2）：505-521、坂本拓弥 2015「体罰・
暴力容認の一つの背景とその変容可能性」『体育学研究』60(Report)：1-8 や松田太希 2015
「スポーツ集団における体罰温存の心的メカニズム―S.フロイトの集団心理学への着目か
ら―」『体育・スポーツ哲学研究』37（2）：85-98、松田太希 2016「運動部活動における
体罰の意味論」『体育学研究』61：407-420 などがあげられる。 
21 法学における体罰研究も盛んに行われ始めたが、学校全体における体罰を対象として行
われている。馬場建一 2012「学校教育紛争における未成年児童・生徒の周縁化と抵抗：体
罰事件の処理過程を素材に」『法社会学』 77：65-87、小沢文雄 2013「我が国の体罰禁止
法制と体罰概念の解釈―『法務長法務調査意見』と『文部科学省初等中等教育局長通知』
を中心として―」『東海学園大学紀要』18：81-102）、星野豊 2013a「体罰の発覚と対処(1)」
『筑波法政』55：33-48、星野豊 2013b「体罰の発覚と学校の対処(2)」『筑波法政』56：
37-50、星野豊 2013c「〈総合研究 教育と法(55)〉体罰禁止に関する法律論」『月刊高校教
育』46（11）：84-87）、前田聡 2014「学校教育法が禁止する「体罰」とは何か」『流経法
学』13（2）：19-65、竹田敏彦 2014「学校教育法第 11 条但書(体罰の禁止)に関する研究Ⅰ
―教育倫理学的アプローチ―」『広島国際大学教職教室教育論叢』6：3-17、竹田敏彦 2015
「学校教育法第 11 条(体罰の禁止)に関する研究―応用倫理学的アプローチについて」広島
大学大学院文学研究科博士論文などがあげられる。 
22 Miller2013 前掲書。 
23 集団主義（groupism）、精神主義（spiritualism）、勝利至上主義（winning is everything）
などがあげられる。 
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説明した。さらに、フーコーの言説の理論に依拠し、日本人自身が暴力に「生徒や子ども
のため」という意味を付与しており、体罰と呼ぶことにさえ問題があると指摘した。 
Millar は、明確な根拠に欠ける文化主義に基づく体罰の説明図式を超えるため、フーコ
ーの規律訓練と言説の理論に依拠し、体罰の説明図式の一般化を試みたことは、重要な成
果であると考えられる。しかしながら、他方で一般化を試みるあまり演繹的な側面を免れ
ず、実際の現場の多様性を看過していることが指摘される。Millar の他にも、主にスポー
ツ哲学の分野において、同様の一般化の試みが盛んに行われている。本研究では、これら
を「仮説的一般化」と呼ぶこととし、次にそれらを概観したい。 
坂本24は、「模倣」に関する辻本雅史と生田久美子の論考とピエール・ブルデューの「ハ
ビトゥス」に依拠し、体罰の仮説的一般化を試みている。さらに、別稿において坂本25は、
メルロ＝ポンティの身体論に依拠することによって体罰の説明図式を提出している。 
松田26は、フロイトの集団心理学に関する議論、特にリビトー概念に依拠することによ
って体罰を説明した。さらに、松田27は別稿で、ミシェル・フーコーの規律・訓練概念と
ジュディス・バトラーの議論を理論的枠組みとして体罰を説明している。 
これらの研究は、体罰の一般化の試みとしては有益な知見を与えてくれると考えられる。
しかし、一方で演繹的なこれらの研究が、現場の多様性を見落としていることを指摘して
おかなければならない。部活動は、課外活動として教科書やマニュアルがないなか、それ
ぞれが独自に活動を行っている。個々の部活動の活動の実態を理解したうえで、当該集団
における体罰を考察する必要があると考えられる。 
この問題を補う可能性を有する研究として拙稿28があげられる。これは、A 高校女子ハ
ンド部におけるフィールドワークをもとに、当該集団において部員が体罰受容に至るメカ
ニズムを明らかにしたものである。当論文は、事例研究という研究の限界を有すものの、
実際の現場から論を展開した唯一の研究といえる。詳細に関しては、本研究の理論モデル
の提示として第 1 章で述べる。 
 
 第 2 項 部員の体罰肯定意識 
 
                                                   
24 坂本 2011 前掲書。 
25 坂本 2013 前掲書。 
26 松田 2015 前掲書。 
27 松田 2016 前掲書。 
28 庄形 2013 前掲書。 
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 すでに述べた通り、体罰未経験者と比べて体罰経験者の体罰肯定意識が高いことは、先
行研究によって明らかにされている。本項では、体罰肯定意識の形成に言及した先行研究
に注目して検討したい。 
 大峰29は、部活動における体罰に対する当事者の根強い肯定意識を問題視し、エーリッ
ヒ・フロムの権威論に依拠することにより、体罰肯定意識の形成について明らかにするこ
とを試みた。大峰は、フロムが分析したように、孤独や不安に陥ったドイツ市民が自ら自
由を放棄し、安心を得るためにヒトラーやナチスという権威に服従していったのと同様に、
部活動における生徒も、孤独や不安を解消するために権威者である指導者に服従し、体罰
に対して肯定的な考えを抱いていくと説明した。大峰は、第一次世界大戦後のドイツと現
代の部活動では、文化的、社会的背景が大きく異なっているが、部活動にも当時のドイツ
市民が置かれた環境と同様な不安や恐れを生み出す環境が存在しており、フロムの権威論
を援用することが可能であると主張した。 
しかしながら、部活動以外のあらゆる集団においても、同様に不安や恐れを生み出すよ
うな環境が存在することは自明であり、部活動でのみ体罰が肯定されるという理由を説明
できない。くわえて、ナチスドイツ下の市民とは異なり、部員には退部や顧問教員を告訴
するなどの逃げ道が無数に存在することも看過しているといえる。ここには、演繹的に体
罰の一般化を試みる「仮説的一般化」の方法論的限界が垣間見える。 
長谷川30は、部活動における体罰肯定意識の背景にあるものを整理することにより、体
罰根絶の端緒を探った。多くの先行研究をレビューする形で論を展開し、部活動における
体罰が減少しない理由として、「勝利至上主義、精神論に基づく指導論のなかで体罰を肯定
する考えが強いことが指摘できる31」とし、「運動部活動における体罰の背景には、これま
で日本が歩んできた歴史のなかで醸成された独特の文化があるといえる32」と指摘した。
この長谷川の主張は、Millar が批判した文化主義の視点に立っており、それを証明するよ
うな明確な論拠に欠けると指摘される。 
坂本33は、身体的負荷としての体罰という視点から検討し、体罰肯定意識の背景を考察
                                                   
29 大峰光博 2016「運動部活動における生徒の体罰受容の問題性」『体育学研究』61(2), 
629-637。 
30 長谷川誠 2016「学校運動部活動における『体罰』問題に関する研究―体罰を肯定する
意識に注目して―」『神戸松蔭女子学院大学研究紀要』5：21-34。 
31 同上：23。 
32 同上：27。 
33 坂本 2015 前掲書。 
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した。坂本は、「身体的負荷としてのトレーニングと体罰・暴力が、ある意味では同列に捉
えられていることになりうる。なぜなら、それらはともに、運動部活動において指導者が
与えるものであり、一見どちらも選手の競技的な卓越性を高めるためになされているかの
ように理解されうるからである34」と指摘する。さらに、「運動部活動において競技スポー
ツを実践する強い身体は、自己の身体と他者の身体に対する感受性を失う方向に育まれて
いる可能性がある（中略）このような感受性の喪失は、まさに体罰・暴力が容認され温存
されていく１つの強固な基盤として機能することが想定される35」と説明する。 
坂本は、ハードトレーニングによって受ける痛みや苦しみが体罰によるそれをはるかに
超えている可能性があることとトレーニングも体罰も指導者が選手に与えるという構図が
存在していることの 2 点から、それらが同列に捉えられていると指摘した。しかし、坂本
は身体という視点を強調するあまり、心情の部分を見落としていることが指摘される。つ
まり、被罰者の体罰に対する恐怖や嫌悪感というものを看過しているのである。被罰者の
恐怖や嫌悪感を考慮すると、ハードトレーニングと体罰が決して同列のものとして語るこ
とができないことは自明であると考えられる。ここにも、現場の被罰者の声の欠如が生む
と考えられる現場との乖離の問題が浮かび上がってくるといえる。 
この他にも、体罰肯定意識に言及するような研究は見られるが、それらに関しても明確
な論拠に欠けることが指摘される36。体罰肯定意識は部員の認識の問題であるが、実際に
部員の側から論を立てるような研究は管見の限り見当たらない。ここには、体罰というデ
リケートな問題ゆえの方法論的限界が垣間見える。 
 
 第 3 項 本研究の位置づけ 
 
 本研究は、2 つの部活動を研究対象とするが、どちらも生徒の側から論を展開する。部
活動は、文部科学省が示す通り、「生徒の自主的、自発的な参加により行われる37」もので
                                                   
34 坂本 2015 前掲書：4。 
35 坂本 2015 前掲書：5。 
36 西山哲郎 2014「体罰容認論を支えるものを日本の身体教育文化から考える」『スポーツ
社会学研究』22（1）：51-60、鈴木明哲 2014「日本スポーツ界における暴力指導への『自
己反省』―体育・スポーツ史研究と教員養成の観点から―」『スポーツ社会学研究』22（2）：
21-33 など。鈴木は自ら問題提起であり、実証性が薄いことを明記している。 
37 文部科学省 2011「高等学校学習指導要領（本文）」：8．文部科学省 HP＜http://www.
mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2011/03/30/1
304427_002.pdf＞（参照 2017-12-29）。 
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あり、生徒が活動の中心であることはいうまでもないだろう。さらに、被罰者の体罰肯定
意識の形成過程を論じる際に当事者である生徒を抜きにして語ることはできないと考えら
れる。本研究では、先行研究で看過されてきたイーミックな視点を第一とし、それをもと
にエティックな視点からの分析を行いたい。先行研究は、部活動を自文化とし、そこで行
われる体罰に関しても自らの価値体系のなかで理解しようとしてきた。しかし、そこには
体罰を肯定するような一般社会とは異なる価値体系が存在するのである。それを理解する
ために、文化人類学的手法が有効であると考える。 
文化人類学における長期間の参与観察と現地言語の使用からなるフィールドワークは、
1922 年にマリノフスキーが著した『西太平洋の遠洋航海者』によって確立したと一般にい
われている38。その後、長期間のフィールドワークを中心とする調査が文化人類学者にな
るための通過儀礼とされ、多くの調査が行われ、優れた民族誌が誕生していることは周知
の通りである39。しかし、時代の変遷にともない、いくつかの問題点も指摘されるように
なる40。 
佐藤は、グローバル化、メディア化、個人化という 3 つの観点から現代世界を検討し、
現代人類学のフィールドワークの特徴として、以下の 6 点を挙げている。①先進国/発展途
上国の区別を問わず、世界各地をフィールドとする。②異国/自国の区別を問わず、世界各
地をフィールドとする。③フィールドは本来的に、複数の文化や制度が併存しているもの
と考える。④ある特定の状況を生きる人々を調査対象とするが、それらの人々は必ずしも
民族集団である必要はない。⑤個々人の生活に着目し、できるかぎり等身大の活動を記述
する。⑥個別の出来事であっても広く人類学という視点から考察する「人類学的センス」
をもって、フィールドワークを行う41。佐藤の指摘通り、現在ではかつての人類学の対象
                                                   
38 竹沢によると、1884 年にはボアズが北米先住民社会において類似の調査方法を実現し
ていた。また、1899 年にも、スペンサーとギレンによるオーストラリア・アボリジニの儀
礼の詳細な研究があり、彼らはマリノフスキーほど雄弁ではなかったが、既にフィールド
ワークの手法はほぼ完成していたという。（竹沢尚一郎 2007『人類学的思考の歴史』世界
思想社：74）。さらに、岸野は、スポーツ人類学にとっては、マリノフスキー以前に人類
学の研究として「ゲーム」を扱ったエドワード・タイラーも忘れてはならない重要な人物
であると位置付けている（岸野雄三 2000「人類学とスポーツ：スポーツ人類学とは何か」
『スポーツ人類學研究』2：1-27）。 
39 マリノフスキーの機能主義人類学に対して、その後、構造主義人類学、象徴人類学、解
釈人類学などが提唱され、それぞれの視点で研究がされるが、文化人類学の方法論として
フィールドワークは重要視され続けている。 
40 佐藤は、第一に文化の全体性の問題、第二に領土や空間の問題を指摘している（佐藤知
久 2013『フィールドワーク 2.0：現代社会をフィールドワーク』風響社：25-29）。 
41 同上：29-63。 
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とは大きく異なった、上記 6 点に則るような研究も多く行われている42。 
さらに、佐藤は、「近代的な法とローカルな慣習がぶつかりあう、いわば制度と文化がぶ
つかりあって亀裂を生む『文化の断層』とでも呼ぶべき領域は、現代人類学の格好のフィ
ールド43」だと指摘している44。部活動における体罰は、上述したように法的禁止と実態と
しての伏在とその肯定という、まさに近代法と慣習がぶつかり合う「文化の断層」であり、
「現代人類学の格好のフィールド」であると考えられる。 
部活動は、日本の現代的スポーツ集団であるが、本研究では、個々の部活動がそれぞれ
独自の文化を有する他者であると捉えて他者理解を試みる。マルク・オジェが「そもそも
他性は（人類学者が研究対象とする人々の他性は）、すでにして人類学者のごく間近からは
じまっている（中略）それが他の民族や他の国民の他性でなければならないということな
どない。社会的な他者や居住関係における他者が呈する他性でもありうるのである45」と
指摘するように、自らが所属する社会にも他性は存在するのである。さらに、体罰を肯定
する被罰者は、日本の学校教育における価値体系とは異なる価値判断基準を有すると考え
られ、二重の意味で他性を有すると考えられる。他者理解は、モーリス・ゴドリエが、「そ
の起源いらい人類学は、地球の表面に共存する無数の社会とコミュニティに属する男たち
や女たちを共同生活に組織するさまざまな仕方や、思考と行動の異なる仕方を発見し、理
解し、さらにはそれを理解させることをその目的とさだめた46」というように、文化人類
学が得意としてきたことである。 
本研究は、先行研究の方法論的限界を脱し、フィールドワークやインタビュー調査を行
うことにより、1 つの集団における体罰に対する多声性や多様性を重要視していく。先行
                                                   
42 例えば、山下晋司・福島真人編『現代人類学のプラクシス』有斐閣アルマや春日直樹
2011『現実批判の人類学：新世代のエスノグラフィへ』世界思想社などがあげられる。 
43 佐藤 2013 前掲書：52。 
44 佐藤は、人類学の目標として、①文化の断層をフィールドワークすることによって、そ
れまでどのような調査によっても記述され問題としてとりあげられていなかったような、
現代世界に固有の人間の実存のあり方を見いだすこと、②しばしば困難で、きわめて複雑
な状況のなかで生きる現代世界の同時代人たちの生きかたについて、それまでに知られて
いない（あるいは表現されていない）新たな革新性をフィールドワークという「翻訳」作
業を通じて見いだし、それを表現すること、③そうやって、各民族文化の集積という段階
を越えて、世界のあらゆる文化が相互に影響を与えあいながら存在している段階における
人間の実存の形式を、いわば「世界文化（world culture）」という地平における人間の生
の多様性を理解すること、の 3 つをあげている（同上：67-70）。 
45 マルク・オジェ 2002『同時代世界の人類学』森山工訳，藤原書店：33。 
46 モーリス・ゴドリエ 2011『人類学の再構築:：人間社会とはなにか』竹沢尚一郎・桑原
知子訳，明石書店：41。 
11 
 
研究は、体罰を顧問教員と生徒の 2 者間の問題として捉え、その多様性を看過してきたこ
とが指摘される。しかし、部活動を 1 つの共同体として考えた場合、実際は OB 会や保護
者会まで含んだ広義の部活動のなかで体罰は行われ、多様な実態が存在することは想像に
難くないといえる。 
本研究では、文化を全体として捉えることが難しい47ことは承知の上で、部活動が現代
社会にありながら、時間的・空間的に限定されたその実践においては、一般社会とは異な
った価値体系からなる全体性を有していると措定して研究を進めたい。このような視点に
立った研究は管見の限り見当たらないが、体罰の多様性に目を向け、それぞれの部活動に
おける体罰の理解のためには有効であると考えられる。 
 なお本研究は、当該部活動における価値体系のなかで体罰を理解することを試みるため、
善悪という倫理的解釈から脱却したところで論を展開するが、これが体罰を肯定するもの
ではないことを明記しておく。 
 
第 4 節 研究方法 
 
 本研究は、2 つの研究方法を中心として進めたが、体罰というデリケートな問題を扱う
にあたり、ラポールには十分な注意を払って調査を行った。 
1 つ目は、B 高校男子ハンド部を対象として行ったインタビュー調査である。同学年の
元部員 6 人48に加え、女子マネージャー1 人49と後輩部員 1 人50にそれぞれ 1 時間から 2 時
間程度の半構造化インタビューを行い、必要が生じた場合はメールなどを用いて追加調査
を行った51。また、加罰者である顧問教員への聞き取り調査も行った52。さらに、対象とし
た OB の集まり53（1 回）と B 高校ハンド部の OB 会54（2 回）へのフィールドワーク、く
わえて、対象とした元部員が現役生として在学していた時期ではないが、2010 年 8 月 19
                                                   
47 佐藤知久 2013『フィールドワーク 2.0：現代社会をフィールドワーク』風響社：24-27
を参照願いたい。 
48 隆男、智樹、祥次、雅樹、恭平、一郎（すべて仮名）と呼ぶこととする。 
49 絵里（仮名）と呼ぶこととする。 
50 直樹（仮名）と呼ぶこととする。 
51 隆男（2017 年 6 月 13 日実施）、智樹（2017 年 2 月 12 日実施）、祥次（2017 年 6 月 7
日実施）、雅樹（2016 年 12 月 28 日実施）、恭平（2016 年 12 月 27 日実施）、一郎（2017
年 6 月 19 日実施）、絵里（2017 年 2 月 10 日実施）、直樹（2016 年 12 月 26 日実施）。 
52 2011 年 6 月 5 日実施。 
53 2017 年 6 月 11 日実施。 
54 2011 年 1 月 3 日、2017 年 1 月 3 日実施。 
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日、11 月 9 日、2011 年 1 月 3 日、6 月 5 日、8 月 16 日、8 月 25 日の計 6 回行った当該
部活動の練習へのフィールドワークで得た知見も資料55として用いた。 
 2 つ目は、C 高校男子ハンド部を対象として行ったフィールドワーク調査である。数回
の予備調査の後に、2016 年 12 月 28 日～2017 年 1 月 30 日、2017 年 2 月 19 日～6 月 8
日、2017 年 8 月 8 日～9 月 1 日まで、コーチとして練習や長期遠征合宿などへの参与観察
を中心とした現地調査を毎日行った。そのなかで、資料収集を行い、そこで得た部員 5 人
と OB2 人の 3 年間分の練習日誌と学校の創立記念誌なども資料として用いた。さらに、
部員56、顧問教員57、コーチ58へのインタビュー調査や上記の期間以外にもコーチ、顧問教
員、OB や部員に対して電話やメールを用いて情報収集を行った。 
 それぞれの部活動における筆者と部員の関わり方に関しては、本論のなかで詳述する。
なお、文中で特に断りのない場合はフィールドワークで得たデータに基づくものとする59。 
 
第 5 節 用語規定 
 
本研究における体罰とは何を指すかということを明らかにしておかなければならない。
文部科学省は、懲戒・体罰に関する解釈・運用に関して、2007 年 2 月に「問題行動を起
こす児童生徒に対する指導について」と別紙「学校教育法第 11 条に規定する児童生徒の
懲戒・体罰に関する考え方」をまとめ、懲戒とは何か、体罰とは何かを説明している60。
しかし、「体罰がどのような行為なのか、児童生徒への懲戒がどの程度まで認められるかに
ついては、機械的に判定することが困難である61」とし、曖昧な表現を残している。さら
に、2012 年の体罰自殺事件を受け、文部科学省は懲戒と体罰の区別等に関して、より一層
の適切な理解促進を図るため、2013 年 3 月に「体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指
                                                   
55 『B 高等学校創立○周年記念誌』も資料として用いるが、対象部活動の特定を避けるた
め、このような形で表記することを了承願いたい。 
56 2017 年 3 月 19 日、3 月 21 日に計 5 人に半構造化インタビューを実施。5 月 6 日に部
員 5 名と主務 1 名に対して集団インタビューを実施。 
57 2017 年 9 月 1 日に半構造化インタビューを実施。 
58 2017 年 1 月 26 日、8 月 31 日に半構造化インタビューを実施。 
59 煩雑になることを避けるために、フィールドワーク中における日々の聞き取りによるイ
ンフォーマントの発言等に関してはその日付は省略する。 
60 それ以前にも、1948 年に「児童懲戒権の限界について」のなかで、懲戒の限界および
体罰の禁止に関して示されている。 
61 文部科学省 2007「問題行動を起こす児童生徒に対する指導について（通知）」文部科学
省 HP＜http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/07020609.htm＞（参照 2017
-12-29）（参照 2017-12-29） 
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導の徹底について」と「学校教育法第 11 条に規定する児童生徒の懲戒・体罰等に関する
参考事例」を通知している。今後の懲戒、体罰に関する解釈、運用については当通知によ
るとし、体罰になりえる行為、懲戒として許されている行為や正当防衛・正当な行為につ
いて、それぞれ詳細に状況設定をした事例をあげている。 
 これらの資料によると、文部科学省が定義する体罰とは、「懲戒の内容が身体的性質のも
の、すなわち、身体に対する侵害を内容とするもの（殴る、蹴る等）、児童生徒に肉体的苦
痛を与えるようなもの（正座・直立等特定の姿勢を長時間にわたって保持させる等）に当
たると判断された場合62」といえる。しかし、「懲戒行為が体罰に当たるかどうかは、当該
児童生徒の年齢、健康、心身の発達状況、当該行為が行われた場所的及び時間的環境、懲
戒の様態等の諸条件を総合的に考え、個々の事案ごとに判断する必要がある63」とし、依
然として含みを持たせた表記が見られ、事件以前と変わらない状況にあると考えられる。 
 さらに、「教員等が防衛のためにやむを得ずした有形力の行使64」や「他の児童生徒に被
害を及ぼすような暴力行為に対して、これを制止したり、目前の危険を回避したりするた
めにやむを得ずした有形力の行使65」は、もともと懲戒行為ではなく、体罰にもならない
としている66。 
また、文部科学省による体罰の定義には暴言などの精神的苦痛を与えるものが含まれて
いないところも注目に値する。しかしながら、本研究は、あくまでも生徒の側から論を展
開するため、被罰者である部員が身体への直接的攻撃と暴言などの精神的苦痛を与えるも
のを同じ体罰として語ることを考慮し、文部科学省が体罰に含意しない暴言などの精神的
苦痛を与えるものも体罰と捉えることにする。 
日本において体罰は学校以外にも家庭や地域など、さまざまな場所で行われてきた67が、
学校における体罰は、主に授業中（教室）と部活動の 2 つに分けられる。文部科学省によ
ると、2015 年度に発生した体罰のうち、中学校では 25.8％、高校では 34.0％が部活動で
                                                   
62 文部科学省 2013b「体罰の禁止及び児童生徒理解に基づく指導の徹底について（通知）」
文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1331907.htm＞（参
照 2017-12-29）。 
63 同上。 
64 文部科学省 2013c「学校教育法第 11 条に規定する児童生徒の懲戒・体罰等に関する参
考事例」文部科学省 HP＜http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1331908.ht
m＞（参照 2017-12-29）． 
65 同上。 
66 このような有形力の行使と体罰を混同せず、明確に区別しておくことは重要であると考
えられるが、実際の現場では混同している場面も見受けられた。 
67 沖原豊 1980『体罰』第一法規出版に詳しい。 
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行われている。2013 年度に至っては、中学校では 38.2％が部活動中、23.6％が授業中に
行われ、高校では 42.7％が部活動中、22.1％が授業中に行われており、中学校・高校とも
に、およそ 4 割が部活動で行われ、部活動における体罰が占める割合の多さは注目に値す
る68。 
学校における 2 つの体罰は、教員から生徒への体罰として一括りに語られることもある
が、ここには注意が必要である。加野は、部活動における体罰と教室で発生する体罰は性
格が異なっていると指摘している。「教室における体罰は、権威の喪失によって引き起こさ
れる無秩序に対して、教師の優位性を知らしめるために行使されるものである69」といい、
一方で、「運動部活動の体罰は、教師権力の肥大化の結果としてもたらされる70」とそれぞ
れについて説明している。部活動における体罰に関する考察は、その要因を部内権力関係
に帰結させ、いささか短絡的すぎることが指摘される71。しかしながら、2 つの体罰を別
のものとして捉える視点は重要な指摘であり、本研究においてもこの視点を継承し、部活
動における体罰に限定して論を展開する。このことは、対象としたすべての部活動におい
て、部活動中以外では加罰者である顧問教員が、部員に対しても体罰を行使することがな
かったことからも妥当であると考えられる。 
これらを総括し、本研究における体罰とは、身体に対しての直接的攻撃やしごきなどの
常軌を逸した練習、長時間の正座や同じ姿勢の強要など身体に対して直接苦痛を与えるも
のにくわえ、暴言や無視など間接的・精神的苦痛を与えるものを含む広義な概念として捉
える。さらに、日本の運動部活動における体罰72に限定し、当該集団における価値体系の
                                                   
68 文部科学省 2015a,b,c 前掲書。 
69 加野芳正 2014「近代の学校教育制度と暴力―『体罰』と『いじめ』を中心に―」『スポ
ーツ社会学研究』22（1）：19。 
70 同上。 
71 現在の部内権力関係の脆弱性を指摘するような論文も提出されている（庄形 2012 前掲
書、馬場建一 2012「学校教育紛争における未成年児童・生徒の周縁化と抵抗：体罰事件の
処理過程を素材に」『法社会学』 77：65-87 ）。 
72 それぞれの国における体罰（Corporal Punishment）の定義の違いには注意が必要と考
えられる。「体罰」という語は、明治初期に当時の文部大輔で文部行政の実質的責任者だっ
た田中不二麿が、1867 年アメリカのニュージャージー州学校法第八十一条の Corporal 
Punishment の訳「身体ノ懲罰」の短縮語として造語したものであるといわれている（牧
正名・今橋盛勝ほか編 1992『懲戒・体罰の法制と実態』学陽書房：7-31 ）。しかし、現在
の日本における「体罰」とアメリカにおける Corporal Punishment には、大きな違いがあ
る。片山によると、アメリカの Corporal Punishment とは「わが国のように素手で殴る、
足で蹴るといったものではなく、木でできたパドル（paddle）という定められた道具を用
いて、子どもの臀部を 3～5 回程度打つ形態をとるものである。体罰を行う権限は原則校
長のみにあり、行う場所も校長室に限定されている」（片山紀子 2015「アメリカに見る規
15 
 
なかでは何かしらの意図を持って行われている恒常性を有した体罰を扱うこととする。 
 
第 6 節 本論文の構成 
 
 本研究は、部員の体罰肯定意識の形成過程とその背景に関して考察するものである。 
 まず、第 1 章において、本研究の全体にわたる理論モデルを提示する。続く第 2 章と第
3 章は、B 高校男子ハンド部を対象として行った調査をもとに展開される。第 2 章では、
部員の語りをもとに、第 1 章で設定した分析枠組みを用いて B 高校男子ハンド部における
部活動文化73、活動理念や暗黙のコードなど、実際の活動のありようを明らかにする。さ
らに、第 3 章では、B 高校男子ハンド部の部員による体罰に関する意味解釈をイーミック
な次元で明らかにするとともに、エティックな視点から考察を加える。第 4 章は、C 高校
男子ハンド部を対象に行ったフィールドワークをもとにしたものである。まず、C 高校男
子ハンド部における部活動文化を詳細に記述することによって体罰の存在しない部活動の
活動の実態を明らかにする。さらに、部員の 3 年間分の練習日誌や OB の語りから活動理
念に、教員の語りから指導理念に言及し、C 高校男子ハンド部の精神文化を明らかにする。
第 5 章では、前述した 2 つの事例に、モデルケースとして示した A 高校女子ハンド部の事
例をくわえた 3 つの事例を比較検討することによって、部員の体罰肯定意識の形成過程を
明らかにするとともに、その背景に存在する部活動の構造について、その可能性を示唆す
る。最後に、結章においてこれらの論議を総括する。 
 
第 7 節 研究の限界 
 
 本研究は、あくまでも事例研究であり、部活動における体罰の一般化した説明図式を提
                                                                                                                                                     
律形成の今日的動向 : 体罰をめぐる議論を通して」『京都教育大学紀要』126： 14-15）と
いう。アメリカでは体罰を合法としている州があることは知られているが、それらの州に
おいてこの形式は遵守され、さらに保護者が体罰を拒否した場合には、学内停学等の他の
懲戒手段が取られるという。訴訟大国といわれるアメリカにおいては、裁判に耐えうるよ
うに形式が根気強く作られてきたことを片山は指摘している。このように日本における「体
罰」と「Corporal Punishment」は似て非なるものであり、同じものとして語ることはで
きず、本研究においてはあくまでも日本の部活動における体罰を対象とし、諸外国の体罰
については取り上げないこととする。 
73 「伝統などと呼ばれる部活独自の文化（庄形篤 2017「生徒が創る“体罰を正当化する
文化”」『よくわかるスポーツ人類学』寒川恒夫編，ミネルヴァ出版：104）」。詳細は、第 1
節で後述する。 
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示するものではない。そのため、本研究が提示する知見の射程に関しては、今後の研究の
進展に期待するところである。 
 なお、社会問題の 1つである体罰を扱うにあたり、インフォーマントへの影響を考慮し、
地域、社会、集団、個人などが可能な限り匿名性を担保できる形で記述した。この点に関
しては、了承願いたい。  
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第 1 章 本研究における理論モデルの提示  
 
 本章では、実際に体罰が行われていた部活動においてフィールドワークを行い、体罰受
容のメカニズムに言及した筆者の過去の研究74をもとに、そこで提示された分析枠組と分
析概念を整理し、本研究の全体をつらぬく基本的な理論モデルを提示したい。拙稿は、1
つの集団における体罰受容のメカニズムを当該集団における価値体系から明らかにした唯
一の研究であり、本研究が目指す当該集団の全体性からの体罰の理解をなすためのモデル
ケースとして有効であると考えられる。 
 拙稿では、それまでの先行研究が体罰の要因として中心に据えてきた部内権力関係75の
現在の脆弱性を指摘し、部員自らが体罰を受容することを選択している可能性に言及した。
そして、先行研究において絶対的悪として捉えられてきた体罰を包括的に理解するために
は、体罰に関する善悪の二元論的解釈から脱却し、部活動における 1 つの文化として捉え
ることの必要性を指摘した76。 
さらに、体罰を顧問教員と部員の 2 者間の問題として捉えるのではなく、部活動の内外
を含む全体から理解することを試みた。そのため、当該部活動の活動の実態として、部活
動文化に焦点を当て、部活内規範77、服飾類、部員的身体技法78、OG 会、部誌79の機能・
役割および位置づけから、部員が体罰を受容する背景について考察した。最後に、顧問教
員、現役部員、OG による同一現場で行われている体罰の位置づけを明らかにし、部員の
体罰受容のメカニズムに関して考察を行った。 
以下、拙稿をもとに適宜引用しつつ、A 高等学校女子ハンドボール部（以下、「A 高校女
子ハンド部」と略す）の具体的事例を概観し、分析枠組と分析概念の整理を行う80。 
                                                   
74 庄形 2013 前掲書。 
75 拙稿によると、先行研究では部活動という集団のなかには教員―生徒という絶対的部内
権力関係が存在していると捉えられてきたが、現在は教育委員会やマスコミなどの外部の
力を利用することによって容易に破壊できるものであるという(庄形 2012 前掲書：20-26)。
これに関しては、馬場 2012 前掲書でも同様の指摘がなされている。 
76 これはあくまでも体罰の包括的理解という目的を果たすための研究者としての立ち位
置であり、体罰を肯定するものではないことが明記されている。 
77 「部則などと呼ばれる当該部活動のみで適用される社会的規範」（庄形 2013 前掲書：
101）。 
78 「身体技法を、集団によって共有され、自他を区別し、同質性を確認し連帯意識を高め
る所作」（同上：105）とし、こうした連帯意識を高めるために部員が共有する身体技法。 
79 「部員一人ひとりが毎日記述し、顧問教員に毎日提出するノート」（同上：107）。 
80 以下、直接引用を除く箇所は煩雑になることを避けるため、個々の引用箇所は示さない。
事例の詳細は、庄形 2013 前掲書を参照願いたい。 
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第 1 節 〈部活動文化〉という分析枠組みの提示 
 
 A 高等学校は、文化やスポーツ活動に注力し、多くの部活動が全国大会で活躍するなど、
部活動が盛んな学校である。そのなかで、女子ハンドボール部も例年全国大会に出場する
などの実績を有し、県下の強豪校である。そこには多くの部活動文化が存在し、部員は世
代を超えてそれらを共有する。まず初めに、具体的事例をあげ、〈部活動文化〉81という分
析枠組みを整理する。 
 
 第 1 項 部活内規範 
 
拙稿は、「部活内規範は当該部活動を映す鏡にもなりうるといっても過言ではないだろう
82」といい、部活内規範が当該集団を理解するために重要なものの 1 つであると指摘する。
A 高校女子ハンド部には、3 つの成文化された部活内規範が存在する。それらは、活動の
なかで部員たちによって作成されたものであり、「ハンド部の鉄則」と呼ばれるもっとも古
い規範は顧問教員が赴任する前から継承されている。「ハンド部の鉄則」には、主に部員と
しての心構えが記されている。挨拶、返事、連絡などの生活規範から、仲間を大切にする、
コートに立つ以上強く明るく、元気に素直であきらめないなど、そこには目指すべき理想
の部員像がある。これらの規範には、生活規範と勝利のための規範が混在しており、どち
らも徹底的に遵守され、逸脱した場合にはなんらかの罰則が与えられる。 
部活内規範が書かれた黒板は、練習中、常に所定の位置に置かれる。これによって部員
たちは、常にこれらの規範を意識して行動する。部員が毎日記述する部誌のなかでも部活
内規範について触れられることは多い。ある OGの部誌には「今まで A 高が守ってきた文
化をもっとこだわってこそ自分たちらしさ、A 校らしさが出てくる。毎日口にしているこ
の言葉をこだわっていく。そして口だけではなくて、3 つの頭文字である『か・て・る83』
を実現するために実行していく」と綴るように、部員としてあるべき姿が活動の至るとこ
ろで確認されていく。 
                                                   
81 本研究において、〈部活動文化〉や〈成長〉と表記する場合は、エティックな分析概念
として用いていることを表現したものである。 
82 庄形 2013 前掲書：102。 
83 A 高校女子ハンド部において成文化されている部活内規範の 1 つ。 
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成文化された規範以外にも、暗黙裡に部員たちが共有している暗黙の規範が存在してい
る。これらの規範は、主に顧問教員に怒られることを回避することが目的であり、新入生
は先輩から教授され、また自ら顧問教員に怒られることにより、これらを学んでいく。炭
酸飲料は飲まない、髪型はショートカットなど、部外者の目からは一見すると意味のない
ように思われるものも存在するが、部員同士で厳しく指摘し合い、それらも含めて徹底的
に遵守される。 
当該部活動は、活動の目的に「勝利」を掲げる「勝利志向型」の部活動である。しかし、
これは顧問教員の強制ではなく、部員自身が自らの目標達成に向けて活動している。顧問
教員は、「人間として成長してくれたらそれで良い」というように、部活動を成長の場とし
て位置づけている。生徒自身も部誌のなかで、「成長」という言葉を多用し、当該部活動に
おいては、「成長」が重要視されている。 
 上記のように、拙稿は、A 高校女子ハンド部の部活内規範を具体的事例として取り上げ、
それらを自主的に遵守する部員たちの活動の実態から、当該部活動で重要視されている「成
長」という暗黙のコードの存在を指摘した。 
 
 第 2 項 連帯意識を醸成する〈部活動文化〉 
 
拙稿は、部活動文化の共有が連帯意識を生み出す一助となり、部員が体罰受容に至る背
景になりえると指摘する。そのなかでも、ユニフォームなどの服飾類は、集団のシンボル
として機能し、連帯意識を生み出す、自らを自覚するなど、部活動の維持・運営に欠かす
ことのできないものであると説明する。 
A 高校女子ハンド部では、はちまきという特徴的な服飾を共有している。練習用と試合
用のはちまきは区別され、それぞれの場面に合わせて使い分けられている。部員は、はち
まきを巻くと「気合が入る」と口を揃える一方で、顧問教員に怒られないためというダブ
ルスタンダードを使い分けている。はちまきの他にも、練習時にはゲームパンツが同じ色
になるようにローテーションが存在し、決められた色の決められたゲームパンツを全員が
着用している。さらに、試合時にはチームジャージ、チーム T シャツ、チームバッグ、チ
ームタオルなど、練習時よりも多くの服飾類が共有される。 
 拙稿は、部員がはちまきという特徴的な服飾を半強制的であるにしろ、練習時や試合時
に共有することは、部員としてのアイデンティティーを確立させ、連帯意識を強化すると
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指摘する。さらに、試合会場という自他の区別を行いやすい場における服飾類の共有は、
部員としてのアイデンティティーを容易に確立させ、連帯意識や仲間意識を強化すると考
察する。 
部員は、練習開始時と終了時にそれぞれキャプテンの号令でコートに対して礼と挨拶を
行う。そうすることによって、A 高校の一生徒から部員へと区別される。また、「手を合わ
す」という行為にさまざまな意味を付与し、部員同士はさまざまな場面で手を合わし、互
いに支え合う。チームで苦しい練習をやりきる時や良いプレイが出た時など、多くの場面
で手が合される。部活内規範の１つである「か・て・る」のなかにも「手を合わす」とい
う文言がみられ、さらには部誌にもたびたび綴られるように「手を合わす」ことは、部員
として行うべき部員的身体技法なのである。 
試合開始時には一連の動作が必ず行われる。両チームの挨拶後、選手全員で手を繋いで
円を作り声を掛け合い、その後、全員と「手を合わす」。ディフェンスから開始時は、全員
でタイミングを合わせて床を触り、「よし、こい」と声を出す。これは、「気合を入れる」
と同時に、床を触ることによって腰を落としてしっかり守ろうということを意識するため
のものである。 
拙稿は、練習中や試合中に行われるこれらの部員的身体技法は、部員同士で支え合い、
協力するためのものであり、同質性を確認するものであると指摘する。さらに、この他に
も部活内規範、部誌や OG 会を通して得た連帯意識とともに、幾重にも重なり合った強力
な連帯意識を生み、部員が体罰受容に至る背景になりえると指摘する。 
 
 第 3 項 〈部活動文化〉という分析枠組みの提示 
 
先行研究は、体罰を教員―生徒という 2 者間の問題として捉えてきた。この視点は部活
動における体罰を 1 つの均質な現象として捉えており、その多様性が無視されていると考
えられる。実際には、それぞれの現場には、それぞれの活動の実態があることは容易に想
定でき、それは体罰に関しても同じであろう。 
これに対して拙稿は、１つの部活動を対象とし、その活動の実態から当該部活動におけ
る体罰を理解することを試みた。そのために注目したのが部活動文化である。部活内規範、
共有される服飾類、部員的身体技法、OG 会や部誌という集団独自の文化を詳述すること
により、活動の実態、当該部活動の活動理念や暗黙のコードを明らかにした。 
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これまで部活動文化に注目するような研究は管見の限り見当たらない。しかしながら、
部活動文化は、まさに当該部活動の実践のありようであり、当該部活動を理解するために
重要なものであると考えられる。部活動文化という分析枠組みは、当該部活動における体
罰の問題を理解するのみならず、部活動という集団自体の理解にも繋がると考えられる。 
 本研究では、〈部活動文化〉という分析枠組みを引き継ぎ、対象部活動の実態を詳述する
ことを試みる。これにより、当該部活動の活動理念や暗黙のコードなどの部員の行動を方
向付けると考えられる精神文化を明らかにし、部活動における体罰、さらには部活動全体
の理解に繋がることを目指す。 
 
第 2 節 〈成長〉という分析概念の提示 
 
 A 高校女子ハンド部には「部誌」と呼ばれる、部員１人ひとりが毎日記述し顧問教員に
提出するノートがある。拙稿では、部誌を資料として用いるにあたり、以下のように位置
づける。 
 
   当該部活動における部誌が、個人的な日記とは異なる性格を有することには留意が
必要である。個人的な日記は、他者が読むことを前提として書かれるものではない
が、当該部活動における部誌は、教員や他の部員が読むことを前提として書かれて
いる。つまり、部員が書く内容を他者に配慮していることは明白である。また、そ
のことが部誌の内容を当該部活動の理想像に近づけていくことは容易に考えられる。
このことは、部誌にみる部員の精神文化の限界であるが、部誌が当該部活動の理想
像を捉えるために重要な資料であると指摘できる84 
 
このように、部誌を個人的な日記とは異なる性質のものであると位置づけ、そこには他者
を意識した当該部活動の理想像が書かれていると説明する。 
A 高校女子ハンドにおいて部誌に記述する内容は自由であるが、実際は「心」を書くこ
とを求められ、また評価される。入部当初は、練習メニュー、目標や反省のみを記述して
いた部誌が次第に「心」の部誌になっていく。部員は、自らが書いた部誌を読み直すこと
により過去の自分を思い返し、現在の自分を見つめ直す。さらに、他の部員の部誌を読む
                                                   
84 庄形 2013 前掲書：107。 
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ことによって他の部員の「心」を理解し、逆に読んでもらうことによって他の部員に「心」
を伝える。 
さらに、部誌には部員間のいざこざや問題が書かれることも多く、その時の気持ち、対
処や今後の対応までもが記される。顧問教員は、部誌を通して部員や部活動の状況を知る
のである。くわえて、部誌のなかで部員が顧問教員に意見を述べたり、顧問教員が部員に
コメントしたり、コミュニケーションのツールとしても機能している。 
 このように「心」を書くことが重要視される部誌であるが、「成長」という言葉が枚挙に
遑がないほど綴られる。また、「心」と「成長」は関連づけて語られることが多く、「成長」
するためには、「心」が重要であると捉えている。 
 拙稿は、当該部活動における〈成長〉は、意味・役割の観点からみると、2 つに大別さ
れるとし、それぞれを〈自らの成長〉と〈チームの成長〉と定義した。〈自らの成長〉とは、
理想の部員に近づくことである。すなわち、部活内規範にみられる理想像を学び、それら
を内面化していくことであり、部員を方向付けるもっとも基礎にあるものだと考えられる。
〈チームの成長〉とは、仲間として厳しく指摘し合い、また、支え合いながら強力な連帯
意識を形成することである。A 高校女子ハンド部では、部員同士を友達とは呼ばず、「仲間」
として差異化して語られる。仲間同士は、時に厳しく指摘し合い、時に励まし合うことが
望まれる。そして、このような過程を通して、「絆」と呼ばれる強い連帯意識が形成されて
いく。 
さらに、部員 1 人ひとりが〈チームの成長〉を目指すことは、仲間と厳しく指摘し合い、
支え合うという A 高校女子ハンド部の理想像の１つを体現する過程であり、〈自らの成長〉
であるといえる。2 つの成長は相互に影響を与えながら、部員は広義の意味で〈成長〉し
ていくのである。本研究は、2 つの成長と上位概念である〈成長〉を継承する。 
 
第 3 節 部員側の〈体罰合理化〉という分析概念 
 
第 1 項 体罰受容のメカニズム 
 
 A 高校女子ハンド部では、個人差はあるものの現役部員は体罰に批判的な意見を多く持
っている。特に、限度についての発言が多く見られ、過度の体罰には批判が集中する。し
かしながら、一方で体罰の意味に言及し価値を見出すような発言も聞かれる。否定しなが
23 
 
らも同時に肯定しているというのが現状である。また、OG においても同様の傾向が見ら
れ、当時の否定的な感情が消えたわけではないが、「強くなるためには必要85」という、共
通認識を有している。 
 A 高校女子ハンド部において、部員は「できていないのは自分だし、殴られるのは仕方
ない」と自らの過失に体罰を受ける理由を求める。つまり、A 高校では、体罰は「できな
いこと」を意味し、敗北・挫折のメタファーとして捉えられている。部員にとって、敗北・
挫折は、活動の目的である「勝利」・「成長」の対極にあり、もっとも回避しなければなら
ないものである。つまり、部員は常に敗北・挫折のメタファーである体罰を恐れ、自ら部
活内規範を遵守する方向に向かうのである。これは、〈自らの成長〉の過程である。 
 敗北・挫折のメタファーである体罰が実際に行使される際、部員は体罰を受ける理由を
「できないこと」と解釈し、さらに〈自らの成長〉を強化する。拙稿は、体罰を受ける理
由を「できないこと」に求めること自体が、無意識化でこのメカニズムに組み込まれてい
ると指摘する。 
 さらに、A 高校女子ハンド部では〈自らの成長〉は至高の価値、目的であるが、その結
果として勝利が得られると考えられている。ここには、道徳的目的と功利的目的の混同が
見られ、当該部活動ではその欺瞞性が意識されていない。 
 部員はさまざまな背景のもと、日々の苦しい練習や体罰に耐えている。しかしながら、
それらを支えたのは、〈成長〉を希求する部員の主体的な行動である。拙稿では、部員は体
罰に否定的な感情を持つと同時に「強くなる」という共通認識を有しており、部員自らが
体罰に肯定的価値を付与していることが指摘する。 
 
 第 2 項 部員側の〈体罰合理化〉という分析概念の提示 
 
 拙稿は、先行研究が体罰の要因の基底にあると考えてきた部内権力関係の脆弱性を指摘
し、部員自身が体罰を受容することを選択していることを指摘した。さらに、そこに至る
背景として部活動文化の共有や〈チームの成長〉の実践で得た強力な連帯意識が存在し、
それらを背景として部員が体罰を受容するに至るメカニズムを考察した。 
部員が、体罰の理由を自らの過失に求めることや体罰を受けることによって「強くなる」
                                                   
85 庄形 2013 前掲書：114。 
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という認識を有していることは、アンケート調査などからも指摘されてきたことである86。
被罰経験を持つ生徒の特長として考えられていたそれらの指摘を、拙稿は、現場の声から
導き出した〈成長〉という概念を用い、生徒自らが体罰を解釈し体罰に肯定的意味を付与
していくメカニズムとして説明した。 
このように、部員自身が体罰に肯定的意味を付与し体罰を肯定することを、本研究では
部員の〈体罰合理化〉と定義し、本研究の分析概念として継承したい。 
 
第 4 節 〈経験としての体罰〉という分析概念の提示 
 
 拙稿は、OB・OGが卒業後に語る体罰を〈経験としての体罰〉と定義し、その役割につ
いて可能性の示唆を行った。学校卒業後に元部員で集まると、当時の被罰経験が話題にあ
がることが多くあり、「笑い話」として、おもしろおかしく語られ、笑い合われる。拙稿は、
このように、当時の被罰経験が、卒業後、元部員によってコミュニケーションツールとし
て利用され、〈経験としての体罰〉を通じて、元部員としてのアイデンティティーを再生産
していると指摘する。くわえて、元部員のアイデンティティーとは、単に「当該部活動に
所属していた自分」ではなく、「部活動を通して成長した自分」であり、これは当時の厳し
い経験を共有したものにのみ許されるという。 
さらに、拙稿は、当時の体罰を乗り越えた経験は現在の自分に影響を及ぼし、現在の困
難を乗り越えるツールとして利用され、さらに、制度としても毎年 1 回の OB・OG 会が
その機会を与え、元部員としてのアイデンティティーの形成の場として認識されているこ
とを指摘している。 
 本研究では、拙稿に依拠し、〈経験としての体罰〉という分析概念を引き継ぎたい。さら
に、体罰も含む過去の部活動経験全体を〈経験としての部活動〉と呼び、「経験としての体
罰」の上位概念として設定したい。くわえて、体罰の存在しない部活動において、OB・
OG によって語られる当時の教員の叱責を〈経験として叱責〉と呼ぶこととする。〈経験と
しての部活動〉とのその下位概念として〈経験としての体罰〉と〈経験としての叱責〉を
設定することにより、部員が引退後に体罰をどのように再解釈していくのか、時間軸のな
かで考察することが可能になり、体罰肯定意識の形成過程を明らかにすることに寄与する
と考えられる。 
                                                   
86 公益社団法人全国大学体育連合 2014 前掲書：10。 
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第 5 節 本章のまとめ 
 
 本章では、拙稿をモデルケースとし、本研究における理論モデルを検討してきた。ここ
で抽出された、〈部活動文化〉という分析枠組と〈体罰合理化〉・〈成長〉・〈経験としての部
活動〉という分析概念を継承するような研究は管見の限り見当たらない。しかしながら、
体罰を部活動における文化要素の 1 つとして捉え、部活動全体から体罰の包括的理解を試
みる本研究においては、これらの視点が青写真となり、研究を進める指針となると考える。 
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第 2 章 B 高等学校男子ハンドボール部における社会・技術・精神文化 
 
本章と続く第 3 章において、B 高校男子ハンド部における活動の実態と部員の体罰に関
する語りから、部員側の〈体罰合理化〉に関して考察する。この議論を第 5 章における体
罰肯定意識の形成過程の考察に繋げたい。 
 本章では、B 高校男子ハンド部を対象に、前章で取り上げた〈部活動文化〉という分析
枠組みから分析を試みる。部活動文化の詳細を記述することにより、B 高校男子ハンド部
の活動理念や暗黙のコードを明らかにできると考える。活動理念や暗黙のコードは、部員
の言動を方向付けるもっとも基底にあるものであり、当該部活動における体罰を理解する
際にも重要なものであると考えられる。 
本来であれば、参与観察を行うことが活動の実態を把握するためのもっとも有効な調査
方法であると考えられるが、昨今の社会背景を考慮すると、体罰が存在する現場において
参与観察を行うことは難しい状況である。そのため、本章では、元部員へのインタビュー
調査を中心として当時の〈部活動文化〉を明らかにしていきたい87。その際、同一時期に
B 高校男子ハンド部に所属していた部員 6 人、女子マネージャー1 人と後輩部員 1 人の計
8 人に同様の質問をすることにより、回顧的調査で起こり得ると考えらえるインフォーマ
ントの記憶違いの問題を可能な限り排除するように配慮した。 
なお、本稿における B 高校男子ハンド部とは、特に断りがない場合は筆者が中心的にイ
ンタビューを行った 1 学年が部員として所属していた当時のことを指すこととし、当時の
B 高校男子ハンド部に所属していた生徒を部員と呼ぶことする。 
 
第 1 節 B 高校男子ハンドボール部の概要と筆者の関わり方 
 
 まず初めに、B 高校男子ハンド部の概要と筆者のそこでのポジショナリティーについて
説明したい。その際、体罰というデリケートな問題であることを考慮し、当該集団および
個人の匿名性を担保できるように最大限配慮し、必要に応じて情報を修正することを了承
願いたい。 
 
                                                   
87 研究方法で詳述したが、OBの集まりとB高校ハンド部のOB会へのフィールドワーク、
くわえて、対象とした OB が現役生として在学していた時期ではないが、当該部活動の練
習へのフィールドワークも行った。 
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 第 1 項 B 高校男子ハンドボール部の概要 
 
 B 高校は長い歴史を有し、学業に重きを置きつつも多くの部活動が全国大会を目指す、
いわゆる「文武両道」を旨とする公立学校である。自主性や主体性を重んじ、自ら学び、
自ら考えることのできる生徒の育成を目標として掲げている。そのなかで、男子ハンドボ
ール部は全国大会に出場するなどの実績を有し、いわゆる県下の強豪校である。 
 B 高校男子ハンド部の部員数は、年代によって多少の違いはあるものの、各学年 10 名
前後である。筆者がインタビューを行った学年は、入部当初の部員数は 14、5 名であった
が、1 年時の夏までに 5 名ほどが退部し、卒業時には 10 名であった。退部理由は、「勉強
に専念したい88」、「練習がきつくてついていけない89」、「単純に合わなかった90」などであ
り、「人間関係とかではない91」と認識されている。 
さらに、女子マネージャーが同学年に１人と 2 学年下に 3 人おり、部室や移動用のバス
の掃除、用具の管理やプロテインの準備などを主な仕事として任される。試合時には差し
入れのお菓子を作ったり、大きな大会時にはお守りや千羽鶴を作ったりすることもマネー
ジャーの仕事として先輩マネージャーから引き継いでいる。マネージャーは、練習の途中
で自由に帰宅することが認められており、親が保護者会に入ることもないなど、部員とは
差異化して扱われるが、卒業後には毎年 OB 会への招待はがきが届くというように集団の
一員として認められている。 
 練習は、基本的には週 7 日間行い、年末年始、お盆や試合後などには適宜休みが設けら
れる。始業前に行われる早朝練習はなく、放課後に 3 時間から 4 時間ほどの練習を毎日行
う。休日は半日練習か１日練習（午前と午後の２部練習）のどちらかであり、冬から最後
の大会に向けては毎週土日ともに１日練習になっていった。県外遠征を含む練習試合もた
びたび行い、県外の強豪高校、県内の大学生や社会人チームが主な試合相手として月に 2
回は練習試合を行っていた。 
 練習内容は、「先生のなかでは、かなりストーリーを作っていたと思います92」というよ
うに、顧問教員が中心となり、「1 つ 1 つの練習に目的があったと思います93」、「理論立て
                                                   
88 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
89 隆男 2017 年 6 月 13 日、智樹 2017 年 2 月 12 日。 
90 一郎 2017 年 2 月 12 日。 
91 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
92 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
93 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
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て、基本を、断片を切り取って94」、「決まったことを反復的にやることが多かった95」とい
うように、理論的に組み立てて行っていたと認識されている。 
 学校のなかで男子ハンドボール部は、「練習がきつい96」、「厳しい97」、「強い98」、「カッ
コイイ99」などと他の生徒から認識されており、「勉学も疎かにしない100」と先生たちから
の評価も高かった。 
 顧問教員は、ベテランの体育教師であり、ハンドボールの専門家である。ハンドボール
部員以外の生徒からの評判は良く、優しい先生というイメージがあった。部活動以外の学
校生活や体育の授業では、男子ハンド部員に対しても他の生徒と同様に接し、気さくに話
しかけてくるなど、部活動の内外を明確に区別するとともに生徒との距離が近い教員であ
った。 
 
 第 2 項 B 高校男子ハンドボールと筆者の関わり方 
 
 筆者は、B 高校男子ハンド部と何年間にもわたる交流があり、女子マネージャーを含む
インタビューを行ったすべての部員と以前から親交があった。これは、研究者とインフォ
ーマントという立場での交流ではなく私的なものであったが、この長期にわたる親交によ
り部員たちとの間にラポールが形成されていたと考えられる。体罰という社会問題を取り
扱うにあたり、当事者から本音を聞き出すためにラポールは必須であり、さらに、イ―ミ
ックな視点から論を展開する本研究において重要である。 
 また、2011 年には智樹、雅樹、恭平を対象に集団インタビューを行い、後日、個別にメ
ールでの聞き取り調査を行っている。くわえて、上述した通り、2010 年から 2011 年にか
けて 6 回ほど B 高校男子ハンド部への参与観察を行っている。参与観察を行った際には、
今回インタビューを行った部員は在籍していなかったが、部活動文化を中心とする活動の
実態を観察している。 
 
                                                   
94 祥次 2017 年 6 月 17 日。 
95 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
96 隆男 2017 年 6 月 13 日、智樹 2017 年 2 月 12 日、一郎 2017 年 2 月 12 日。 
97 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
98 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
99 祥次 2017 年 6 月 17 日。 
100 絵里 2017 年 2 月 10 日。 
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第 2 節 B 高校男子ハンド部における〈部活動文化〉 
 
 本節では、B 高校男子ハンド部における活動の実態として〈部活動文化〉の具体的事例
を取り上げる。その際、インタビュー調査とフィールドワークから見えてきた部活内規範、
共有される服飾類、部員的身体技法、ホームページ、OB 戦の 5 つを中心に見ていきたい。
部活動文化は当該部活動の活動理念と密接にかかわっており、それを理解することは、〈体
罰合理化〉の背景にあると考えられる精神文化を理解するための重要なプロセスであると
考えられる。 
 
第 1 項 部活内規範 
 
部活動を理解するために重要な〈部活動文化〉の１つとして部活内規範があげられる。
それぞれの部活動には、部則などと呼ばれる当該集団の成員のみが共有するルールやタブ
ーが存在している。部活内規範には、成文化されているものと暗黙のものが存在しており、
それらの規範を逸脱することはタブーとされ、A 高校女子ハンド部においてもそれらはど
ちらも遵守され、活動の指針となっていた101。 
 B 高校男子ハンド部には、成文化された部活内規範は存在しない。暗黙の規範に関して
も、「共有認識は特になく、そういう決定はしてなかったと思う102」というように希薄で
ある。しかしながら、完全に自由な行動が許されるわけではなく「一般の常識内で皆それ
ぞれやっていた103」と語るように、一般常識や校則から逸脱しないことが求められる。実
際に、それらを犯した際には何かしらの罰則が与えられることになり、連帯責任で全員に
課されることもある。一方で、「私生活のことであまり縛られている感じはなかった104」
というように、比較的緩やかなもののようである。また、礼儀や挨拶に関して、女子マネ
ージャーの絵里は、「そこまで口うるさくいわなくてもできる子たち105」と語り、部員は
挨拶や礼儀作法が自然にできていたと当時の様子を説明した。 
B 高校は上述した通り、学校の目標に自主性や主体性をあげており、男子ハンド部に関
してもそれらが重視されていることが窺える。この「自主性」は、形式的なものではない。
                                                   
101 庄形 2013 前掲書：101-103。 
102 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
103 同上。 
104 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
105 絵里 2017 年 2 月 10 日。 
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創立記念誌のなかで、ハンドボール部 OB が B 高校の校風を以下のように記している。 
 
僕が一番気に入っている校風というか、雰囲気がある。（…中略…）とにかく強制し
ない。先生は、生徒の自主性に任せる部分が多い。生徒もそれを理解しあまえるこ
となく自らが自らの為に行動し、運動し、勉強する。その頭から押さえつけない、
押さえつける必要がない人間が集まっているのが B 高校である106。 
 
このように、B 高校では形式的なレベルではなく、実態としても自主性が重んじられて
いることが指摘される。 
これらを考慮すると、部員達は、B 高校男子ハンド部には成文化された部活内規範も暗
黙の規範も存在しないと説明するが、「自主性」を持って行動することこそが、B 高校男子
ハンド部における部活内規範であると考えられる。 
 
第 2 項 共有される服飾類 
  
部活動でジャージなどの服飾類をチームで揃えることは日常的に目にする光景であろう。
これらの行為が、部員としてのアイデンティティーを自覚させ、集団を象徴するシンボル
として機能していることはすでに述べたところである。しかしながら、B 高校男子ハンド
部では、服飾類の共有が積極的に行われているとは言い難い状況が見受けられる。 
もちろん服飾類の共有が全く行われていないわけではない。ユニフォームは、ルール上
同じものが必要であり、代々継承されている。さらに、毎年同じデザイン、同じ色のチー
ムジャージを揃えて購入する。その他にも、顧問教員の好きな言葉をプリントしたポロシ
ャツとトレーナーがあるが、これらの購入は強制的ではなく、あくまでも個人の自由であ
る107。実際は、すべての部員が購入するというが、全員で特定の時に着用するようなこと
は行っていない。ハンドボールシューズは、毎年一回、同じモデルのシューズをチームで
一括して購入する機会が設けられ、割引で購入できるために多くの部員が同じシューズを
履いている。しかし、これに関しても強制ではなく、個人的に別のシューズを履くことも
許されており、実際にそのような部員もいる。 
                                                   
106『B 高等学校創立○執念記念誌』：232。 
107 ここに書かれた言葉に関しては、部員が特に大事にしているわけではなく、あくまで
も顧問教員の好きな言葉という認識であり、部員同士でいい合うこともない。 
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拙稿によると、Ａ高校女子ハンド部では、試合時に特に多くの服飾類を揃え、試合会場
という自他の区別を容易に感じることのできる場において、連帯意識の強化が図られると
い108。一方の B 高校男子ハンド部には、そのような活動は見られない。試合前の練習時に
も各自が思い思いのＴシャツやズボンを履き、服飾類を揃えるという意識はないようであ
る。さらに、移動着のチームジャージは同じものを着用するものの、内側に着る T シャツ
やトレーナーに関しても個人の自由である。 
このように見ていくと、B 高校男子ハンド部では、移動着のチームジャージ以外にチー
ムで共有している服飾類がないことが指摘される。当然、チームジャージの共有は、連帯
意識の形成の一助になると考えられるが、筆者が調査を行った他の部活動と相対的に見る
と、B 高校男子ハンド部は服飾類を用いた連帯意識の形成が希薄だと指摘できる。それは、
部員全員が持っているポロシャツやトレーナーがあるにもかかわらず、試合会場で揃えて
着る機会を設けないところからも見て取ることができるだろう。 
 
第 3 項 部員的身体技法 
  
部活動には、部員のみが共有する動きが存在する。それらは勝利のために必要な動きと
思われるものから部外者にはその意味が理解できない儀礼的なものまで多岐にわたる。B
高校男子ハンド部の部員的身体技法として、主なものとして応援、サインプレイと声出し
があげられる。 
 応援歌は、学校自体の応援歌や校歌とは別に部活動独自のものである。太鼓、ラッパや
メガホンを用い、試合の状況に合わせて応援歌を使い分ける。１年生は入部後、最初の大
会前に応援練習を行ってそれらを覚える。しかし、具体的なそれぞれの応援歌を現在でも
覚えていた部員はおらず、覚えているものとして、部員が「ダサい109」「恥ずかしい110」
というハーフタイムに行う動きを伴った応援パフォーマンスのみであった。 
 サインプレイとは、オフェンス時に中心的プレイヤーが出すサインに従って行う攻撃パ
ターンである。サインによってそれぞれのポジションの動きや動くタイミングが決まって
おり、チーム全体でタイミングや動きを合わせて行う。数種類のサインが存在し、それら
は、毎年、ほとんど変わることがなく、OB 戦などでは学年を超えてサインプレイを合わ
                                                   
108 庄形 2013 前掲書：104-105。 
109 直樹 2016 年 12 月 26 日。 
110 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
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せることができる。 
声出しとは、多くのハンドボール部に見られる、その部活動特有の声の出し方である。
特に意味を持たない決められたフレーズを用いて、「元気がないと感じた時などに出して意
識を高める111」という。B 高校男子ハンド部では、「イーハーハーハーハーハーハー」と
いうフレーズが使われている。また、ランニング時には違った声出しがある。、意識を高め
るためという発言がある一方で、一郎は「声出しが一番嫌いでした。声を出すのがしんど
いからです。連帯感が生まれるわけでもない112」といい、声出しに関して「本当に無意味
なことだと思っています113」と発言している。 
応援、サインプレイ、声出しなどは、当該部活動独自のものであり、部員としてのアイ
デンティティー形成に寄与することが考えられる。しかしながら、B 高校男子ハンド部に
おいては、当時の応援歌を覚えている部員はおらず、声出しに関しても無意味だと言い切
る部員がいるなど、部員的身体技法が内面化されているとはいい難い状況が窺えると指摘
される。 
 
第 4 項 ホームページ 
 
 B 高校男子ハンドボール部は、当時、部単独のホームページを有していた。それは学校
が管理しているようなものではなく、部員が独自に運営していたものである。数年前の先
輩が立ち上げたものを引き継いだものであった。誰でも閲覧可能であるが、書き込みを行
うには暗証番号が必要であり、それは部員のみが共有していた。この暗証番号は引退して
も変更されず、OB も書き込みが可能である。 
ホームページの具体的な内容をあげると、スケジュール、部員紹介（ニックネーム、誕
生日、学年、血液型、出身中学校、星座、動物に例えると、彼女の有無）、写真投稿、日記、
先生の名言集やチームの歴史などである。また、B 高校の他の部活も同じようなホームペ
ージを持っており、リンクで繋がっているため、自由に行き来することができるようにな
っていた。 
ホームページは、部員間の連絡と交流にくわえ、外部に対しての情報発信を目的にして
                                                   
111 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
112 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
113 同上。 
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いる。さらに、「他の部活の異性を意識していたんだと思います114」というように、異性
に向けて自分たちの活動をアピールする場として考えられている。 
このホームページは、顧問教員や学校の管理外で部員が自主的に作成したものである。
その後、新たな流行によって代替される形で更新が減少していき、利用されなくなってい
った。部員のみが共有する暗所番号の存在や他の部活動を意識したリンク機能などは、意
図の有無に関わらず、部活動の内外を意識させ、連帯意識を強化する機能を有すると考え
られる。しかしながら、ホームページの利用は自由であり、最終的に利用されなくなって
しまったように部員にとってはあくまでも流行の 1 つであったと考えられる。 
 
第 5 項 OB 戦・OB 会 
  
B 高校男子ハンド部には OB 会組織があり、会長、幹事長や会計などからなる事務局が
OB によって運営されている。実際は、OB のみでなく女子ハンドボール部の OG も会員
であるが、OB 会と呼ばれている。主な業務としては、年末に行われる懇親会115の開催・
運営、年会費の徴収、現役部員への遠征費補助やユニフォームの寄付などである。年会費
は毎年 1 人 1000 円であり、OB 会の出欠確認はがきに同封される振込用紙を用いて支払
われる。また、OB 会当日に直接支払うことも可能である。 
B 高校には、ハンドボール部を含めて 3 つの部活動が大規模な OB会組織を持ち、毎年、
ホテルのホールを貸し切って大規模な OB 会を開催している。また、学校自体の OB 会組
織の活動も盛んに行われている。 
毎年、1 月 3 日には、OB 戦と OB 会が開催される。OB 戦とは、午前中に体育館で行わ
れる試合のことを指し、OB 会とは夜に行われる懇親会を指す。毎年、11 月頃に OB 会事
務局より、「B 高校ハンドボール部 OB 会ご案内」「出欠確認用返信はがき」「年会費振込用
紙」「保護シール」などが入った封筒が送付されてくる。ご案内には、OB 会の詳細（開催
日時、開催場所、会費）、年会費について、OB 戦について、当年度の B 高校男女ハンド部
の戦績などが記されている。 
OB 会当日のタイムスケジュールは例年、次のようになっている。 
 
                                                   
114 直樹 2016 年 12 月 26 日。 
115 OB 会と呼ばれる。実際は懇親会も運営組織もともに OB 会と呼ばれるが、便宜上、こ
こでは懇親会を OB 会、運営組織を OB 会組織として表記することとする。 
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【OB 戦】 
9：00 集合 
9：00～10：00 アップ 
10：00～13：00 試合 
13：30 解散 
 
【OB 会】 
18：00 集合 
18：00～18：30 会長挨拶・会計報告・顧問教員挨拶・遠征費贈呈 
18：30～19：30 歓談 
19：30～20：00 ビンゴゲーム大会 
20：00～20：30 校歌斉唱・エール・万歳三唱 
21：00～ 二次会 
 
 OB 戦には 30～40 人の OB が集まる。参加者は 10 代と 20 代が中心だが、30 代から 60
代もおり、幅広い年代の OB が試合に参加している。OG は、10 代と 20 台がほとんどで
10～20 人ほどが集まるが、試合には参加せず会話や見学を楽しむだけの者も多い。 
試合は、現役部員チーム、OB ヤングチーム、OB オールドチーム、OB スーパーオール
ドチーム、女子現役チーム、OG チームに分かれて行われる。OB スーパーオールドチー
ムは、40 代以上の OB で構成され、女子現役チームと OGチームと試合を行う。 
すべての試合が真剣に行われるが、OB の珍プレイには笑いが起こるような和やかな雰
囲気も見受けられる。しかし、OB 同士の試合では互いに譲らず、意地の張り合いから次
第に白熱していく姿も見受けられた。 
 OB 会・OB 戦について、「学生時代、ずっと一緒に過ごしていた、一番長い時間を過ご
していた人たちと久々に会えるのが目的116」、「同窓会的なところはありますね117」という
ように、同級生、先輩や後輩に久々に会うことができる場として認識されている。卒業し
て時間が経つにつれ、また、顧問教員が変わったことなども影響し、現役生に対する関心
は薄れていったというのが正直な感想のようである。 
 
                                                   
116 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
117 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
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第 3 節 B 高校男子ハンド部における精神文化 
 
B 高校男子ハンド部は、毎年、最上級学年が引退した後に話し合いが行われ、新チーム
の方針や目標の設定を行う。例年、全国大会出場を目標に掲げる事が多く、筆者がインタ
ビューを行った学年も全国大会出場が目標であった。勝利をもっとも重要視していたとす
べての部員が口を揃えるように、B 高校男子ハンド部の活動理念として「勝利」があげら
れる。 
一方で、「その温度感と若干違っていた人もいた118」というように、部員によって勝利
に対する温度差があったと語る。新チーム移行時の最初の話し合い以降は、目標に関して
話し合ったり、共有したりする場が設けられることはなく、「どちらかというと個々で119」
考えていたというように、顧問教員によって強制的な話し合いの場が用意されることはな
かったという。 
 
第 1 項 顧問教員の体罰に関する語りからみる暗黙のコード「自主性」 
 
本項では、顧問教員の体罰に関する語りから B 高校男子ハンド部の暗黙のコードについ
て言及したい。顧問教員は、「高校生は変わることができる最後のチャンスである120」と
いい、そのためには、「ある程度の衝撃が必要121」であると説明する。つまり、顧問教員
は大人になると人は変わることはできないと考えており、高校生期にある程度の衝撃を受
けることが変わるためには必要であると認識していることがわかる。 
顧問教員は、体罰に関して次のような説明図式を有している。まず初めに「殴ることに
よって強制する122」と語る。それによって、「殴られたくないから、やる123」と説明する。
さらに、そこに「先生との信頼関係が生まれる124」ことにより、最終的には「自主性が生
まれる125」と説明する。 
生徒が殴られたくないから行動するという段階から、信頼関係が生まれ最終的に自主性
                                                   
118 同上。 
119 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
120 B 高校男子ハンド部顧問教員 2011 年 6 月 5 日。 
121 同上。 
122 同上。 
123 同上。 
124 同上。 
125 同上。 
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が生まれる段階へと移行するという認識は、当事者ではない者には理解しがたいことであ
ろう126。しかし、ここで重要なことは、顧問教員が体罰を行使するにあたり、部員の自主
性の獲得を企図しているということである。 
上述したように、B 高校は学校の目標として「自主性」を重んじている。それは、部活
内規範からも明らかだろう。部員は、一般常識や校則から逸脱しないように自主的に行動
することが求められるのである。このように、活動理念としてと「勝利」を掲げる B 高校
男子ハンド部であるが、その活動は「自主性」に基づいて行われることが望まれる。つま
り、活動理念である「勝利」の裏に、「自主性」が暗黙のコードとして存在していることが
指摘される。 
 
第 2 項 〈部活動文化〉から見る暗黙のコード「自主性」 
 
前節では、B 高校男子ハンド部の〈部活動文化〉について詳述したが、OB 会が盛んな
ことを別として、部活内規範、服飾類の共有や部員的身体技法のいずれに関しても、A 高
校女子ハンド部や後述するC高校男子ハンド部と比較して重要視されていないことが指摘
される。各年代によって差異はあるものの、その量や徹底度が相対的に見て低い様子はイ
ンタビューや参与観察でも散見された。さらに、それは、部員自身が特徴的な文化や伝統
は特にないと答えることにも表れているであろう。 
B 高校は長い歴史を有し、ハンドボール部も大規模な OB 会組織を持つことからも、長
い間、盛んに活動が行われてきたことは明らかである127。OB 会には、50 年以上前の卒業
生が参加するほどである。 
綾部は、「クラブ128が共通の目標を志向した、課題解決のための相互作用が行われる場
であるとするならば、そこには必ず情緒的な連帯感が存在しなければならない129」と指摘
し、約縁における連帯感、連帯意識130の重要性を指摘している。約縁集団であると考えら
                                                   
126 顧問教員の認識がいかにして形成され、また維持されているのかについて明らかにす
ることは重要な課題であると考えられるが、本稿の目的から逸れるため、別稿に譲りたい。 
127 部活動の歴史に関しては、『B 高等学校創立○執念記念誌』でも確認できる。 
128 ここでいうクラブとは、約縁集団を指し、「何らかの共通の目的・関心を充たすために、
一定の約束の下に、基本的には平等な資格で、自発的に加入した成員によって運営される、
生計を目的としない、パートタイムの私的な集団」（綾部恒雄 1988『クラブの人類学』ア
カデミア出版会：6-7）を意味する。 
129 同上：158。 
130 綾部は連帯感を連帯意識とも言い換えて使用しているため、本給で使用してきた連帯
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れる部活動においても、連帯意識は重要視されることが多く、いわゆる強豪校ではその傾
向が強いことは経験的にも知るところであろう。厳格な部活内規範やその他の文化が連帯
意識を生む一助となることは既に述べたところであるが、強豪校であるはずの B 高校男子
ハンド部はそれに反している。では、なぜ B 高校男子ハンド部では部活動文化が重要視さ
れていないのだろうか。 
部活動のなかで連帯意識を強化するような活動について、部員は、「僕の代はしていない
ですね。けっこう個人主義じゃないですけど、個々で勝手にというのが、かなりあって131」、
「顧問教員も自然に任せていたと思う132」と説明する。しかし、「連帯感の話でいうと、
一個下の代とかはかなり強いと思います。代によって違いますね133」と述べ、すべての学
年が連帯意識を疎かにしているわけではなく、それぞれの学年によって異なるという認識
を示した。 
ここから見えてくることは、やはり B 高校男子ハンド部においては、あくまでも部員の
「自主性」を重視した活動が展開されているということである。B 高校男子ハンド部にお
いて、部員たちは、〈部活動文化〉を顧問教員に強制されることはなく、自主的に考え活動
する。そのため、各年代によって差異はあるものの、その量や徹底度は、本研究で取り上
げた他の部活動と比較して相対的に低いと考えられる。 
 
第 4 節 本章のまとめ 
 
本章では、B 高校男子ハンド部における活動の実態を〈部活動文化〉という分析枠組み
から詳述した。そこには、暗黙のコード「自主性」を基礎とする希薄な〈部活動文化〉が
存在した。暗黙裡に共有されている「自主性」という部活内規範が存在するものの、成文
化された規範は皆無であった。また、服飾類の共有や部員的身体技法も相対的に見て盛ん
とは言えない状況がそこには存在していた。 
一方で、全国大会出場を目指しすべての部員が「勝利」を最も重視していたと語るよう
に、そこには活動理念として「勝利」が存在していた。しかしながら、これに関しても顧
問教員が部員に働きかけることはなく、あくまでも部員の「自主性」に任されての活動で
                                                                                                                                                     
意識を以後使用する。 
131 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
132 同上。 
133 同上。 
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あった。 
B 高校男子ハンド部は、「勝利」を活動理念として全国大会出場を目指す勝利志向型の部
活動である。他方で、そこには、「自主性」という暗黙のコードが存在し、部員の言動を規
定していると考えられる。次章では、本章で明らかになった B 高校男子ハンド部の精神文
化をもととし、部員の体罰に関する意味解釈を分析し、部員の〈体罰合理化〉に関して考
察する。そして、さらに第 5 章における体罰肯定意識の形成過程についての考察に繋げて
いきたい。 
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第 3 章 B 高校男子ハンド部員による意味解釈の多様性と「自主性」 
 
 本章では、被罰者である部員が高校生当時に受けた、または見た体罰のありようを生徒
の語りから示す。そのうえで、当時、彼らがそれらをいかに感じ、いかに解釈したのか、
その意味をイーミックな次元から明らかにするとともに、彼ら自身の体罰の意味解釈をエ
ティックな次元で分析する。 
具体的には、まず初めに、当時部員であった隆男、智樹、祥次、雅樹、恭平、一郎のそ
れぞれの被罰経験とその意味解釈を彼らの語りから確認する。そして第 1 章で提示した部
員側の〈体罰合理化〉という分析概念を用い、そこに見られる個々の意味解釈の再解釈を
試みる。くわえて、集団の一員ではあるが、自身が体罰を受けることはない女子マネージ
ャーの絵里と後輩という立場から先輩の被罰経験を見ていた下級生部員の直樹のそれぞれ
の体罰の認識についても言及したい。その上で、前章で明らかにした暗黙のコード「自主
性」との関連性を含め、B 高校男子ハンド部における〈体罰合理化〉がいかなるものか明
らかにしたい。 
 
第 1 節 隆男 
 
隆男は、控え選手の 1 人である。ハンドボールは 1 チーム 7 人で試合を行うが、当該部
活動では、試合開始時にコートに立つ 7 人を「レギュラー134」、それ以外の選手を「ベン
チ」と呼び、彼はいわゆるベンチである。彼は、主に右サイド135と呼ばれるポジションを
任されていた。 
彼は、高校入学以前のスポーツ活動のなかで、被罰経験は全くないと語る。高校生当時
は、部活動を辞めないことを個人的な目標としていたと述べ、成績が下がった時には両親
から退部を提案されたというが、断固として拒否したと語る。 
また、自らのことを特殊と語るように、高校入学以前の網膜の怪我の影響で頭に強い衝
撃を受けると失明する可能性があり、これについては、保護者から顧問教員にも伝えられ
ていたという。 
 
                                                   
134 いわゆる、スターティングメンバーのことをこのように呼ぶ。 
135 ライトウィングとも呼ばれる。ハンドボールのポジションの 1 つ。 
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第 1 項 被罰経験 
 
隆男が体罰を受けたのは、高校 3 年間で 1 回のみである。これに関して、隆男は、上述
した怪我のことを保護者が顧問教員に伝えていたため、自分は被罰経験が少ないと説明し
た。 
唯一の被罰経験は、1 年生の夏から冬の間に行われた練習試合であった。レギュラーが
怪我をし、その代わりとして試合に出場した際にびんたを受けたと語る。その時のことに
ついて、「ぼーっとして立っていたら、『何をしているんだ』みたいな感じで、こうガッガ
ッと歩いて来て、バンと。『もっとしっかりしろ、眼は覚めたか』みたいな136」と説明す
る。この時の感想について尋ねると、「怒りですかね」と顧問教員に対する怒りが込み上げ
てきたというが、それは「やってやるわ、みたいな怒り」だと説明した。 
B 高校男子ハンド部の活動を通して見た体罰としてもっとも印象的なものは、1 年生の
冬に先輩部員が受けた体罰だと当時の様子を説明する。ミーティング中に顧問教員に隠れ
てふざけていた先輩部員が、体育館の中心部分から壁際までびんたを受けながら後退して
いった。その時のことについて、「それは衝撃でした。えー、どこまで行くのみたいな。す
ごかったです」というように、びんたの量に衝撃を受け驚いたと当時を振り返った。しか
しながら、驚いたという一方でその時の恐怖に関しては、「多少あったかもしれないですね。
ただ、そんなにすごく怖いとかはなかったです」と語るように、多少の恐怖は感じたがそ
れよりも驚きが勝っていたと説明した。 
 
第 2 項 隆男自身による体罰の意味解釈 
 
隆男は、当時の体罰についての感情を次のように説明する。 
 
   体罰を受けたかったことがあります。というのも、僕ら 2 人137は戦力として先生の
視野の外にいたので。全く興味がないんですよ、僕らに対して。こっちを向いてほ
しいな、かまってほしいなという意味で体罰を受けたいというのはあったかもしれ
                                                   
136 隆男 2017 年 6 月 13 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様と
する。 
137 隆男と智樹の 2 人。 
41 
 
ないですね。 
 
このように、隆男は、体罰を受けることが戦力として認められることだと認識している。
そして、戦力として認められたいという意味で、体罰を欲していたと語る。 
 
まあそれは体罰としてじゃなくても何でもいいんですけど、体罰としてでも良いし。
そこに愛があるのかなと思っちゃっていたのかな。まあ、よくわからないですね。
試合に出たいというのは、試合に出たかったですけど、でも、その前に先生に注目
されないと、試合に出られないじゃないですか。だから、かまってほしいというの
はあって、体罰を受けたかった。まあ、必ずしもそこに体罰がほしいわけではなく
て、プロセスとしてあっても良いのかなぐらいですね。受けなくて良いのなら受け
たくないし。 
 
隆男は、体罰自体を欲しているわけではなく、試合に出るまでのプロセスとして体罰があ
ると認識しており、また、それを容認しているのである。決して単純に欲しているわけで
はない。 
さらに、体罰に関して「どちらかというと、肯定じゃないですかね」と話し、その理由
を説明する。 
 
やっぱりメンタルの部分。要はすごく怖い思いをしたというバックグラウンドがあ
って、それに対してメンタルが強いので、だから、体罰を受けたら心が強くなると
思っているんですよ。だから体罰はあってもいいのかなと思います。 
 
このように、当時の体罰という怖い経験を有していることと現在の精神的な強さから、体
罰を受けることによって「心が強くなると思っている」と説明する。さらに、隆男は、「心
の強さ」について説明する。 
 
僕、大学生の時にバイトでけっこう大きなミスをして、けっこう大きく怒られたん
ですよ。その時にハンドボール部の時って毎回こんなことがあったなという意味で、
まあメンタルはちょっと強くなって、だから、体罰によって心の強さは生まれるん
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じゃないかな。 
 
大学生の時に、バイトでの大きなミスで上司から怒られた際、高校生当時の経験を思い出
し、それによって精神的に強くなったと説明する。 
体罰を受けることにより、「心が強くなる」という認識は、「当時は全く思っていなかっ
たですね」といい、被罰当時は顧問教員に対する怒りを覚えたというように、体罰がなけ
れば良いと思っていたと語る。 
 さらに、体罰に関する考えの変化について語る。 
 
ふと高校でハンドボールをしていたことを思い出したんですよ。ちょっとしんどい
時に、大学の 4 年生の時なんですけど、研究がしんどい時に、バイトがうまくいっ
ていない時に、思い出した時にすごく楽になったんですよ、心が。全然大したこと
じゃないじゃん、この状況って。 
 
大学生の辛い時期に高校時代の部活動を思い出し、その時の辛さと比較することによって、
心が楽になったという経験が考え方の変化に影響していると話す。 
一方で、もし自らが指導者になるとしたら、「絶対にしないです」というように、体罰に
「心が強くなる」という意味を付与し、肯定しているものの、体罰を一方的に妄信してい
るわけではないことが窺える。 
 
第 3 項 隆男自身の意味解釈にみる体罰合理化 
 
隆男は、体罰を受けることによって「心が強くなる」「体罰によって心の強さは生まれる」
というように自ら体罰に肯定的意味を付与している。これは、体罰合理化であると考えら
れ、実際に心が強くなっているかどうかは別問題として、部員がそのように認識している
ということに注目したい。 
隆男のいう「心が強くなる」とは、広い意味での〈成長〉であると考えられ、Ａ高校女
子ハンド部の〈体罰合理化〉との類似性が指摘される。しかし、隆男は、「体罰を受けたか
ったことがあります」というように、体罰を受けることを戦力の証と認識していた。これ
は、Ａ高校女子ハンド部の事例とは大きく異なるところである。つまり、隆男は、Ａ高校
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女子ハンド部では敗北・挫折のメタファーとして捉えられていた体罰を期待のメタファー
として捉え、それを欲するような感情を抱いていたことが指摘される。 
一方で、当時の感情としては顧問教員に対する怒りをあげ、体罰が無ければ良いと認識
していたと語るように、体罰に否定的な感情を有していた。つまり、被罰時には体罰合理
化に至っていなかったのである。 
しかしながら、この顧問教員に対する怒りは、「やってやるわ、みたいな」というように、
ある種のモチベーション向上のような感情であるとも捉えられ、一方的に否定的な感情を
有していたわけではないことが指摘される。ここには、体罰を否定する感情を一方に有し
つつ、他方で体罰を欲するというアンビバレントな感情の葛藤が見受けられ、複雑な心境
が窺える。 
隆男は、体罰に「強くなる」という意味を付与し、〈体罰合理化〉に至っていると考えら
えるが、体罰を期待のメタファーとして捉えるなど、Ａ高校女子ハンド部とは違った〈体
罰合理化〉のプロセスが B 高校男子ハンド部には存在している可能性が示唆される。 
 
第 2 節 智樹 
  
智樹も、隆男と同様にベンチであり、ポジションは左サイド138である。高校以前のスポ
ーツ場面で体罰を受けた経験はない。彼は、個人的な目標としてレギュラーになるという
ことを掲げ、当時はそれに対する執着心を強く持っていたと語る。移動用のバスの座席に
ついて、他の部員が最初に適当に座ったところが定位置になったと語ったのに対して、智
樹は、先輩たちの次に同年代のレギュラーが座り、その後に自分たち控え選手が空いてい
る席に座ったと考えていたことからもそにょうすが窺える。さらに、「レギュラーとレギュ
ラーではない者の差を敏感に感じていたと思います139」とその境界に対して敏感であった
と当時を回想した。 
また、智樹は、高校 3 年間で 1 度ハンド部を退部しており、その後１週間ほどで復帰し
たという経験を持つ。 
 
                                                   
138 レフトウィングとも呼ばれる。ハンドボールのポジションの 1 つ 
139 智樹 2017 年 2 月 12 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様と
する。 
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第 1 項 被罰経験 
 
智樹は、定期的に体罰を受けていたわけではない。彼は 1、2 年生の時に何度か体罰を
受けたことがあるが、その後はほとんど受けていない。 
初めて受けた体罰は、県外へ練習試合に行った時のことである。絶対に決めないといけ
ない場面でシュートミスをし、びんたをされたと回想する。その時は、「やっぱりびっくり
しますよね」というように、その驚きを語る。それまでに他の部員が体罰を受けるのを見
ていたが、自分がその場面で受けるとは思っていなかったと話す。さらに、「殴られたら顔
ってこんな固まり方するんだって感じたのを覚えています」といい、固まるという表現で、
「痛すぎて、手加減がない感じ」を表現した。 
もっとも印象に残っている体罰は、退部から復帰した初日の練習で受けたものである。
2 人組になり、１人がボールを左右どちらかに投げ、もう１人がそのボールをキャッチす
る練習の際に、もっとしっかりやれと首根っこを掴まれ、引きずり回されたと語る。それ
に関して智樹は、「練習の一環としてもっと気合を出すための体罰みたいな。あれを体罰と
いうか思い入れというかはわからないですけど」と話し、「僕が、1 回辞めて戻って来たか
ら、敢えて厳しくしているんだろうなと。だけど、ちょっと舐めているなというのもあっ
たので、悔しさの方が大きかったですかね。見返してやろう感の方が強かった」と当時の
感情を振り返った。 
活動のなかで見た体罰でもっとも印象的なものとしては、彼らが「ソテツ事件」と呼ぶ、
後述する雅樹が受けた体罰をあげた。智樹以外の多くの部員も同様にこの出来事を印象的
な体罰として語る。この「ソテツ事件」は、部員が集まった際には毎回のように語られる
有名な話であり、実際に筆者が部員たちの集まりに同席した際にも、この「ソテツ事件」
について語られるのを聞いたほどである。 
 
第 2 項 智樹自身による体罰の意味解釈 
  
智樹は体罰について、「期待している人にやるイメージ」、「受けるのがスタメン140。い
うならば、周りのやつらは眼中にないみたいな、そういう感じですかね。されることがち
ょっと羨ましく見える」と説明するように、体罰とは期待の表れであり、体罰を受けるこ
                                                   
140 スターティングメンバーの略。レギュラーと同義。 
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とがレギュラーとしての証であると考えている。そのため、レギュラーに対する憧れの強
い智樹は、「僕からしたら、殴られるのは良いことですよ。何かしらの財産が残されると思
うんですよ」と語り、「逆に殴られたい」、「殴られていないことで認められていない感じが
あった」と当時を振り返った。 
 さらに智樹は、「まあ時代が取り上げるほど悪いことだとは思っていない」と体罰を肯定
的に捉え、体罰に意味はあると語る。 
 
僕のパターンでいったら、悔しいっていうモチベーションを生み出しましたよね。
なんか、なんでこいつに負けないといけないのか、例えば普通に頑張ろうという気
持ち以上の、先生を見返すためにという、違うモチベーションが生まれたんですか
ね。 
 
智樹は、体罰を受ける悔しさが顧問教員を見返すという異なったモチベーションを生み、
そこで生まれるモチベーションは、普段、頑張ろうと思う以上の非常に強いモチベーショ
ンであったと説明する。 
さらに、体罰を周りで見ている部員のモチベーションに関しても、次のように付け加え
る。 
 
  体罰の意味、周りも恐れるかもしれないですよね、されている人を見たら、されな
いように頑張らないといけないというのもあるかもしれないですよね。僕は思って
いない、僕はされたいパターンなので。でも、そういうのもあるんじゃないですか
ね。 
 
智樹自身は、体罰を欲しているためにこのようには思わないとしつつも、体罰を見ること
によって体罰を受けないために頑張ろうと思う部員もいると説明する。智樹は、筆者が依
然行った聞き取りでもこのことに言及している。 
 
   体罰のタイミングにもよるが、タイミングと内容によっては、その生徒や周りの部
員のやる気や士気が高まることによって、練習効果が高まったり、全体のモチベー
ションが定まったりし、個々だけではなく全体の強さにもつながると思う。適度な
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体罰は必須141。 
 
このように、智樹は、体罰を個人やチーム全体のモチベーションを向上させるためのツー
ルであると考えていることがわかる。 
 しかしながら、当時から一方的に体罰を肯定していたわけではない。体罰を受けていな
いことに対して悔しいと感じつつも、「やられた時は、『クソか』って思いました」と回想
するように厳しい言葉で否定し、顧問教員を批判している。さらに、被罰経験に関して、
「当時、すごくプライドが傷ついたので、思い出すと憤りを感じる」が、「体罰で精神的に
強くなった」と語り、隆男が「心が強くなる」と語ったのと同様の解釈を持っている。し
かしながら、そこには個人差が存在すると語る。 
 
体罰を受け続けることによって強くなる人とならない人がいると思う。単純にやら
れることに対して何も思わない、ただただやられてっていう人間は普通に何も変わ
らないと思います。逆に僕みたいにそれで違うことを思う人にとっては、あの時悔
しかったな、あんな感じにされていたけど、今は頑張れるみたいな人もいるんじゃ
ないですかね。 
 
このように、体罰を受けることによって強くなるかどうかは、被罰時に考えるかどうかで
決まると説明する。 
 
第 3 項 智樹自身の意味解釈に見る〈体罰合理化〉 
 
智樹は、隆男と同様に体罰を期待のメタファーとして捉えていることが指摘される。個
人的な目標としてレギュラーになることを据え、そこに強い拘りを持っていた智樹にとっ
て、この傾向は隆男以上に強いといえる。隆男があくまでもプロセスとして体罰を求めて
いたのに対して、「逆に殴られたい」、「殴られるのは良いことですよ。何かしら財産が残さ
れると思う」と語るように体罰を受けるということ自体に、価値を見出していることがわ
かる。 
 さらに、体罰の意味として、「悔しいっていうモチベーションを生み出しました」と語り、
                                                   
141 智樹 2011 年メールによる聞き取り。 
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「普通に頑張ろうという気持ち以上の、先生を見返すためにという違うモチベーション」
というような非常に強いモチベーションを生むと説明している。さらに、体罰を見ている
周りの部員も、それを受けないために頑張ろうというように動機付けられると認識してい
る。 
 一方で、「体罰を受け続けることによって、強くなる人とならない人がいると思う」とい
うように、被罰者の考え方によって体罰が意味をなすかどうかが決まると認識しており、
自らのように悔しいという感情を抱く人間は、「強くなる」と認識している。 
 智樹は、当時から体罰を欲するなど体罰を顧問教員の期待のメタファーとして捉え、そ
こに意味を感じていた。しかしながら、自らの被罰時には体罰に否定的な発言を行い、強
い口調で顧問教員を批判する。 
智樹にとって体罰を受けることができない自分は、レギュラーになれない自分を顕在化
させる。智樹は、体罰を期待のメタファーとして捉え、それを欲するのである。しかしな
がら、他方で実際に体罰を受けると驚きと激しい痛みを感じ、顧問教員や体罰という行為
に対して批判的感情を抱く。さらに、そこで感じた顧問教員に対する負の感情は、普通で
は感じない非常に強いモチベーションも同時に生みだす。このように、智樹にとって体罰
とは、一言で語ることのできない複雑な感情が交錯したものなのである。 
生徒側の〈体罰合理化〉という視点から見ていくと、「体罰で精神的に強くなった」と語
るように隆男や A 高校女子ハンド部と同じ肯定的意味の付与が見受けられる。しかしなが
ら、体罰を期待のメタファーとして捉えてそれを欲し、実際に被罰時には強く否定し、最
終的には〈成長〉したという体罰の意味解釈は、隆男と同様の解釈であり、A 高校とは異
なるプロセスであることが指摘される。 
 
第 3 節 祥次 
 
祥次は、レギュラーの一人であり、高校以前のスポーツ場面において多くの被罰経験を
有している。彼は、小学校の野球クラブにおいて日常的に金属バットで臀部を叩かれてい
たと語る142。ノック中にエラーをすると監督から全員集合がかかり、エラーをした者が金
属バットで臀部を叩かれたと回想し、「痛いです。めちゃ痛いです143」と強い痛みを今で
                                                   
142 いわゆる「ケツバット」。祥次は「ケツバン」と表現した。 
143 祥次 2017 年 6 月 7 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様とす
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も覚えていると話した。さらに、中学時代にも野球部で同様の形式の体罰を受けており、
それにくわえて、びんたを日常的に受けていたと語る。 
 
第 1 項 被罰体験 
  
祥次は、初めて B 高校男子ハンド部で受けた体罰に関して、「一年生の時にあったんじ
ゃないですかね。あまり、僕、びんたとかも普通な感じなので、いつからとか覚えていな
いですね。日常的だったので」と語り、その時の感情も「あまり記憶にないんですよね、」
と答えた。 
さらに 印象的な体罰に関しても、「あまり覚えていないですね」といい、「僕はそんな
にないですね。本当にあまりないと思います。言葉ですね、どっちかというと。練習試合
でオカマ、オカマってずっといわれて、それぐらいですね」と消極的なプレイに対して暴
言を吐かれたことをあげた。しかし、他の部員の聞き取りによれば、祥次は、中心的に体
罰を受けていた 2 人に次いで体罰を受けていたという発言が聞かれた。 
祥次は、活動のなかで目撃した印象的な体罰としては、雅樹や恭平が繰り返し脛を蹴ら
れていたこと144と「ソテツ事件」をあげている。 
 
第 2 項 祥次自身による体罰の意味解釈 
  
祥次は、当時の体罰について次のように感じていたと語る。 
 
   嫌で、めっちゃ嫌で、皆、やっぱりこう、今日めっちゃやられたわ、みたいな話に
はなるんですけど、なんで叩くんだろうみたいな話にはならなかったです。わかっ
ているんですよ、やっぱりプレイが駄目だからとか、ああやらなかったからだとか、
なんかセットですよね。そういう感じだったと思います。 
 
彼は、体罰に対して嫌悪感を抱いていたとしつつも、体罰の理由をプレイでの過失に求め、
それらはセットと考えていたと話す。そのため、なぜ体罰を受けるのかというような考え
                                                                                                                                                     
る。 
144 B 高校男子ハンド部では「脛蹴り」と呼ばれる。 
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には至らなかったと説明する。 
一方で、被罰時の自らの状況について、体罰を受けることよって萎縮してしまい、積極
的なプレイができなかったと感じていたと語る。 
 
   僕の個人的な考えだと、萎縮しちゃうと思うんですけど。プレイに対して、ミスが
怖くなっちゃって、悪い方に働くとは個人的に思っています。まあ、やらないとい
けないというのも働きますけど、それ以上によぎっちゃうというか、イップス的な
感じに。殴られたくないというので、プレイが消極的になっていた気がしますね。
それで、また殴られてっていう。 
 
このように祥次は体罰のマイナス面について語ったが、他方で、体罰受けて「根性がつい
た。少々の事で、例えば、殴られるとかやられても、あまり動じない」というように、プ
ラス面に関しても語っている。これは、当時から感じていたわけではなく、社会人になっ
て同期との会話のなかで感じ始めたと話す。 
祥次は、体罰の是非に関しては複雑な感情を有している。 
 
   難しいですね。僕は今、騒がれ過ぎている感はあるなと思っていて、言い方は変で
すけど、あってしようがないものと思っていて。ただそれが、効果があるかないか
と言われたら僕はないと思っています。人にもよるかも知れないですけど。しよう
がないっていうのはおかしいですね。なんかあるものっていうのができちゃってい
ます。昔からずっと。 
 
祥次は、現在の体罰に批判的な社会背景については過剰であると認識している。くわえて、
体罰に効果はないといいつつも、体罰はあって当たり前のものだと考えている。さらに、
当時の考えを語る。 
 
当時は仕方ないなみたいな感じじゃないですか。僕ができていないのが悪い。怒ら
れるのもわかるし。ただ、ビビッて余計に。納得といえば納得ですね。諦めよりも
納得。自分ができないから。難しいですね。 
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祥次は、体罰を受ける理由を自らの過失に求めている様子が窺える。その一方で、体罰を
受けることにより、プレイが消極的になるとも考えており、納得していたといいつつも、
難しいと答えを出しきれていない様子が窺えた。 
 
第 3 項 祥次自身の意味解釈に見る体罰合理化 
 
小学校、中学校におけるスポーツ場面で日常的に体罰を受けてきた祥次は、体罰はあっ
て当然のものとして認識している。そのため、他の部員と比べて当時の体罰に関して覚え
ていないことも多いようである。 
祥次は、「プレイが駄目だから」「僕ができていないのが悪い。怒られるのもわかる」と
自らの非が理由で体罰を受けると認識し、それを納得している。しかしながら、被罰当時
は、体罰を受けることにより萎縮しプレイが消極的になってしまうと感じており、体罰の
効果はないと考えていた。 
被罰当時は体罰に効果がないと感じていた祥次であるが、現在は体罰を受けたことによ
って「根性がついた」というように体罰に意味を感じている。体罰を受ける理由を、「でき
ないこと」という自らの過失に求め、その欺瞞性を疑わず、そこに〈成長〉という意味を
付与するという過程は、Ａ高校女子ハンド部の〈体罰合理化〉のメカニズムとの類似性が
指摘される。しかしながら、当時の体罰を「効果はないが、あって仕方ないもの」と捉え
ていたという祥次に関する体罰の意味解釈は、体罰を敗北・挫折のメタファーとして捉え
たA高校女子ハンド部とも期待のメタファーとして捉えた隆男や智樹とも異なった認識で
あることが指摘される。 
 
第 4 節 雅樹 
  
レギュラーの一人である雅樹は、高校以前のスポーツ場面では体罰を経験していない。
高校卒業後、大学ではハンドボールを行っていなかったが、現在は社会人クラブチームに
所属して趣味でハンドボールを続けている。また、恭平が、「先生が右向けっていったら、
ピッて右向くタイプ145」と雅樹について話すように、顧問教員の指示に従うまじめな部員
である。 
                                                   
145 恭平 2016 年 12 月 27 日。 
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第 1 項 被罰経験 
 
   一番最初のとか、そういう記憶はないです。この時が初めてだったなとか、いうこ
とは覚えてないですけど。でも、僕より先に殴られていた人が何人かいたし、その
前の年も皆殴られているし、殴られるのが当たり前なぐらい。ついに来たかって感
じですね146。 
 
雅樹は、初めて受けた体罰に関してこのように振り返り、先輩や同級生が受ける体罰を見
ることによって、当時はそれを当然視しており、特に初めて受けた時期も覚えていないと
語る。 
 体罰を受けた頻度は、「僕は割と少なかったと思います。週でも、ない週も全然ありまし
た」というように、相対的に見て自分は少ない方だと語った。さらに、体罰を受ける状況
について、次のように説明する。 
 
シュートを外した時、まあ外し方にもよると思いますけど、先生が見て、まだもう
ちょっとできるんじゃないかみたいな時は、たぶんやられていると思うんですけど。
外でやっている時147に、倒れこまずにシュートをして外したりとかしたら、倒れこ
んで打ったら入るんじゃないのかくらいの。本当に一生懸命やっている時はやられ
ないと思います。 
 
シュートを外すというプレイでのミスが体罰の引き金になるとしつつも、一生懸命やって
いる時は体罰を受けることはなく、「気持ちが入ってない時はやられたと思います」と付け
加えた。 
活動のなかでもっとも印象的な体罰は、引退が決まった最後の試合で受けたびんただと
語る。 
 
                                                   
146 雅樹 2016 年 12 月 28 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様
とする。 
147 本来、ハンドボールは室内競技であるが、日本では競技が実施できる体育館の不足な
どにより、高校生の練習や試合では屋外で行われることも多い。 
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   5 人連続びんたですね。たぶん試合の時だと思うんですけど。たぶん最後の大会だ
と思います。たぶん県総体が終わって、その大会が 2 週間後なんですけど、たぶん
その間の練習が先生は気にいらなかったみたいで。なんかもう終わったし、みたい
な。最後の記念大会的な感じの練習を 2 週間したら、本番で、皆全然動けなくて、
僕もバテバテだったから、シャー、シャー、シャー、シャー、シャー。あれは忘れ
ないですね。でも、さすがにあれはいけなかったなと思いますね。やられて反省し
ましたね。 
 
自分たちの試合前の練習態度が試合中に受けた体罰の原因だと説明し、体罰を受けて、「気
持ちが入っていなかった」と反省したと語った。 
 
第 2 項 雅樹自身による体罰の意味解釈 
  
雅樹は、被罰時の感情について、お互いに真剣に取り組んでいたので体罰を受けること
を納得していたと説明する。 
 
僕は意外と気持ちが下がることがなく、逆にやってやろうかみたいになる方でした
ね。悔しいから。別に怒りとかはならない、まあ怒りですけど、先生に殴られたこ
とに対する怒りとかではなかったです、僕は。まあこわくはなりますけどね。僕は
意外と嫌という感じではなかった。こわいですけど、今後、叩かれたくないとかは
思わなかったです、別に。本当に僕も真剣にやっていたつもりだったんで。向こう
も真剣だから納得していた。 
 
恐怖は感じていたものの、そこに嫌悪感は抱かなかったと語り、体罰を受けることでやる
気が出たと当時を振り返る。さらに、「僕がやられた記憶では、自分が悪かったなとプレイ
で思った時にだいたいやられる。理不尽な感じの記憶はないです。理不尽に殴られるみた
いな記憶はないです。」と語った。 
さらに、体罰を指導法の 1 つと考えており、人によって使い分けるべきだと語る。 
 
やらない方がいいやつもいると思います、人によっては。やられてちょっとやる気
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を失うような、まあけっこうやる気を失ってましたけど。それで、やられて僕みた
いにちょっとやってやろうか、みたいなるやつにやるのは、別に。それで本当にや
る気が出るのだったら全然だめだとは思わないです、僕は。それで、やって気持ち
が下がるようなやつには他のやり方があるんじゃないかとは思いました、あの時は。
やればやるだけやる気がなくなるのではいけないなみたいな。 
 
体罰に否定的な感情を持たない雅樹は、体罰を受けた時にやる気を失うかやる気が出るか
によって体罰を使い分けるべきだと考えている。 
一方で、「殴られて自分が強くなったとか思ったことはないですね。体罰で成長したとは
思わないです」と断言するように、体罰受けることによって成長しないと考えている。 
 さらに最近の体罰に対する社会の風潮に対して、自らの考えを述べる。 
 
   個人的にはニュースとかで体罰の話が出て、親がすごいギャーギャーいうのとかは、
僕はどちらかといえば腹が立ちます。すぐに、さっき言った過剰反応とか、そんな
にいうことではないだろうみたいな。まあ先生と生徒の関係とかわからないので一
概には言えないですけど。 
 
くわえて、当時自らが受けた体罰とニュースで取り上げられている体罰を差異化して語る。 
 
先生も本当に人生かけてじゃないですけど、それくらいの勢いでやっていたじゃな
いですか。当時、それを感じていたので納得できていた。ただ単にやられる、まあ
そういう人たちがニュースになっていると思うんですけど。別に当時は僕の親が先
生に殴られているのとかも知っていましたけど、別に何もいわない。それに関して
悪いように思ったりしていなかったですね。やめてほしいみたいな感じじゃないで
すね。自殺するとかまで行ったらもう何もいえないですけどね。 
 
このように、当時自らが受けた体罰は、顧問教員の真剣さを感じていたことを理由に納得
しており、保護者も体罰の存在を認知していたが、そのことを悪くいうことはなかったと
説明する。 
一方で、「まあ手を出さずにちゃんとやる気を出させてやるのが一番」と語り、「肯定と
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まではいかないですけど、絶対に駄目とも思わないですね」と語るようにアンビバレント
な感情を有している。 
 
第 3 項 雅樹自身の意味解釈に見る〈体罰合理化〉 
 
雅樹は、当時の体罰を「まあ怖くはなりますけどね。僕は意外と嫌という感じではなか
った」と語るように、恐怖はあったとしつつもそこに嫌悪感はなかったと説明する。さら
に、「僕は意外と気持ちが下がることがなく、逆にやってやろうかみたいになる方でしたね。
悔しいから」と語り、体罰を受けることによってやる気が出たと説明する。さらに、彼は、
体罰があることが「あたりまえな環境だった」し、それに「納得していた」と語り、当時
から体罰に嫌悪感を抱かず肯定的に捉えた唯一の部員であった。 
雅樹は、真剣さを理由に体罰を肯定的に捉える。「本当に僕も真剣にやっていたつもりだ
ったんで。向こうも真剣だから納得していた」と双方の真剣さを語り、「先生も本当に人生
かけてじゃないですけど、それくらいの勢いでやっていた」と顧問教員の当時の真剣さを
評価する。ここから、雅樹は目標を達成するための真剣な営みの 1 つとして体罰を容認し
ていたと考えらえる。 
さらに、「先生はどんな人かというのはだいたいわかっているし、ただ怒りだけで暴力を
ふるう人ではないと分かったうえでの、その関係性があったうえでの」と語り、信頼関係
があったうえでの体罰だったと説明した。顧問教員が部活の内外を明確に区別し、部活動
場面以外では決して体罰を行うことがなく、他の生徒と同じように部員にも優しく接した
ことなどが信頼関係に繋がったようである。 
 雅樹は、体罰を「やらない方がいいやつもいると思います、人によっては。やられてち
ょっとやる気を失うような」と語り、体罰を指導法の 1 つと考えており、人によって使い
分けるべきだと考えている。また、「自分が悪かったなとプレイで思った時にだいたいやら
れる、理不尽な感じの記憶はない」というように、祥次と同様にプレイが「できないこと」
を正当な体罰の理由であると捉えている。 
しかしながら、「殴られて自分が強くなったとか思ったことはないですね。体罰で成長し
たとは思わないです」と語るように、〈成長〉という肯定的意味の付与を行っておらず、体
罰合理化がなされていないことが指摘される。他の部員と異なり、雅樹は、被罰当初から
体罰に嫌悪感を抱かず肯定的に捉えているため、敢えてその上に自ら肯定的な意味を付与
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する必要がなかったものと考えられる。雅樹にとっては、合理化せずとも体罰は否定され
るものではないのである。 
 
第 5 節 恭平 
  
レギュラーの１人である恭平は、オフェンス時に攻撃を組み立てる役割を任されていた
中心選手である。新チーム移行時にキャプテン候補の 2 人に選ばれ、最終的には副キャプ
テンを任されていた。高校入学以前のスポーツ場面における被罰経験は持っていない。 
 
第 1 項 被罰経験 
 
 恭平が初めて体罰を受けたのは、高校 1 年の夏頃に 1 学年上のチームの試合に出場し始
めた時のことである。ハンドボールを初めて数か月の状態で試合に出場した恭平は、その
時は何もわからないまま体罰を受けたと語る。 
 それから学年が上がるに従いって体罰を受ける機会が増えていき、毎日のようにびんた
を受けたと話す。びんたに比べると頻度は少ないが、頭突きや脛蹴りもあったと語る。 
基本的にはプレイ中にミスをすることが引き金となって体罰を受けたというが、それだ
けではなく、指導されている時の態度や精神的な面に原因があったのかもしれないと振り
返った。 
 
基本プレイですよね。ミス。気持ち的な部分もあるのかもしれないですけどね、先
生に言わせたら、怒る側からしたら、僕がプレイで怒られていると感じていても、
その時はですよ、なんでできないんだっていうのをいわれるので、あのー、みたい
な態度に怒っていたのかもしれないですけど。まあ、ずっと練習していたら抜けて
いるというか、普通にやっているように見せて、抜いてる時もあるじゃないですか。
そういうのが気に入らないというのもあったのかもしれないですけど。プレイが引
き金だけど、そういう態度的なことも怒っていたんじゃないかと思います148 
 
                                                   
148 恭平 2016 年 12 月 27 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様
とする。 
56 
 
 さらに、多くの部員が印象的だった答えた「ソテツ事件」について、次のように語る。
当時は、ハンドボールを始めて間もない状態だったという。 
 
何もわからないまま、それはやられますよね。でも、わからないし、それで走って
こいみたいな。それはプレイ的なことですよね。空いてる149じゃないかって言われ
ても、空いているのはどこみたいな。まあ、そうなりますよね、こっちにパスして、
こっちにパスして、返ってきた、どうしようみたいな時だったので。それで空いて
いるだろって言われて。もう走ってこいっていわれたのをだらだら走っていたんで
すよ。だらだら走っていたのを怒られて。練習後に先生がグラウンドから帰ってい
くじゃないですか、その時に下の学年だったので、ボールとか片づけたりするじゃ
ないですか。それでボールをバンて叩きつけたりしていたんですよ。それを見てい
きなりバンてバッグを叩きつけて、ブワーって走ってきて、ソテツ150みたいなのが
あったんですよ、そこにグサって刺されて、ボコボコに。 
 
その時のことに関して、「まあ仕方ないんでしょうけど、態度的な問題だったので、そこは
致し方ないですよね。プレイとかよりも態度的な問題で怒られたんでしょうね、人として
の」と語り、自らの態度に問題でがあったため、体罰を受けたのは仕方ないと当時のこと
を振り返った。 
 
第 2 項 恭平自身による体罰の意味解釈 
  
恭平は、当時の体罰に関して「もうクソですよね、何なんだ、訳がわからないみたいな。
なんで俺ばっかやられないといけないんだ、みたいな感じですよね」と語り、自分と一郎
が集中的に体罰を受けていたことに対して、強い不満があったと当時を振り返る。 
 
基本的に、僕がセンター151だったので、基本的に僕とエースの一郎、二人が攻撃し
ているみたいな感じですよね。だから、どうしても比率的には大きいですよね。ボ
                                                   
149 数的有利な状況ができているという意味。 
150 ソテツ科の常緑低木。 
151 ハンドボールのポジションの 1 つ。試合を組み立てる役割を担うオフェンス時の要と
なるポジション。 
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ールを触る機会が多いし、僕ら二人が組み立てないとサイド152しかりポスト153しか
り、始まらなかったので、その部分ですよね、たぶん。基本 2 人が一番やられてい
たのかなと。 
 
自分とエースポジションを担っていた一郎が、オフェンスの中心的存在でボールを触る機
会も多かったことが、体罰を受けることが多かった理由だと考えている。 
 さらに、当時の体罰に対する感情と対応を語る。 
 
基本的に当時はビビるんですよね。怒られたくない、これをしたら怒られる。先に
そっちにはしるので、自ずとパスしますよね。サインプレイとかあるじゃないです
か、基本的に関わらないプレイ、最後に出すとかいうプレイを自ずと選んでいまし
たよね。自分で選んでいたので、何から始めるか。自ずと当時はそういう感覚にな
っていましたね。やっぱりどうしても局面、局面で最後、フィニッシュにしかり、
崩しにしかり、そういうのに関わっていたらミスする可能性も高いし、怒られるだ
ろうしっていうので、若干逃げている部分はあったと思うんですけど。体罰を受け
ることは、プレイ的にはマイナスでしょうね、基本的には。まあ、やられたくない
から頑張ろうというのもあったんですよ。素直にあれがいけなかった、これがいけ
なかった、ああしたら良いんだとか、実際に、こうした時にはそれで良いというよ
うな褒める言葉は実際にあるので、これで良いのかと。ひとつの自分のプレイを治
すという部分ではあるのかもしれないですけど、基本的には自分が関わらないプレ
イを選びながらやっていたなとは思うんですけど 
 
当時は体罰を受けないために頑張ろうという気持ちを有しつつも、体罰を受けることを恐
れ、いかに体罰を受けないようにするかを考えた結果、プレイの重要な場面に関わらない
ような選択を取っていたと語る。 
 一方で、当時は友達に体罰を受けていることを拡散していたと話す。 
 
同級生とかはちょっとやられている部活カッコイイみたいなのがあるじゃないです
                                                   
152 ハンドボールのポジションの 1 つ。 
153 ハンドボールのポジションの 1 つ。 
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か。他の強い部に対抗するわけじゃないですけど、ちょっと強い部活カッコイイみ
たいな、まあ高校生なんで。だから、同級生とかにはマジでやられるわみたいな話
はしていました。 
 
恭平は、強い部活動は体罰を受けているというイメージがあり、体罰を受けることがカッ
コイイと考えていたという。そのため、自らが体罰を受けていることを積極的に同級生に
話していたと語る。 
さらに、「殴られることは嫌でしたけど、それだけ期待されていると思っていた。歴代の
主力プレイヤーは、だいたい皆殴られていて、殴られるのが自分のステータスであると勘
違いしていた」と語り、体罰に対する嫌悪感はあるが、体罰を受けることが期待の裏返し
であり、ステータスだと考えていたと説明する。 
 被罰当時は、体罰をこのように解釈していた恭平であるが、現在では体罰を受けたこと
により、「気持ちが強くなった」と語る。 
 
気持ちは若干強くなっているんじゃないかな、精神的な部分。今でもなんかちょっ
ともちろん怒られることもあれば、何する時もあるけど、社会人になって初めて怒
られる人と高校、部活動とかで怒られている人と比べたら、ある程度免疫っていっ
たらあれですけど、経験があるのとないのじゃ、社会経験というか全然違うのかな
と。社会人でも、胸倉つかまれるくらいならありますよ。その時に流す力を覚えて
いるんですよね。悲しい振りするとか。聞き流せるようにはなっていますよね。 
 
このように、恭平は、高校当時の被罰経験が社会人になって怒られる時などに活かされて
いると語るが、高校生当時は「気持ちが強くなった」ことには全く気付いておらず、社会
人になって気付いたと説明する。 
 
第 5 項 恭平自身の意味解釈に見る〈体罰合理化〉 
 
恭平は、当時の体罰が自分と一郎に集中していたことに対し、「なんで俺ばっかやられな
いといけないんだみたいな感じですよね」と強い不満を抱いている。さらに、「基本的には
自分が関わらないプレイを選びながらやっていた」と体罰を受けないために自分が重要な
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場面に関わらないプレイを選択していたと語り、体罰が与えるプレイ面へのマイナスの影
響を指摘する。 
他方で、「やられたくないから頑張ろうというのもあった」と語るように、体罰がモチベ
ーションに繋がるという考えも併存させている。筆者が、以前行った聞き取りでも「自分
は口でいわれた段階では気にもとめないことも多々あったが、体罰が嫌で直そうと思って
いた154」とし、体罰が改善のきっかけとなっていた部分も認めている。 
また、「同級生とかはちょっとやられている部活カッコイイみたいなのがあるじゃないで
すか」、「ちょっと強い部活カッコイイみたいな」と語るように、体罰を受けることが強い
部活動に所属しているというステータスであり、カッコイイと考えていたと説明する。さ
らに、「殴られることは嫌でしたけど、それだけ期待されていると思っていた。歴代の主力
プレイヤーは、だいたい皆殴られていて、殴られるのが自分のステータスであると勘違い
していた」と語るように、控え選手の 2 人と同様に体罰を期待のメタファーとして捉えて
いることも指摘される。 
 恭平は、体罰を期待のメタファーとして捉えているものの、控え選手の二人とは異なり
体罰を欲するような感情は皆無である。むしろ彼は、日々体罰を受けることにより体罰に
対して否定的な感情を強く持ち、体罰を避けるような行動を取るのである。しかしながら、
体罰に否定的な感情を強く有していた恭平であるが、現在は他の部員と同様に体罰を受け
たことによって「気持ちが強くなった」と語っており、〈体罰合理化〉がなされ肯定的意味
の付与が行われていることがわかる。 
 
第 6 節 一郎 
  
一郎は、レギュラーメンバーの１人でエースポジションを任されていた中心選手である。
高校以前のスポーツ場面においても体罰を受けた経験を有している。中学校のバレーボー
ル部の活動のなかでごく稀にではあるが、負けた試合の後などに小突かれたり、顔面にボ
ールを当てられたりしたと話す。「その時はただただイライラしていましたね155」といい、
チームで一番バレーボールがうまい自分だけが代表で、しかも他の部員のミスのせいで体
                                                   
154 恭平 2011 年メールによる聞き取り。 
155 一郎 2017 年 6 月 19 日。以下、本節における「」内は、特に断りがない場合は同様と
する。 
60 
 
罰を受けていたと感じており、理不尽だと考えていたと話す。この時の経験から自らを殴
られやすいと感じている。 
 さらに、一郎は他の部員と同じように顧問教員が考える練習内容全体に関しては評価し
ているものの、ミスをした時に走らされるというような練習中のルールに関しては、批判
的な感情を持つ。 
 
たまに気まぐれで入るルールは謎だと今でも思っています。例えばなんですけど、
シュートを外したらグラウンドを 1 周走る、あれは本当に謎だと思います。なんて
いうんですかね、たぶん先生としては、外さない気持ちとかを強くするとかで１周
走らせているんだと思うんですけど、でもこっちとしたら、それをされる以上、走
りたくないという気持ちがあるわけじゃはないですか。そうするとどうなるかとい
うと、確実な方法でシュートに行くわけですよ、例えばポスト156を使ったり。結局
はミドルシュート157を打たなくて怒られるみたいな。でも打ったら打ったで、外し
て走りに行けといわれる。じゃあポストにいくじゃないですか。それはリスクを取
らなくなるというんですかね。それは何しているんだろう、この人というのはすご
く思っていました。それがマイナスになっていると思っていました。そういう、な
んか本当に無駄なこと多いなと。 
 
顧問教員の意図を組みながらも、無駄なこと、マイナスになっていると練習内容や顧問教
員に対して不満を持っていたと語る。 
 
第 1 項 被罰経験 
  
高校で初めて体罰を受けたのは、1 年生の冬頃、1 学年上のチームにレギュラーとして
出場し始めたころだと話す。「1 年生大会の時もかなり殴られましたね」と一年生のみが参
加する大会の時期にも多くの体罰を受けたと語る。初めて体罰を受けた感想としては、中
学時代の経験から「やっぱり自分か」と思ったという。 
                                                   
156 ゴールに近い場所からシュートを打つことが多く、一般にシュート確率が高い。 
157 中距離からのシュート。ポストシュートやサイドシュートに比べると、得点確立が低
いといわれている。 
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その後、日常的に体罰を受けるようになり、練習試合の時は 1 試合に 1、2 発程度、練
習の時は 3 日に 1 回程度で、大会の前には体罰を受ける回数が増加すると話す。体罰を受
ける主なきっかけは、プレイでのミスと怒られた時の態度や反応だと説明する。当時受け
た主な体罰を「頭突きは大したことないんですよ、正直、痛さ的に。脛蹴りが痛い。ジン
ジンするのはびんた」などと語り、それぞれの体罰の痛さを評価するような発言も聞かれ
た。 
もっとも印象的な体罰は、県外遠征で大学生や地元の高校生と試合をした時に受けたも
のをあげる。 
 
もう何をしても怒られるんですよ。ボールを持ったら怒られるんですよ、それで殴
られるという。確かコートの端から端まで殴られた、横ですけど。一貫した理由が
ない。ただただ怒られるという感じだったので、何をしたら怒られるじゃなくて、
何をしても怒られるので。ボール持ってステップを踏んだら怒られていたので。コ
ートの端まで追い詰められた。びんたですね。 
 
このように、一貫した理由もないまま怒られ続け、コートの端から端まで約 20m をびんた
され続けたと振り返る。 
さらに、一郎はおもむろに脛を出し、「あとは、前も言ったかもしれないんですけど、本
当にこれ、あれなんですよ、残っているんですよ、跡が。脛蹴りが。体育館の時って足蒸
れるじゃないですか。それで爪先で蹴ってくるんで、皮がはがれて残るんですよね。」と当
時、顧問教員に脛を蹴られてできた傷跡が現在も残っていると主張した。 
 
第 2 項 一郎自身による体罰の意味解釈 
 
 一郎は、当時の体罰を肯定しなかった唯一の部員である。体罰に意味や効果は全くない
と断言する。 
 
体罰って殴ることですよね。言葉で詰めることを体罰というのなら体罰はありだと
思います。なんでできないのていって、なんでなんでなんでっていうふうに精神的
に詰めていくのは効果があると思います、個人的に。ただただ殴って、何とかして、
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走らせてとかは全く意味がないと思います。 
 
さらに、現在の仕事の大変さを引き合いに出して、当時の体罰について回想する。 
 
よく言うと、あれはたいしたことがなかったなというのが正直。今考えればたいし
たことじゃなかった、殴られるくらいは。今がきついからです。精神的に詰められ
るから。でも、精神的に詰められるのって自分でどうしようと考えられるんですよ。
芯が通っているんですよ、なんでいけないのかっていうのがちゃんと。でも、部活
の体罰って、ただただ殴るだけじゃないですか。おい、パーンて。意味ないなって、
今だから考えることですけど。当時も、意味ないと思いましたけど、なんていうん
ですかね、より明確になったというか。あの頃は殴られるのが嫌だというのがまず
第一にあったんですよ。 
 
現在の仕事の大変さと比較して、当時の体罰を殴られるくらいはたいしたことではなかっ
たと説明する。さらに、部活動における体罰とは単に殴るだけであり、無意味だと主張す
る。当時から体罰に意味はないと考えていたが、現在は、より明確にそう感じるようにな
ったと話し、被罰経験に関して、「マイナスでもプラスでもない。無駄な体罰を受けてきた
なという感じですね」と語った。 
さらに、「部活で殴ることって基本的にないと思っているんですけど、それこそ校舎で暴
れているやつを殴る蹴るは間違っていないと思います」といい、体罰という行為を否定し
ているのではなく、「明確に意図があって殴られる、そこにちゃんとした理由が付随してい
る状況だったら、それは全然大丈夫。それは肯定します」と説明した。 
さらに、部活動の体罰に関して、当時の自らの経験から語る。 
 
逃げ場がない体罰って駄目だと思うんですよ。高校生にとって部活って高校生活そ
のものじゃないですか、やめたらどうなるの、やめたらこれから高校生活をどう送
っていくのって思うじゃないですか。それで辞めることができない状況で、殴って
追い込むっていうのは賛成はしないです。だから、正直僕も辞めるか辞めないか迷
っていたんですよ、迷っていた時に一番考えたのって大学の進学がやばくなるんじ
ゃないかなってことなんですよ。今考えたらそんなの全然たいしたことじゃないじ
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ゃないですか。その当時って先生って絶対的権力の持ち主で、辞めた事が内申に載
って成績に響いたらどうしようとか、そういうのがあるわけですよ。辞める、部を
去るっていう選択肢を自由にできる人が暴力を振るわれて、殴られた相手が容認す
るっていうか、それでもいたいっていうのなら、良いんじゃないですか。他のチー
ムにも行けるなら、それは。でも、高校の部活だったら行けないじゃないですか。
だったらそれは駄目だとは思います。 
 
自らが辞めるかどうか迷っていた際に考えたことを語り、体罰を肯定する人を否定はしな
いが、自らは部活動における体罰は肯定しないと説明した。 
一方で、学校生活における体罰は積極的に肯定する。 
 
学校生活ではバンバンしていいと思います。本当にさっき言ったように暴れた人を
とかは良いと思います。学校は悪さをしたから、するじゃないですか。部活は指導、
まあミスが悪いっていったらあれですけど、ミスはするじゃないですか。道徳とか
一般常識から外れることをしたことには、ありだと思います。 
 
一郎は、学校生活での体罰と部活動での体罰を明確に分けて考えており、部活動における
体罰は体罰を受ける理由がないとし、一郎は、被罰者が陥りがちな「ミスをしているのは
自分だから体罰を受けるのは仕方ない」という欺瞞に陥っていないことが指摘される。 
 さらに、自分と恭平が中心的に体罰を受けたことに関して、強く否定する。 
 
理不尽。恭平もそうだと思いますけど、なんで俺だけみたいな。そうですね、組織
的にいえば、それが正解なんでしょうけど、やられている本人からしたらたまった
もんじゃないですよね。それをお前はエースだからとかで終わらせるのは腹が立つ
って感じです 
 
一郎は、あくまでも自らが受けた体罰は理不尽であったと主張し、納得できないと終始徹
底して語った。 
 
第 3 項 一郎自身の意味解釈に見る〈体罰合理化〉 
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一郎は、部活動における体罰を当時から現在に至るまで一貫して否定している。当時か
ら、「ただただ殴って、何とかして、走らせてとかは全く意味がない」と認識していたと語
り、理不尽であったということを強調する。「部活の体罰ってただただ殴るだけじゃないで
すか。おい、パーンて」というように、そこに何の意味も見出しておらず、被罰者が陥り
がちな「ミスをしているのは自分だから体罰を受けるのは仕方ない」という欺瞞に陥って
いない。 
 しかしながら、一郎は、体罰という行為を一方的に否定しているわけではなく、「明確に
意図があって殴られる、そこにちゃんとした理由が付随している状況だったら、それは全
然大丈夫。それは肯定します」というように、学校生活における体罰を例に挙げて道徳や
一般常識から逸脱するような行為に対しては積極的に体罰を行使してもかまわないと考え
ている。このように、一郎にとって重要なことは、一郎自身が納得できる意図が体罰にあ
るかどうかであり、部活動の体罰にはそれがないと断言している。 
 また、「逃げ場がない体罰って駄目だと思う」と述べ、「高校生にとって部活って高校生
活そのもの」であり、他に代替できるものがないという状況下での体罰は反対だと主張す
る。実際に、自らも退部を迷っていた時に、一番考えたことは大学進学への影響であると
語り、「辞めた事が内申に載って、成績に響いたらどうしよう」と考えて退部することがで
きなかったと当時を振り返った。一方で、退部という選択肢を自由に取れる状況で体罰を
受け、それを容認することを否定はしないが、高校の部活動では制度的に難しいと認識し
ている。 
 一郎は、体罰だけでなく、部活動全体を通して、体力はついたがそれ以外に成長はない
と語り、それと対比させ「今、仕事をしている方がどう成長させていくかというのを自分
でも考えるし、上からもかなりいわれるし、どう成長させていくかという考え方の基礎は
ハンドボールでは身についていないです」と説明した。 
一郎は、上述したように練習内容に関しても顧問教員の意図を組みながらも、マイナス
になっている個別のルールなど、無駄なものが多いと批判的に捉えていた。このように、
他の部員と異なり、一郎は、高校時代の部活動という経験自体を肯定的に捉えていないこ
とが指摘される。詳細は第 5 章で言及するが、これは一郎が体罰合理化に至らなかったこ
とに関係すると考えられる。 
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第 7 節 周りからみた体罰 
 
 ここまで部員がいかなる体罰を受け、その体罰をいかに解釈しているか、個別に確認し
てきた。本節では、部員が体罰を受ける様子をもっとも間近で見ていたと考えられる女子
マネージャーと下級生部員の体罰の解釈を見ていきたい。 
 
第 1 項 女子マネージャーから見た体罰 
  
絵里は、高校以前の自身のスポーツ経験のなかで、「叩かれたりとかはないけど、ちょっ
と小突かれたりとかはあったんじゃないかな。でも別にそこまで嫌って思っていないから
覚えていない158」というように、体罰を受けたことは「あまりない」と語った。 
 絵里は、部員が体罰を受ける様子をたびたび目撃していたと話す。初めて部員が体罰を
受ける光景を目撃した時は、「うわー、痛そうと思った」といい、「当時は、やり過ぎとも
思ったけど、きっと、たぶん叩く方も痛いだろうなと思っていた」と語る。 
 
試合の時とかは、先生は割と白熱するタイプだから、頭突きとかそういうのも見た
し。当時見ていて、ハンドボールのルールがめっちゃわかっていたら、ありえない
ことをしたとわかるかもしれないけど、あまり状況がわかっていなくてだったから。
でも、まあ何かしらやらかしてしまったんだろうな、その子がっていうので見てい
たから、先生ありえないとかっていう風には見ていない。 
 
競技の知識のなさもあり、なぜ部員が体罰を受けているのかは直接的に理解していなかっ
たものの、何かしらの非が部員側にあったのだろうと解釈し、一方的に顧問教員に対して
批判的感情はなかったと当時を振り返る。 
 さらに、マネージャーという立場上、保護者とともに体罰を目撃する機会もあったとい
い、その時の保護者たちの様子を見ていたと話す。 
 
ああやられよるねみたいな。まあ、親もそんな感じだった。親も先生あんなことし
                                                   
158 絵里 2017 年 2 月 10 日。以下、本項における「」内は、特に断りがない場合は同様と
する。 
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てありえないじゃなくて、ああ、うちの子やられているわみたいな。私もベンチに
入らない時は親たちと一緒に見ている。そうしたら、あーやられよるねーみたいな。
別に親もそこまで神経質じゃないし、それなりの理由があると思っているから。友
達もそんな感じ、まあすごいねって感じ。子どもから聞く先生の話である程度先生
のことを信頼しているんじゃないかな。 
 
保護者は、自身の子供が体罰を受ける場面を目撃しているが、それを問題視することもな
く容認していたと話す。さらに、絵里は保護者と顧問教員の間には信頼関係が出来ていた
と語る。 
絵里自身は、「状況によるけど、私は完全否定派ではないかな。時と場合によって、必要
性もあるかな。なんか言葉でいってもわからないことってあると思うんだよね。伝わりき
らない時とかは、そういう方法を」と語るように、言葉で伝えることのできないものを伝
えるためには、状況によっては体罰が必要であると説明した。彼女は、B 高校男子ハンド
部に関わる以前から、そのような考えを持っていたという。 
 
第 2 項 後輩部員から見た体罰 
 
 直樹は、筆者が中心的にインタビューを行った学年の 2 学年下の後輩であり、1 年生と
して先輩たちが体罰を受ける姿を見ていた。2 年時には顧問教員が転勤したため、自身は
顧問教員から本格的に体罰を受けた経験はなく、1 年生の夏に 1 回のみ「軽くやられた159」
と話す。その時のことを「まあもっと皆ひどいことされているんで、別に何も感じなかっ
たです。先輩らがやられているのを見ていますし、同級生もされているやつはされていま
した」と語った。 
直樹は、控え選手の隆男や智樹と同様に体罰を欲するような考えを持っていた。 
 
戦力として考えられたかったからですかね。戦力として考えられているイコールそ
ういう風に思っているから、そういう行為があるのかなと思っていたんだと思いま
す。なので、早く叩かれたい。叩かれる理由として 2 つあると思っていて、戦力と
                                                   
159 直樹 2016 年 12 月 26 日。以下、本項における「」内は、特に断りがない場合は同様
とする。 
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して叩かれる。あと本当にむかつくから叩かれるのだと思うんですね。たぶんそう
だと思います。叩かないのは本当に眼中にないってこと。 
 
体罰を受けることは戦力、つまりはレギュラーの証であり、体罰を受けない部員は「眼中
にない」と表現されるように、戦力外であると考えている。 
 また、当時の顧問教員と先輩部員たちの体罰を通したやり取りを後輩部員という立場か
ら語る。 
 
叩いている側、つまり顧問教員は伝えたいことがあるんだろうなと思っていて、で
も叩かれている側の表情を見ていると伝わっていないのがわかってて、後で裏でグ
チグチいうのもわかっているので、結局伝わらないのになと思うんですけども、叩
かないと、結局それについて深く考えないだろうなとも見てました。 
 
顧問教員には伝えたいことがあって体罰を行っているが、それが先輩部員には伝わってい
ないと感じていたと説明する。それでも、「体罰がないと深く考えない」と考えさせるため
には体罰が必要だと考えていたという。 
 一方で、直樹は、保護者や一般の生徒に関しては、「顧問教員がいくら何をしようと人間
として良い人っていうのを皆わかっていたので、結局、なんか良い教育を受けているね、
みたいな感覚だと思います」と説明する。 
 
まあ皆、顧問教員のことが好きだったので。授業での先生のイメージが強いから。
部活のイメージは、他の部活の人たちは全然知らないから。学校生活ではしないで
すね。部員に対しても授業中は基本的に切り離して考えていたと思います、先生は。
僕は、体罰は教育の一環と思っていました。 
 
部活動外での顧問教員のイメージの良さが部活動中の体罰についても、「良い教育」という
ように捉える一助になっていたと説明した。 
 もし自分が指導者になったら体罰はやらないとしつつも、その必要性も語る。 
 
必要な時もあるんだろうなとは思いますね。例えば明らかにここはしっかり殴って
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でもではないですけど、いっておかないといけない場面で、そういうリスクを気に
して恐る恐る言葉も選びながら伝えるのは違うなと思っているんですけど。何なん
ですかね、難しいな。それはたぶんプレイとかじゃないと思いますね。人間的な部
分だと思います。 
 
さらに、感情的でない体罰という限定をつけたうえで、「体罰を受けたことはそんなにな
いので、ちょっとわからないですけど、それは、ただただ痛い、やめてほしいとか、それ
を受けないようにするにはどうしたらいいんだろうという人は成長はないと思う」とし、、
一方で「改善点はどこだろうという思考に持っていく人は成長するんじゃないかなと思い
ます」と自らの考えを語った。 
 
第 8 節 まとめにかえて：部員側の〈体罰合理化〉と「自主性」 
 
 本章では、B 高校男子ハンド部の部員それぞれの体罰の意味解釈をイーミックな次元で
明らかにし、〈体罰合理化〉という概念を用いてエティックな視点で検討してきた。モデル
ケースとしたＡ高校女子ハンド部には部員全員が共有する体罰合理化のメカニズムが存在
し、体罰に対する 1 つの意味解釈が存在していたのに反して、B 高校男子ハンド部におい
て部員はそれぞれ独自に体罰の意味を解釈し、そこには多様性が存在することが明らかに
なった。 
 控え選手の隆男と智樹は、体罰に関して同様の意味解釈を有していることが指摘される。
まず、彼らは体罰を期待のメタファーとして捉え、体罰を受けることが選手として認めら
れることであると考える。そのため、彼らは顧問教員からの体罰を望む。しかしながら、
実際に体罰を受けた際には悔しいという感情を抱き、モチベーションが高まったとしつつ
も、体罰という行為に対しては強い反感を持ち、批判的な感情を抱く。否定と肯定という
アンビバレントな感情のなか、「強くなる」という共通の意味を自ら体罰に付与し、〈体罰
合理化〉がなされると考えられる。 
 祥次も、控え選手の 2 人と同じように体罰を期待のメタファーとして捉えている。しか
しながら、控え選手の 2 人とは異なり、体罰を求めるという感情はなかった。祥次は、小
学校、中学校のスポーツ活動のなかでも体罰を経験しており、体罰をあたりまえのものと
して捉えている。そして、実際に体罰を受けた際には自らの過失が体罰の原因であると解
69 
 
釈し、仕方がないと考える。その反面、体罰を受けることによって萎縮し、プレイが消極
的になりマイナスであるとも考えている。このような複雑な感情のなか、体罰を通して「根
性がついた」という肯定的意味を自ら付与し、〈体罰合理化〉を行っていると考えらえる。 
 恭平も先にあげた 3人と同様に、体罰を期待のメタファーと考えている。しかしながら、
日常的に体罰を受ける恭平は、控え選手の二人とは異なり体罰を欲するような感情は皆無
であった。むしろ彼は、日々の体罰に対して否定的な感情を強く持ち、体罰を避けるよう
な行動を取る。その反面、体罰を受けることが強い部活動の象徴であり、カッコイイと感
じ、一種のステータスとして捉えていた。体罰に否定的な感情を強く有していた恭平であ
るが、現在は他の部員と同様に体罰を受けたことによって「気持ちが強くなった」と語り、
体罰が合理化され肯定的意味の付与が行われていることがわかる。 
 雅樹は、被罰当時から体罰に否定的な感情を持っていなかった。彼は、顧問教員との信
頼関係を背景とし、互いの真剣さのなかで体罰を受けることを納得していた。実際に、体
罰を受けた際にはモチベーションが上がったと感じている。雅樹は体罰を合理化しない。
より正確にいうと、体罰合理化の必要がなかったと考えられる。雅樹は、被罰当初から体
罰に嫌悪感を抱かず肯定的に捉えているため、敢えてその上に自ら肯定的意味を付与する
必要がなかったと考えられ、雅樹にとっては、合理化せずとも体罰は否定されるものでは
ないのである。 
一郎は、部活動における体罰を全面的に否定している。部活動における体罰は全く意味
がないとまで断言する。彼は、大学進学への悪影響を恐れ部活動に所属し続けたが、体罰
だけでなく、部活動全体を通して意味を感じていない。そして、一郎は体罰を合理化しな
い。元々肯定しているために合理化する必要がなかった雅樹とは異なった理由が存在して
いると考えらえる。これに関しては、第 5 章で〈経験としての体罰〉・〈経験としての部活
動〉という分析概念を用いて言及することとする 
ここで、体罰合理化を行った部員 4 人が付与した肯定的な意味に注目したい。「心が強
くなった160」、「精神的に強くなった161」、「根性がついた162」、「気持ちが強くなった163」と
それぞれの言葉で語られたこれらの意味であるが、A 高校女子ハンド部が〈体罰合理化〉
の末に付与した「強くなる」という意味との類似性は注目に値する。彼女たちは、体罰を
                                                   
160 隆男 2017 年 6 月 13 日。 
161 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
162 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
163 恭平 2016 年 12 月 27 日。 
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耐えることも理想の部員を目指す〈自らの成長〉の過程と捉え、それを耐えることを選択
し、その結果として「強くなる」と考えていた。B 高校男子ハンド部には、「自主性」とい
う暗黙のコードに基づいた部活内規範が存在し、「自主性」を持って行動することが求めら
れる。そこから考えると、部員が体罰を個々人で解釈する過程は「自主性」を持った行動
であると考えられる。しかしながら、B 高校男子ハンド部には、目指すべき 1 つの理想の
部員像は用意されていない。それにもかかわらず、体罰合理化の先に「強くなる」、つまり
は〈成長〉という共通の肯定的意味の付与を行ったのは、なぜだろうか。これに関して、
第 4 章、第 5 章を通して考察していく必要がある大きな課題である。 
 一方で、もう一つの課題も見えてきた。彼らが共有した「強くなる」という解釈は、い
かにして形成されたのか、その過程を明らかにすることである。これは、換言すると、体
罰肯定意識の形成過程であるといえる。体罰合理化を成した 4 人の部員は、被罰当時は体
罰に否定的な感情を有しており、体罰に肯定的な意味の付与も行っていなかった。そこか
ら、〈成長〉という共通の肯定的な意味の付与に至る過程を見るために、〈経験としての部
活動〉という分析概念を用い、第 5 章で検討する。 
 
 
  
氏名 高校以前の被罰 出場頻度 被罰頻度 期待のメタファー 意味解釈 当時 インタビュー時 〈成長〉という意味付与
隆男 なし ベンチ 少 ○ レギュラーの証 否定 肯定 あり
智樹 なし ベンチ 少 ○ モチベーションを生む 否定 肯定 あり
祥次 あり レギュラー 中 × あたりまえ・仕方ない 否定 肯定 あり
雅樹 なし レギュラー 中 ○ 自分が悪い、真剣だから 肯定 肯定 なし
恭平 なし レギュラー 多 ○ カッコイイ 否定 肯定 あり
一郎 あり レギュラー 多 × 全く意味がない 否定 否定 なし
表 1 B 高校男子ハンド部における部員の意味解釈の多様性 
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第 4 章 C 高校男子ハンド部における社会・技術・精神文化 
  
本章は、C 高校男子ハンド部を対象に行ったフィールドワークをもとにしたものである。
まず初めに、C 高校男子ハンド部における〈部活動文化〉を詳細に記述することによって
体罰の存在しない部活動の活動の実態を明らかにする。〈部活動文化〉の具体的事例を詳述
することにより、C 高校男子ハンド部の精神文化の理解に繋がると考えられる。くわえて、
部員164の 3 年間分の練習日誌や OB165と顧問教員の語りから、C 高校男子ハンド部におけ
る精神文化について言及する。 
体罰のない部活動の実態を明らかにすることは、体罰のある部活動の比較対象として有
用なだけでなく、部活動自体を理解することにも繋がると考える。 
 
第１節 C 高校男子ハンド部の概要と筆者の関わり方 
 
 まず、C 高校男子ハンド部の概要と筆者の C 高校男子ハンド部でのポジショナリティー
について説明する。その際、多くのインフォーマントが未成年である点と体罰という社会
問題を扱う点から匿名性の担保には最大限に配慮し、必要に応じて情報を修正することを
了承願いたい。 
 
第 1 項 C 高校男子ハンド部の概要 
 
 C 高校は、健全な人格を有する人材の育成を目指し、生徒一人ひとりの個性を伸ばし、
社会に貢献できる有為な人材の育成を図ることを教育方針としている。そのため、教科指
導や進路指導はもちろん、日々の生活においても人間教育を重視している。また、創立以
来、部活動で輝かしい実績を上げているというように多くの部活動が全国大会で活躍する、
部活動が非常に盛んな私立学校である。そのなかで、ハンドボール部も県大会で優勝する
など、県下の強豪校である。 
 C 高校男子ハンド部は、毎年、各学年 10 名以上の部員を抱え、3 学年合わせると部員数
                                                   
164 調査当時の最高学年の 5 人を勇気、瑞樹、瞬、圭、隼人（すべて仮名）と呼ぶことと
する。 
165 落合、田村、吉田、林（すべて仮名）と呼ぶこととする。 
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が 30 名を超えることも珍しくない。筆者が調査を行った当時も 3 学年合わせると、30 名
を優に超えていた。さらに、主務と呼ばれる 3 年生男子マネージャー1 人に加え、2 年生
女子マネージャー2 人、1 年生女子マネージャー2 人がサポート役としてチームを支えてい
た。C 高校男子ハンド部では、マネージャーも部員と同じように練習にすべて参加し、チ
ームのサポートをする。特に、主務と呼ばれるマネージャーのなかのリーダーは、顧問教
員が「相棒的存在」というように、遠征中にお金の管理をしたり、宿舎との電話でのやり
取りを行うなど多くの役割を与えられる。コーチは、卒業生の大学生 2 人が務めており、
その他にも多くの卒業生やその友人などが練習にたびたび参加する様子が窺えた。 
 全体練習は週 6 日行われる。月曜日はコンディショニング・フリーと呼ばれ、病院へ行
ったり、自主練習を行ったりと各々がコンディションを整えるために使われている。その
他、お盆、年末年始やテスト期間等には適宜休みが設けられる。月曜日を除く平日は、毎
朝 7 時半から 30 分間の朝練166が行われる。朝練の内容は時期によって変わるが、トレー
ニングやストレッチなど短時間で行うことが可能なものである。放課後の練習は、基本的
には専用のグラウンドで行われるが、バス移動で近隣の体育館を借りて行われることも多
い。ともに練習時間は 3 時間から 4 時間程度である。県外遠征も多く行われ、1 週間を超
える長期遠征合宿も毎年行われている。 
 保護者会は組織化されており、最上級生の保護者が会長や会計などの役職を担う。また、
顧問教員と保護者の懇親会が年に 4、5 回行われる。懇親会について、顧問教員は、「どん
な人間が指導しているのか、どんな活動をしていくのかをはっきり示すことが重要だと思
う」、「不透明な部分があると、不審に思う」というように、保護者との関わりを重んずる
様子が窺える。そのため、遠征や大会毎に保護者向けのプリントを作成し配布しており、
「面倒くさくても、何にいくら使ったとか、どうしていくとか保護者に示すことは必要」
と説明する。さらに、「指導者、生徒、保護者が協力しないとうまくいかないと思う」と部
活動運営に保護者の協力が必須であると考えている様子が窺える。 
活動に必要な費用は、部費として毎月 1 万円を徴収し、体育館使用料、それに伴う交通
費、練習前後に摂取する補食用の米代などに充てられる。さらに、部費とは別に、毎月 2500
円を保護者会費として徴収しており、部費とともにチームで揃えている服飾類の購入費に
充てられる。チームで共有されている服飾類に関しては、第 2 節で後述する。 
 顧問教員は、国語の教員であり、C 高校男子ハンド部の卒業生である。20 年以上 C 高
                                                   
166 始業前に行われる練習のことをこう呼ぶ。 
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校男子ハンド部の顧問を務めている。 
 
第 2 項 C 高校男子ハンド部と筆者の関わり方 
 
 友人を介して数年前から年に数回、予備調査を兼ねて練習に参加したことがあったが、
改めて調査の目的等を説明して受け入れを依頼した。当初は、一研究者として観察を中心
とする調査を考えていたが、顧問教員からコーチとして指導に関わることを依頼された。
当該部活動には、ハンドボール経験者の顧問教員に加え、卒業生の大学生コーチ 2 名がい
るが、より高いレベルの指導をしてほしいとの依頼であった。そこで、ラポールの形成や
今後の調査において有益であると判断し、コーチとして関わることに決め、技術・戦術指
導の中心的存在になっていった。その際、筆者が関わることによって与える影響を考え、
技術・戦術以外の〈部活動文化〉などに影響を与えると考えられる発言、行動はしないよ
うに配慮した。 
しかし、当該集団に長期間にわたり、コーチとして関わるに従い、部員から相談を受け
ることや顧問教員から依頼されることもあり、精神面に言及するような発言を行う場面も
あった。その場合は、当該集団の活動に沿った形になるように配慮しながら、アドバイス
を与えた。特に、調査開始から 4か月後に行われた 8泊 9日の遠征合宿に同行した際には、
改めてコーチとしての役割を期待される部分が増え、生活面や礼儀などの技術・戦術以外
の部分などへの指導まで求められるようになった。しかし、その際も顧問教員やコーチ陣
が話す内容に沿う形での発言を常に意識し、C 高校男子ハンド部の活動に沿う形になるよ
うに努めて発言を行った。これに関しては、コーチとして関わる以上、当該部活動で重要
視されていることを無視することはできず、顧問教員の方針に従うべきだと判断したから
である。 
 
第 2 節 C 高校男子ハンド部における〈部活動文化〉 
 
第 1 項 部活内規範 
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 C 高校男子ハンド部では、仮入部167期間中に、「仮入部中の活動について168」、「活動費
用および保護者会費の徴収について169」、「購入品について170」、「C 高等学校ハンドボール
部の概要171」など、活動の内容を説明したプリント類とともに「C 高等学校ハンドボール
部 部則172」と呼ばれる部活内規範が書かれたプリントが配布される（図 2）。 
 
 
C 高等学校男子ハンドボール部 部則 
 
第 1 章 総則 
 
【名称】 
第 1 条  当部は、C 高等学校校友会ハンドボール部と称する。 
第 2 条  当部は、C 高等学校校友会をもって組織する。 
第 3 条  当部は、日本ハンドボール協会・県高等学校体育連盟・県ハンドボール協会に
加盟する。 
 
第 2 章 部員信条 
 
 【目的】 
第 4 条  当部は、本校の名誉と伝統を重んじ、校訓のもと、ハンドボール競技を通じて
人格の形成・高度な技能・理論を習得し、心身ともに健全なスポーツマンの育
成に努めるとともに「C 高等学校生徒の模範たれ」を目的とする。 
 
                                                   
167 C 高校男子ハンド部独自の入部制度。詳細は、本章第 2 節第 5 項で述べる。 
168 仮入部中の活動についての簡単な説明や活動の時間や場所などが書かれている。 
169 保護者に向けての内容で、活動費用の使い道や徴収方法などの説明、保護者会費の使
用用途などが書かれている。 
170 入部するにあたり、各自で準備が必要な物品とチームで揃える物品についての詳細な
説明が書かれている。 
171 ハンドボール部の概要として、創部年度、スタッフ、部員数や近年の戦績についてな
どが説明されている。 
172 プリントをもとに、筆者がまとめる（図 2）。匿名性を保持するために、一部修正を加
えたことを了承願いたい。 
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【態度】 
第 5 条  部員は、目的遂行に関し平等の権利を有するとともに、校則・校友会規則・そ
れに準じて規定された部則を厳守する義務を負う。 
第 6 条  部員はスポーツマンとしてその使命を自覚し、常に健康の保持増進に留意し、
日々の活動や生活において、協調性・積極性・技術の向上に努める。また、将
来において、有能な社会人になるための豊かな教養と技能を養うため、部の定
める活動に必ず参加する義務を負う。 
 
第 3 章  運営および各種活動 
 
 【役員構成】 
第 7 条  部の運営のために下記の役員を置く。 
      主務・・・・・・・1 名 
      主将・・・・・・・1 名 
      副主将・・・・・・1 名～2 名 
第 8 条  役員は、監督、部長、コーチの協議により決定し、監督がこれを任命する。 
 【役員の職務】 
第 9 条  主務は、練習進行が円滑になるように努める。また、グラウンド及び用具の管
理、各種事務手続等を担当する。 
第 10 条  主将は、ハンドボール部員の総括責任者である。練習および試合においては常
にリーダーシップをとり、部員内の意見整理に努める。 
第 11 条  副主将は、主将を補佐し、主将が責務を遂行できない場合にはそれを代行する。
部員（特に下級生）の相談役とする。 
 【対外活動】 
第 12 条  当部は、日本ハンドボール協会・全国高等学校体育連盟・県高等学校連盟・県
ハンドボール協会の主催する大会、国民体育大会に参加資格がある場合、挙
動一致で参加することができる。 
【練習・清掃・用具管理】 
第 13 条  部員は、部の定める練習に参加する義務と権利を有する。やむを得ず欠席する
場合は、必ず本人が監督または部長まで連絡すること。 
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第 14 条  部員は、練習場・部室・倉庫およびその周辺の清掃と整備を心掛けること。道
具を大切にする心を養うことで人間形成に役立て、豊かな人間性を身につけ
られるよう努めなければならない。 
 
第 4 章 入部・休部・退部・除名 
 
第 15 条  入部は、所定の規定に基づいて行い、監督、部長の承認を得ることによって完
了する。入部が認められた者は全員ハンドボール協会への選手登録を行う。
「所定の規定」とは体験入部後、10 日間程度の仮入部期間を経たのち、部員
カード・入部誓約書を提出するものとする。 
第 16 条  途中学年に入部を希望する者は、監督、部長の承認を要する。 
第 17 条  休部は、原則として認めない。 
第 18 条  退部をする場合「退部願」を提出する。ただし、その決定は監督、部長が行い、
部員にその決定権はない。 
第 19 条  部員が、下記に該当する行為をした場合は除名処分とする。 
      ・本校およびハンドボール部の名誉を著しく傷つけた場合。 
      ・ハンドボール部の部則、方針を著しく乱した場合。 
      ・部の活動に無断で欠席することが連続した場合。 
第 20 条  当部より除名処分を受けた部員の再入部は一切認めない。 
 
第 5 章 会計 
 
第 21 条  会計は、部長および保護者会会計係が行う。 
第 22 条  会計係は、部の一切の金銭出納を行う。 
第 23 条  当部の経費は下記により支弁する。 
       ・校友会支給費 
       ・徴収費（活動費として） 
 
図 2 C 高校男子ハンド部の部則（プリントより筆者作成・一部修正） 
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 成文化された部活内規範である部則は、7 章からなり、第 2 章部員信条では、活動の目
的や部員としてのあるべき態度など、部員の言動を方向付けると考えられる内容が見られ
る。これらの規範は、実際の活動の様子や顧問教員の指導などからもその実践を窺うこと
ができ、当該集団において重要視されている。 
 さらに、部則とともに配布されるプリントのなかで服飾類に関する規範が示されている
（図 3）。しかし、部員の多くは、プリントが配られたことを忘れており、先輩部員や顧問
教員から指導されるなかでこれらを内面化していくため、服飾類に関する規範を暗黙の規
範として説明する。 
 
・練習着（上） 
長袖・半袖どちらでも構わないが、スポーツ用に限る。フード付きのものは禁止。 
・練習着（下） 
コートプレイヤーは、股下サイズ 20cm程度のゲームパンツ。膝が隠れる長さのもの、ポ
ケット付き、ジャージ素材のハーフパンツは禁止。 
ゴールキーパーは、長ジャージ。膝にサポーターを着用することが望ましい。 
・アンダーウェア（下着） 
ボクサータイプもしくはブリーフ。スパッツ着用でも可。トランクス禁止。 
・ソックス 
スポーツ用のものに限る。踵から 12Cm 以上（くるぶしが完全に隠れる長さ）。「ショート」
「ミドル」がベスト。くるぶしソックス、カジュアルソックスは禁止。 
図 3 服飾類に関する規範（プリントより筆者作成） 
 
練習着からソックスに至るまで細かい指示がある。特にそれぞれに禁止とされているも
のが存在し、それらを破ることはタブーとされ、部員たちはそれらを遵守する。これらの
服装類に関する規範について、OB は、「怪我をしたら危ないし、ダサい。普段の時は大丈
夫ですけど、部活の時には駄目。身だしなみ的なこともあると思うんですけど、それでや
った時に絶対に怪我をするから」だと語り、怪我の防止という目的が第一にあり、くわえ
て、身だしなみの一部だと説明した。これに関しては、顧問教員も同様に説明し、共通の
認識を有している。 
これらの規範に関しては、プリントが配布されるだけにとどまらず、保護者の懇親会の
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なかでも顧問教員から説明があり、保護者にも認知されている。また、C 高校男子ハンド
部には、成文化されていない多くの暗黙の規範が存在している。上述した服飾類に関する
規範は成文化されているが、部員たちは入部当初にプリントに書かれていることを覚えて
おらず、暗黙の規範としてそれらを捉えている。暗黙の規範は、部則とは異なり、成文化
されてはいないが、顧問教員と部員のなかで共有されており、徹底的に遵守されることが
求められる。これらの規範から逸脱することは、部員にとってはタブーである。C 高校男
子ハンド部では、暗黙の規範にはすべて理由があり、顧問教員より説明がされている（図
4）。 
 
・コンビニ禁止 
トイレを借りることは許されるが、それ以外でコンビニでの買い物は禁止されている。そ
の理由は、買い食いをすることによって、3 度の食事をしっかりとることができなくなるた
めである。 
・カップラーメン・ファストフード禁止 
カップラーメンやファストフードを食べることによって、3 度の食事がしっかり食べられな
くなるためである。 
・ご飯を残すこと禁止 
身体作りと礼儀の側面からの規範である。身体作りに関しては、上記 2 つの規範も含め、
多くのタブーや規範があり、重要視されている。「1 合飯173」と呼ばれる練習前の補食の徹
底、遠征時の食事指導や夏休みの「身体作り強化期間174」など、多くの取り組みを行って
いる。礼儀に関しては、食事を残すという行為が、調理してくれた人に対して失礼に当た
るとし、どれだけ多くの食事を提供されても完食することが義務付けられている。遠征中
などでは、涙を浮かべながら食事をする部員の姿を見ることもある。 
・炭酸飲料禁止 
炭酸飲料を飲むことは禁止されている。炭酸飲料を飲むことにより満腹になり、ご飯が食
べられなくなるためである。 
                                                   
173 練習前にマネージャーが炊飯器で米を炊き、１人１合ずつのノルマが課せられている。 
174 8 月の初旬に約 2 週間設けられる。午前中の練習前に全員で朝食をともにし、食事の指
導が行われる。限界を超える量の食事を食べることが求められ、下級生は教育係を中心と
した上級生から指導を受ける。 
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・遠征中の携帯電話使用禁止 
数年前までは移動用バスに箱があり、バス乗車時に回収していたが、現在は各自で使わな
いように自己管理している。主務と主将のみが緊急連絡時のみ、携帯電話の使用を許され
ている。顧問教員は、「ハンドボールに集中させるために禁止にしている」とし、「好きな
時に好きな連絡が取れ、好きなものが見られる。これでは自分の部屋にいるのと同じで、
遠征ではない」と説明する。さらに、「勝つことよりも、チームが 1 つになるのは難しいこ
と」といい、コミュニケーションを取る必要性を常に指摘している。 
・バス移動中のイヤフォン、携帯、睡眠禁止 
バス移動中はイヤフォンと携帯電話が禁止され、寝ることも禁止されている。これは、バ
ス移動中に、部員間でコミュニケーションを取ってチームワークを深めるためである。さ
らに、静かにするのではなく、皆で盛り上げていくことが意識されており、音楽を流した
り、歌ったりする様子も見受けられる。 
・練習中に暗い顔禁止 
練習中に暗い顔をすることは許されない。顧問教員は、コートを戦場だと表現し、コート
に足を踏み入れる限り、死に物狂いでプレイすることが要求する。練習中は暗い顔をした
り、下を向いていると、「その表情で勝つことはできるのか、それでは勝てない」と注意さ
れる様子がたびたび見受けられる。 
・バッグを綺麗に並べる 
遠征や練習でチームバッグを置く際、チームで荷物を固め、きれいに整理整頓して並べる
ことが求められる。 
・使ったものを綺麗に片付ける 
体育館や用具など、使わせてもらっているという意識を持ち、大切に扱うことが必要とさ
れる。部員は、これも礼儀の 1 つだと認識している。これは部則にも、「道具を大切にする
心を養うことで人間形成に役立て、豊かな人間性を身につけられるように努めなければな
らない」と明記されている。 
・授業中の居眠り禁止 
授業中に居眠りをすることは許されない。学校生活においてもハンドボール部員として自
覚した行動が求められ、また、学校生活がきちんとできないチームは勝てないと指導され
る。 
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・目上の人への気配り 
顧問教員、他校の教員や OB など、目上の人に対する気配りが要求される。状況に合わせ
て、「バッグを運びましょうか」と声をかけたり、必要なものを渡したり、積極的に行うこ
とが必要とされている。 
図 4  C 高校男子ハンド部の暗黙の規範 
 
OB は、これらの暗黙の規範に対する現役当時の考えを、以下のように語る。 
 
ルールに慣れるまでというか。そんなに厳しくはないと思うんですよ。遠征の時に
携帯を触るなといわれても、その理由があるから。けっこう一個一個、全部理由が
あるんですよ、先生の中で。なので、きついと思っていなかったですね。コンビニ
に行ったらいけないっていわれた時は、「え、なんでだろう。きついな」と思いまし
たけど、まあ確かにコンビニで買って帰ったりしていたら、ご飯が食べられなくな
るから体が大きくならない。だから、ダメとか、トイレとかはいいよとか。 
 
部員たちは、初めは疑問に思った規範に関しても顧問教員から理由の説明があるため、
それを理解、納得し、遵守している。OB が、これらの規範の内容を卒業後も忘れず、詳
細まで覚えているということからも、C 高校男子ハンド部で部活内規範が徹底され、部員
たちの言動を方向付けていくとことがわかる。しかしその一方で、顧問教員に怒られない
ためには、どうすれば良いのかを考えながら活動を行う様子も見受けられる。 
 最後に、部活内規範がいかに実践されているのか、県高校総合体育大会前に実施された
校内合宿からその実態を見ていきたい。この校内合宿は、3 泊 4 日の日程で行われ、学校
内にある合宿所での共同生活をしつつ、早朝練習と放課後のチーム練習を行うものである。
合宿前には、プリントが配布され、そこには、日時、宿舎、参加者、合宿の目的、約束事、
持参物、経費と活動予定の詳細などの概要が書かれている。 
 配布プリントによると、校内合宿の目的は、「県総合体育大会に向け、チームが一致団結
するため。」である。そのために、5 つの約束事が設定されている。1 つ目は、「時間の厳
守」である。2 つ目は、「挨拶など礼儀の徹底」、3 つ目は、「日常生活との区別」、4 つ目は、
「整理整頓」、5 つ目は、「全力で取り組む」である。 
ここで掲げられている 5 つの約束事は、日常的に徹底されている部活内規範の内容と一
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致しており、それを明文化する形で部員たちに改めて意識させていると考えらえる。さら
に、持ち物の 1 つに、「やる気、根気、負けん気」という当該部活動でたびたび使われる
言葉も見受けられる。このように、本来、競技力の向上を意図していると考えられる合宿
であるが、その活動を通して、部活内規範の徹底を図る顧問教員の意図とそれに沿う部員
の活動のありようが見受けられる。 
 
第 2 項 共有される服飾類 
 
 C 高校男子ハンド部では、多くの服飾類が共有されている。部員バッヂ、チームバッグ、
チームハーフパンツ（2 種）、チームポロシャツ（3 種）、チームスウェット、チームロン
グ T シャツ、チームウィンドブレーカー、チーム T シャツなど多岐にわたり、それを身に
着けることは部員としての義務である。服飾類の共有が部員としてのアンデンティティー
形成の一助となることは既に指摘したとおりである。 
 部員バッヂは、学校生活のなかで制服着用時に上着の左襟の決められたところに着ける
バッヂである。これは、部則にも記されるように、部員としての義務であるとともに、「ハ
ンドボール部の印」である。部員バッヂに関して OB は語る。 
 
生活面も、昔はだいぶ悪かったらしくて、それでここに印つけるんですよ、ハンド
ボール部って。僕らの時は、ハンド部だけだったんですが、今はそれを真似して、
だいぶ、いろんな部がつけているらしいんですけど。悪かったから、悪い人ばっか
りやったから、いろんな悪い行動をしてたから、それがわかるようにって、ここに
つけるようになった。 
 
顧問教員は、部員バッヂに関する OB のこの語りは「生徒が勝手に作った伝説」であると
し、実際は、「10 数年前に、部活動中以外にもハンド部として意識し、ハンド部としての
誇りを持ってもらいたい」という意味を込めて作ったと説明する。 
 生徒が創造した部員バッヂの伝説は、全く根拠がないわけではない。顧問教員が、「昔は、
どうしようもないやんちゃなやつらばかりだった。今は全くそんなことはない。やんちゃ
なやつらは入る部活を決めていて、他の部活に入ることが多い」と昔と現在の生徒の特質
の違いを語るように、実際、以前はやんちゃな生徒が多く在籍していたと話す。この事実
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と部員バッヂが結びつき、顧問教員の意図とは違った意味が部員バッヂに付与されたと考
えられる。 
 元々は学校内でハンドボール部員だけがつけていた部員バッヂであるが、現在は多くの
部がそれを真似し、他の部でも部員バッヂが着用され始めている。部員バッヂを着用する
ことによって、自らが部員として自覚するとともに、周囲にハンドボール部員として認識
され、扱われるだろう。このように考えると部員バッヂが部員としてのアイデンティティ
ー形成に与える影響は大きいと考えられる。 
 入部時に多くの服飾類がチームで揃えられる。移動、登校用に用いられるチーム名の入
ったバックパック、夏季移動用に用いられるチームハーフパンツ 2 種類とチームポロシャ
ツ 3 種類、春秋季期移動用に用いられるチームスウェットとチームロング T シャツ、冬季
移動用に用いられるチームウィンドブレーカーである。1 人合計 6 万円ほどかかるこれら
の服飾類は、部費および保護者会費より支出される。 
この他にも、チーム T シャツが毎年必ず作られる175。このチーム T シャツは作られる時
期等が明確に決められているわけではない。また、それらは顧問教員が作る場合と部員自
身が作る場合があり、そこに書かれる言葉は部旗に書かれている言葉やその時の目標など、
大切にしている文言が使われる。 
 普段の練習のなかで、これらの T シャツはたびたび着用されるが、特に部員全員で合わ
せて着るようなことは行われていない。しかし、練習試合や公式戦のアップなどでは、「今
日はこの T シャツでやろう」というように、部員全員で同じ T シャツを着用する176。これ
らが、部員の連帯意識や仲間意識を高めることはいうまでもないだろう。 
さらに、これらの T シャツは、公式戦会場では違った機能も担うと考えられる。さきほ
ど部員同士で合わせて着るといった T シャツであるが、公式戦前のアップでは、ベンチメ
ンバーの 14 人とそれ以外のベンチ外メンバーは、違った T シャツを合わせて着るのであ
る。これにより、ベンチメンバーとそれ以外の部員の境界が可視化される。このことは、
ベンチメンバーの自覚を生むとともに、ベンチ外メンバーに悔しさを生み、部活動内での
競争意識を活性化すると考えられる。入部後初めての公式戦において、ベンチ入りできな
かった部員が、ベンチメンバーに選ばれた同級生をみて、「僕も、もっと頑張らないといけ
                                                   
175 部員はそれぞれ数枚のチーム T シャツを保有する。 
176 １年生部員がベンチメンバーに入り、チーム T シャツを持っていない場合は、ベンチ
外メンバーの上級生からチーム T シャツを借りて合わせる。 
83 
 
ない」と語ったのは印象的であった。 
 チーム T シャツは、さらに違った場面でも機能を果たす。それは毎年、年始に行われる
OB 戦177の場面である。OB 戦後、合宿所に現役生と OB が集まって食事をする際に歴代
のチーム T シャツが壁に展示される。OB たちは、色とりどりの T シャツを眺めながら、
当時の活動を懐かしんでいる様子が見受けられた。チーム T シャツが、当時の活動を思い
起こさせ、卒業後も部員としてのアイデンティティーを再生産させるツールとして機能し
ていると考えられる。 
 チームウィンドブレーカーやチームバッグは代々同じものが入部時にそれぞれ購入され
る178。チームウィンドブレーカーは、チームカラーの黄色をベースとし、チーム名と個々
人の名前が決められたところに入れられる。チームウィンドブレーカーは、10 年以上前か
ら変わっておらず、OB 戦に当時のチームウィンドブレーカーを着て参加する OB も見受
けられた。これらの共有が連帯意識の形成の一助になるのみでなく、OB と現役部員を繋
ぐツールになっており、ここからも部活動が高校 3 年間の活動のみではなく、OB までも
含んだものであることが指摘される。 
 
第 3 項 部員的身体技法 
 
C 高校男子ハンド部では、練習開始時にコートの外に一列に並び、キャプテンの「気を
付け、お願いします179」という号令に合わせて、全員が「お願いします」とコートに向か
って挨拶をする。その際、キャプテンの号令から全員の挨拶まで 4，5 秒の独特の長い間
を取り、全員が挨拶を行う。部員は、この間について「伝統です」と説明する。全員の挨
拶後すぐに、前進しながら、「イーハー、イーハー、イーハー180」「オイオイオイオイ181」
と声出しが始まり、それを 3 回行う間にコートの中心に円を作るように集まり、円陣を組
む。そこで、キャプテンが話をし、「123」と大きな声でいい、再び長い間の後、全員で「よ
                                                   
177 本節第 4 項で詳述する。 
178 モデルチェンジや廃版などのやむを得ない場合は類似の商品が選ばれ、新たに継承さ
れていく。 
179 実際には、何をいっているか聞き取れないほど崩した形で発声される。これ以外の挨
拶時も同様。 
180 リーダーボイスと呼ばれ、声出しを先導する声出し。3 回あるうちの 1 回を選んで全員
が一度はリーダーボイスを担う。何回目にリーダーボイスを担うかは決められておらず、
自由であるが、毎回同じ人が同じ回に声を出すことが多い。 
181 この部分は、全員で 3 回とも声が出される。 
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ーし」と声を出す。ここでのキャプテンの話は、「頑張ろう的なことが中心」であるが、無
関係なことを話すこともあり、その内容は部員のみの知るところである。この一連の部員
的身体技法は、練習開始時に毎回行われるが、新入部員も特別な学習の機会を与えられる
ことはなく、個別に先輩部員に聞く、または見様見真似で覚えていく。 
練習終了時にもコートへの挨拶は行われる。コート整備や片づけをすべて終わらせた後、
センターライン上のキャプテンをセンター（中心）として、コートに向かってサイドライ
ンに沿って一列に並び、キャプテンの「気を付け、ありがとうございました」の号令後、
全員で「ありがとうございました」といい、コートに向かって一礼する。このセンタ （ー中
心）というのは、C 高校男子ハンド部では重要視されており、部旗を飾る位置や顧問教員
が練習中に使用する机と椅子など、ありとあらゆるものをセンター（中心）に置くことが
決められている。ここには、センター（中心）を取る、つまりは、1 番を取る・優勝する
という意味が込められており、願掛けの一種だと考えられる。 
試合前のハーフタイムアップ182では、挨拶に始まりその後練習開始時と同様の声出し、
エンジンが行われ、毎回同じ内容でアップが行われる。そこでは、体を動かすだけでなく、
連帯感を高めるようなものも行われる。ピッピフットワークと呼ばれる練習は普段の練習
では行われることはなく、ハーフタイムアップでのみ実施されるものである。まず、声を
出しながらコーチの笛と指示に従って決められた動きを次々と行う。次に全員が大きな円
を作り、そこから、さらにコーチの笛と指示に合わせて声を出しながら次第に中心に向か
って集まっていき、限界まで円が小さくなったところで、キャプテンの「123」の号令に
合わせて全員が「ヨーシ」といい、次の練習に移る。 
試合開始前にも決まった動きが行われる。入場前の決まったタイミングで、背番号 1 番
の選手から順番に隣の部員の背中を叩く。叩かれた部員は次の部員を叩くという形で全員
が背中を叩かれる。この目的について、部員は「気合を入れるため」と説明する。さらに、
入場後の両チームの挨拶を済ませると同時に、自陣で一斉に広がり、大きな円を作り、練
習開始時と同じ要領で、「イーハーイーハーイーハー」「オイオイオイオイ」と 3 回繰り返
しながら、自陣の中心辺りに集まっていく。練習前の円陣の要領で行われるが、3 回目の
「オイオイオイオイ」の後に、「アー」という大声を出すという動作が加えられる。その後、
簡潔に話し合いが行われ、キャプテンの「123」の号令に対して全員が「ヨーシ」と答え
                                                   
182 ハンドボールでは、前の試合のハーフタイムにコート内で 10 分間、コートの半面を使
ってアップが行われる。 
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て、試合に向かう。この一連の動作は、試合前には必ず行われるものである。 
 試合中、ベンチメンバーに選ばれなかった部員は、応援を任される。その際、一年生部
員は、古いユニフォームを着て応援を行う。顧問教員は、「応援の時にユニフォームを合わ
せて着るのは、チームカラーの黄色の服を合わせるという意味だけではない。訓練の意味
もある」といい、連帯意識の形成のみでなく、ベンチメンバーに選ばれた時に自らユニフ
ォームを管理する練習であると説明する。応援には、ラッパ、太鼓、チームカラーのメガ
ホンが用いられ、保護者は別にうちわや音が鳴るように中に BB 弾を入れたペットボトル
を使う。さらに、保護者は高校名が書かれたチームカラーのTシャツを合わせて着用する。 
応援歌は 10 種類以上あり、数年前に卒業した先輩183が作ったオリジナルが多い。代表
的なものをまとめる。 
 
1．さぁ行こうぜ C 高校 戦いの時が来たー 輝く未来は俺たちのもの 見せてくれよ C
高校魂 
2．C 高校から全国へ この歌を届けよう 目の前の敵をぶっつぶせ われらが C 高校 
3．オーオー it’s my life オーレ―の誇り いーつーもーここに C 高校 so Q love オーオ
ーナイシュー 
4．C 高校がゴールを決めたなら われは歌い踊るだろう C 高校のために決めてくれ さ
ぁゴールをたたきこめー  
5．さぁ行きましょう（リーダー） さぁ行きましょう（全員） お前のシュートで（リー
ダー） お前のシュートで（全員） 試合を決めろ（リーダー） 試合を決めろ（全員） い
け おせ いけ おせ いけー C 高校×2 
6．さぁ行きましょう（リーダー） さぁ行きましょう（全員） お前の当たりで（リーダ
ー） お前の当たりで（全員） 相手を止めろ（リーダー） 相手を止めろ（全員） いけ 
おせ いけ おせ いけー C 高校×2 
7．C 高校 さぁ行こうぜ 俺たちを揺らせー C 高校さぁ輝け 俺たちの誇り（繰り返し） 
8．さぁ行こうぜ どこまでもー 走りだせ 追いかけろ 輝け 俺たちの誇り C 高校 
C 高校 オオーオーオーオオーオオー（繰り返し） 
                                                   
183 5，6 年ほど前の卒業生。ベンチメンバーに入れず、顧問教員から「応援団長」に任命
され、応援を任されていた。彼が、なぜ、オリジナルの応援歌をこのように創造できたの
かはわからないという。 
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9．C 高校が好きなら手をたたけ（オー） C 高校が好きなら声あげろ（オー） C 高校が
好きなら盛り上がれ 俺たちゃ C 高校が大好きさ オ・オ・オ・オ・オオオー×3 折れた
ちゃ C 高校が大好きさ 
10．C 高校 C 高校の選ばれし者たちよ、勝利を掴もうぜ シャララーララララララー（繰
り返し） 
図 5 C 高校男子ハンド部の主な応援歌（聞き取りより筆者作成） 
 
さらに、近年では、動画共有サイトなどを用い、大学の応援を援用して用いるなども行
われている。大会前には、怪我人やベンチメンバーに選ばれなかった先輩部員が中心とな
り、新入生に指導しながら応援練習を行う。これは、ベンチメンバーの練習時間と同時刻
に別の場所で、ベンチ外メンバーとマネージャー数名のみによって行われる。応援歌は口
頭伝承され、抑揚の付け方、声のトーンや大きさなどまで細かく指導される。しかし、そ
れらは前年度までの応援を継承しつつも、伝統に縛られるのではなく、いかに試合で盛り
上げて選手を後押しできるかが重要視される。 
声出しは、練習のなかでシュート練習やフリーアップ中など、多くの場面で行われる。
「イーハー」などの意味のないフレーズの他にも、場面によっては「頑張っていきましょ
ー」や「声出していきましょー」のように意味のあるフレーズも使われる。これは一見す
ると、部員だけが共有しているようには見えないが、声の抑揚の付け方、トーンや伸ばす
長さなどが決まっており、全員が同じような抑揚で同じように低い声で出される。声の低
さに関して練習中に顧問教員が部員に直接指導するなどの場面も見られ、低く大きな声が
徹底されている。 
 
第 4 項 OB 戦と必勝祈願 
 
毎年、1 月 2 日に OB 戦が行われる。午前中に試合が行われ、試合後に保護者が用意し
たカレーを全員で食べる。夜に OB 全体の集まりはなく、各年代や年齢の近い代で集まり、
個々で懇親会を行い、次第に合流していく。このように、OB 会組織があるわけではなく、
年会費の徴収なども行われていない。以下、筆者が参加した 2017 年度の OB 戦の様子に
ついて見ていきたい。 
OB 戦当日のタイムスケジュールは以下の通りである。 
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【必勝祈願】 
9:00 集合 
9:00～9:20 移動 
9:20～9:40 必勝祈願 
9:40～10:00 移動 
 
【OB 戦】 
10：00 集合 
10：00～11：00 準備・アップ 
11：00～12：45 試合 
12：45～13：00 ストレッチ・集合・現役代表挨拶・OB 代表挨拶・写真撮影 
13：00～15：00 食事（カレーライス、お菓子、飲み物） 
15：00～ 片付け・ミーティング・解散 
 
【懇親会】 
各年代で個々に開催 
 
C 高校男子ハンド部では、OB 戦の前に学校から 1.5km ほどのところにある神社に必勝
祈願に向かう。当該年は、顧問教員、コーチ陣、部員に加え、7 人の OB が一緒に歩いて
神社に向かった。OB の 1 人が、「バスで行ったら、伝統もクソもない」と語るように、歩
いて神社に向かい必勝祈願を行うことが、C 校男子ハンド部の伝統である。神社では、手
を清め、お参りし、おみくじを引き、記念撮影を行う。その後、境内で集合し、顧問教員
から 1 人ひとりに年賀状が手渡され、それを手に学校に徒歩で帰って OB 戦に移る。 
2017 年には、40～50 人ほどの OB に加え、元マネージャー1 人と保護者約 20 人が参加
した。試合は 10 分単発という変則試合で行われた。現役チームと 3 年生チームに加え、
OB は年代が近い者でチームを組んで行われたが、次第に体力の残っている者が組む OB
選抜チームへと変わっていった。 
試合は終始和やかな雰囲気で進み、珍プレイには笑いが、好プレイには拍手が起き、元
女子マネージャーが参加する場面なども見受けられた。しかし、現役チームが OB チーム
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に敗れた際には、顧問教員に命じられ、コート周りを走る現役生の姿があった。ある OB
によると、毎年恒例の光景であるという。OB 戦は、OB にとっては楽しみの場であるが、
現役部員にとっては練習の一環であると考えられる。 
試合終了後はクールダウンや片づけを行い、全員で集合して現役部員と OB の代表者が
それぞれ簡単な挨拶を行った。その後、全体や各年代に分かれて写真撮影が行われ、終了
次第、合宿所に移動して OB を含めた全員でカレーライスを食べた。カレーライスはそれ
ぞれの保護者が、自宅で作って持ってきたものであり、チーズ入り、ウィンナー入り、ト
ウモロコシ入りと数種類の味が用意されている。部員は、「当たりはずれがある」などとい
いながらも、我先にとカレーライスを頬張り、すべて完食した。 
しばしの歓談の後、顧問教員による OB 紹介が行われた。顧問教員は「現役生が覚える
ため。OB 間でも知らない人がいるから」と 1 人ひとりの名前、現在の仕事や現役当時の
エピソードなどを語り、終始和やかで多くの笑いの渦に包まれる様子が見受けられた。 
解散後、合宿所の入り口でマネージャーによって募金集めが行われていた。OB 会の年
会費徴収が行われていない分、ここでの募金が現役生の活動への唯一の直接的援助であり、
多くの OB が募金する姿が窺えた。 
 キャプテンは練習日誌のなかで、「OB 戦でたくさんの OB の方々が来てくださって、と
てもつながっているなと思った184」と綴り、OB との繋がりの強さを感じている。それに
対して、顧問教員も「我々は、決して“単独”ではない。ひとりでは生きられないからこ
そ、集団としてのつながり強さを意識したいな」とコメントしている。 
OB 戦において、歴代のチーム T シャツや当時から変わらぬ服飾類を通して、OB が部
員としてのアイデンティティーを再生産することは既に指摘した。OB 戦という場は、そ
れだけでなく、必勝祈願、試合や食事という活動を提供し、OB にとってだけでなく現役
部員にとっても、C 高校男子ハンド部の繋がりを感じ、部員としてのアイデンティティー
を再強化する場として機能していると考えられる。 
 
第 5 項 仮入部制度と教育係 
 
C 高校男子ハンド部では、ハンドボール部独自の入部制度がある。まず、」新入生は、見
学・体験入部という形で部活動に加わる。この時点では部員として扱われず、練習への参
                                                   
184 勇気 2 年生 1 月 2 日練習日誌（練習日誌が記述された学年と日付。以下同様に表記）。 
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加義務はなく、1 時間ほどの見学、もしくは体験した後に帰宅する。しかし、その際に部
員が、先生やコーチ陣に対してお礼の一声をかけてから帰るようにと指導する様子が見受
けられた。 
見学・体験入部で入部の意思が固まった場合、続いて仮入部届を提出する。仮入部期間
中は正規部員とは差異化されて扱われるものの、部員の一員として厳しく指導される場合
もある。仮入部制度は 7 年ほど前に作られたものである。当時、入部後にすぐに辞めてし
まう部員が出たのをきっかけとし、C 高校男子ハンド部を知ってもらい理解したうえで入
部を決めるという今の制度が完成した。顧問教員が、「毎年、仮入部届を出しても来なくな
るやつもいるし、出す前に来なくなるやつもいる」というように、実際に、見学・体験入
部に来たうち、正式入部した生徒は 3 割程度であった。さらに、仮入部はしたものの、正
式入部に至らなかった生徒も数名いた。 
仮入部届を提出すると、新入生には教育係と呼ばれる指導役がつく。教育係は、2 年生
が担い、生活面や練習での指導を一任される。教育係の選定に顧問教員が関与することは
なく、2 年生の話し合いで決められる。新入生の人数や 2 年生の人数などの状況に応じ、
新入生 1 人に対して教育係が 2 人ついたり、教育係 1 人が 2 人の新入生を担当したりする
こともある。教育係の選定に明確な方法はなく、昔からの知り合いだから、左利きという
共通点があるからなどで新入生を選び、そこに特に深い意味はない。 
仮入部期間は、試合前の重要な時期と重なることが多いが、練習中、新入生に時間を割
いている様子が多く見受けられる。教育係は、新入生に付きっ切りで細かく練習内容や方
法を説明するなど、新入生の教育の力を入れている。さらに、練習以外の礼儀作法、挨拶
や暗黙の規範に至るまで広範囲に指導は及ぶ。その甲斐もあってか、当初は、顧問教員か
ら、「先輩が、自分たちの練習時間を割いて指導してくれているのに、ありがとうございま
すさえも言えないのはいけない」と注意を受けていたが、1 週間後には自主的に「お先に
失礼します、ありがとうございました」といって帰宅する様子が窺えた。 
教育係は、練習から生活面までありとあらゆることを指導するが、そこには権威主義的
な上下関係は存在しない。多くの新入生が、教育係の先輩は「優しい」と答えるように、
その関係は良好である。C 高校男子ハンド部全体を見ても、他学年の部員同士が練習外で
遊びに出掛ける様子も見受けられ、最低限の上下関係はありながらも比較的緩やかなであ
る。 
教育係は新入生の教育だけではなく、2 年生に対しての教育でもある。顧問教員は、練
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習日誌のなかで仮入部期間は、「新入生の研修期間であると同時に、新 2、3 年生のための
“上級生としての研修期間”でもある185」と綴る。さらに、部員も仮入部期間について、
「1 年生の研修期間でもあるが、2，3 年生の研修期間でもある。上級生は、新入生にどう
教えたり、行動をすればいいか、しっかり考えたいと思う。そういったことでも自分たち
は大人にならないといけない186」と綴る。 
新入生が粗相を犯した場合には、教育係の 2 年生もともに指導を受ける。公式戦の応援
時のユニフォームを洗濯が間に合わなかったという理由で持って来なかった新入生が教育
係と並んで顧問教員に指導される場面もあった。指導ができていないことを顧問教員から
指導されるのである。校内合宿の朝食時に完食できず苦しんでいる新入生に気付かず、先
に部屋に戻った教育係には「ありえない」と非難が殺到し、さらに先輩部員から指導を受
ける様子も見受けられた。このように、教育係という役割を通して、先輩部員としての振
る舞いを学んでいくと考えられる。 
教育係という制度は、新入生を教育し、C 高校男子ハンド部員として部員化するという
機能を有するとともに、教育係を担う 2 年生にとっては、後輩として指導される立場から
先輩として指導する立場への移行をスムーズにするという機能も果たしていると考えられ
る。さらに、学年が上がってもこの関係性は継続され、2 年生が粗相を起こした際には、3
年生の教育係が顧問競員に呼ばれ、再教育を命じられる場合も見受けられた。 
仮入部期間を終えた生徒は、決められた手続きをふんで正式入部へと至る。上述した通
り、「C 高等学校ハンドボール部 部則」第 15 条には、入部に関する規範が明記されてい
る。 
 
入部は、所定の規定に基づいて行い、監督、部長の承認を得ることによって完了す
る。入部が認められた者は全員ハンドボール協会への選手登録を行う。「所定の規定」
とは体験入部後、10 日間程度の仮入部期間を経たのち、部員カード・入部誓約書を
提出するものとする。 
 
部則に表記されている入部誓約書には、以下の文言が書かれており、それに同意し、住
所、署名を行ったうえに捺印し、提出する必要がある。 
                                                   
185 勇気 2 年生 4 月 3 日練習日誌。 
186 瞬 2 年生 4 月 3 日練習日誌。 
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  私、        は、C 高等学校ハンドボール部に入部するに際し、校則およ
び部則を遵守することはもちろん、人格の向上、学力の向上、ハンドボール技能の
向上を目指し、精一杯努力し、最後まであきらめないことを誓います。 
 
このように、部員になるにあたり、校則・部則を遵守し、人格・学力・ハンドボール技能
の向上を目指し諦めず努力し続けることを誓わなければならない。 
 部員カードとは、氏名、住所、保護者氏名、緊急連絡先、家族構成や身体状況などの基
本情報を記入するC高校校友会体育部に入部するために提出が必要な学校指定の書類であ
る。これらのすべてを提出後してはじめて C 高校男子ハンド部員として認められるのであ
る。 
 新入生が正式入部した後も教育係の仕事は残っている。新入生は、正式入部をすると練
習日誌を書くことになる。しかし、初めは顧問教員ではなく、教育係に提出してコメント
をもらう。例年、3 年生が引退する 7 月 31 日までは教育係が日誌の添削を担当するという
が、年によって若干の差があり、調査当時は 9 月 1 日現在も教育係が新入生の練習日誌を
見ている。 
その際、教育係を担う部員が、「先生になりきってコメントを書いている」というように、
自らがこれまで顧問教員から受けた指摘をもとに、新入生の練習日誌を添削する。ある 2
年生部員が書いた「日誌が汚すぎる。もっとキレイに書こう。キレイに書かないと、見る
気になりません187。」というコメントに対して、多くの部員が「めっちゃ先生書きそう」
というように、部員のなかに顧問教員のコメントには一貫性があり、顧問教員が書く内容
に関して共通の認識を有していると考えられる。 
特に、顧問教員が重要視する誤字、脱字などのミスや文字の丁寧さに関しては、「日誌が
雑すぎる。もっときれいに書く。しっかり 1 日を振り返る。縦や疲れなどしっかり漢字で
書く。分からなければ調べる188」などとたびたび指摘する様子が見受けられた。さらに、
誤字に関しては、顧問教員が行うのと同様に教育係が誤字に印をつけ、丁寧にお手本を書
き直す。 
くわえて、「課題は誰でも見つけられる。その見つけた課題をしっかり 1 つ 1 つ達成し
                                                   
187 新入生練習日誌 4 月 21 日。 
188 新入生練習日誌 4 月 20 日 
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ていこう189」と具体的な目標の立て方やプレイに関するアドバイスまで行う。このような
活動を通して、新入生は練習日誌の書き方や部員としてのあり方を学び、それと同時に、
教育係は顧問教員の指導を振り返り、C 高校男子ハンド部員としてのアイデンティティー
を強化していくと考えられる。 
 
第 6 項 ミーティング 
 
 練習終了後、毎日ミーティングが行われる。移動を伴う練習の場合はバス内で行われる
こともあるが、学校で練習が行われた時は顧問教員が担任を務める教室を使用する。C 高
校男子ハンド部には部室があるが、部員数に対して部室が狭いため、更衣やミーティング
に部室を使うことはなく、賞状、ドリンクや応援用の太鼓など、部の備品を保管する場所
になっている。 
 ミーティング時の席は決まっていないが、前方の真ん中を中心にバランスよく並んで座
ることが求められる。更衣後、全員が着席すると部員だけでミーティングが行われる。キ
ャプテンが教壇に立ち、その日の反省や指摘されたことなどを確認し、今後どのようにし
ていくかなどが話される。さらに、全体に対して意見や発言を求め、発言したい部員は挙
手をし発言する。その後、キャプテンが顧問教員を職員室に呼びに行く。 
 顧問教員は、その時のチーム状況や予定などに合わせてさまざまな話を行う。そこでは、
現在の練習の意図が丁寧に説明されたり、注意すべき点が指摘されたりと内容は多岐にわ
たる。さらに、顧問教員が新聞記事や雑誌の切り抜きを持参し、その内容について話をす
る場合などもある。顧問教員が記事を音読し、難しい言葉などには説明を加えながら読み
進める。部員たちは、記事のなかで気になった箇所にラインを引きながら話を聞き、最終
的に記事は練習日誌に貼って保管する。記事の内容は部活動に関することが多く、ある野
球部が自主的に SNSの利用をやめ、その時間を野球の動画を見たり素振りをしたりする
時間に変えて甲子園出場を果たしたなどの成功体験談が多い。この記事を用い、「自分たち
は、彼らのように何かを変えて取り組むようなことをしているか」と部員に問う。このよ
うに、部員が考えられるような記事を用意しては問いかけるという作業を定期的に行って
いる。 
ミーティングは毎日の反省や今後の課題を確認する場であり、部員同士で意見を共有す
                                                   
189 新入生練習日誌 4 月 19 日。 
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る場でもある。さらには、顧問教員からの必要事項の連絡場所であると同時に、新聞記事
などを用いて部員に考えさせるきっかけを与え、教育の場としての側面があると考えられ
る。 
 
第 7 項 送別試合と送別会 
 
 毎年 3 月初旬に送別試合が行われる。これは、卒業する 3 年生（卒業生）と現役生の試
合である。試合は、現役生と卒業生それぞれが C 高校男子ハンド部のユニフォームを色違
いで着用し、公式試合さながらの真剣さのなか行われる。顧問教員は、送別試合の目的を
「最後に、3 年生に楽しんでもらうため」と話し、卒業生のための試合だと説明する。当
日は、平日にも関わらず多くの保護者が見学に来る。 
 以下は、当日のタイムスケジュールである。 
 
12：00 集合 
12：00～13：00 準備・アップ 
13：00～14：10 送別試合 
14：10～14：30 記念品贈呈式 
14：30～14：45 記念写真撮影 
14：45～15：00 クールダウン・円陣・片付け 
 
 試合開始の挨拶後、試合時に通常行う声出しから円陣への一連の部員的身体技法を現役
生と卒業生全員で行う。普段より大人数で行う声出しは迫力があり、体育館中に響き渡っ
た。送別試合では敵同士であるが、そこには C 高校男子ハンド部としてのまとまりの強さ
が見受けられる。試合自体は、例年、現役生が運動不足の卒業生に勝利することが多い。
現役生も卒業生も真剣に試合に取り組むが、楽しみながら試合をする卒業生の姿も窺える。 
 試合終了後には記念品授与式が行われる。まず初めに、卒業生から現役生に記念品とし
て応援用の太鼓を入れるケースが贈呈された。そこには、学校名、部名、卒業生 1 人ひと
りの名前が刺繍されていた。続いて、現役生からは大会時の集合写真と寄せ書きの色紙が
贈られた。さらに、顧問教員からは写真を集めて作成したポスター、写真を編集して 3 か
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月かけて作成した DVD190が贈られた。親元を離れる卒業生には、本人用と保護者用に 2
本の DVD が用意されていた。それにくわえて、就職をする卒業生にはネクタイも贈られ
た。DVDに関して、OB の 1 人が、「DVDの内容はだいぶ感動するような」と語るように、
この DVD を送別会において全員で鑑賞する際には、毎年全員が号泣するという。 
 その後、記念写真の撮影が行われる。全体写真、学年写真、保護者との写真や個人的な
写真など、和気藹々と多くの写真が撮られていく。写真撮影終了後、卒業生を含む全員で、
毎日行うクールダウンから円陣の一連の部員的身体技法を行い、送別試合は終了する。 
 顧問教員は、送別会の目的を、卒業生が楽しむためと答えたが、現役生と卒業生が一緒
になって部員的身体技法を行う様子が多く見受けられ、これらが、卒業生にとっても現役
生にとってもC高校男子ハンド部の部員としてのアイデンティティーを強化すると考えら
れる。くわえて、現役生、卒業生双方にとって、先輩と後輩の繋がりの強さを確認する機
会として機能していると考えられる。 
 送別会は、送別試合とは別日に保護者会によって会行われる。卒業生、現役生に加え、
保護者も参加し、全員で食事をする。さらに、現役部員や卒業生の一発芸の時間や顧問教
員の歌などの出し物も用意されている。さらに、上述した顧問教員が作成した DVD の鑑
賞会が行われ、最後に卒業生 1 人ひとりから挨拶があり、花束の贈呈をもって会を終了す
る。 
 
第 8 項 練習日誌 
 
練習日誌は、部員が毎日書いて顧問教員に提出するものである。日直191は、朝練時に練
習日誌を全員分集め、職員室の顧問教員の机に提出する。顧問教員は空き時間や練習中に、
1 人ひとりにコメントを書いて返却する。練習日誌の表紙には、チームカラーが使われ、
高校名、部活動名、使用方法192、氏名が書かれ、裏表紙にはチームロゴがプリントされて
いる。練習日誌は 5、6 年前から始められたものであるという。 
 顧問教員は、「日誌は、ハンドボールプレイヤーとしての日々の振り返りをするもの」と
位置づけている。さらに、「個人個人と話す機会は意外と少ないから」と語り、練習日誌を
                                                   
190 この DVDのために、遠征時には必ず集合写真が撮られる。 
191 1 年生が交代で務める。教育係がペアで日直を務めるが、主に 1 年生が仕事をこなす。 
192 「練習終了後に毎日提出する。提出は練習前とし、日直が集めて提出する。」と書かれ
ている。 
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部員 1人ひとりとのコミュニケーションのツールとして考えていることが窺える。さらに、
「日誌を毎日楽しみに見る。1 日過ごして、どう感じたのか」、「今日のミーティングで、
私は○○高校の「自立」の話をした。君たちはまるでできないような話を…。君達の心に
どのように届いたか、とても知りたかったが何も書かれていなかった…。193」と語るよう
に、部員の考えなどの情報を収集する機能も果たしていると考えられる。 
 また、練習日誌には違った側面がある。顧問教員が、「この日誌は、文字の練習、作文の
練習も兼ねている。2 年後、進路決定の際、困らないためにもしっかり『練習』してほし
い194」と綴るように、文字や作文の練習という意味を含んでいる。 
 練習日誌の提出は部員としての義務であり、提出を忘れた際には指導を受ける。ある日
の練習中、部員が集められて練習日誌を提出していない部員がいることを注意された。提
出していない部員が挙手すると、顧問教員は、「結局、大事なところでシュートを外すやつ
が、忘れる」と忘れ物とプレイを関連させて指導した。これと同様に、生活面や礼儀など
での過失とプレイや勝敗が関連させられて語られることは練習中や練習日誌のなかでしば
しば見受けられた。 
部員同士で練習日誌を読み合うという活動は、日常的には行われていない。しかし、県
総合体育大会を控えたある日曜日のミーティングで、顧問教員が、翌日のコンディショニ
ング・フリーの月曜日に全員で集まり、全員分の練習日誌を読み直し、誰が何を感じ、考
えているのか、全員で確認するように指示を出した。さらに、別の場面でも顧問教員が、
キャプテンの練習日誌のコメントに、「全員の日誌を確認してみよ195」と綴るように、不
定期ではあるが他の部員の日誌を読む場面が設けられる。また、上述したように、新入生
の仮入部期間中には、教育係が新入生の練習日誌を毎日チェックするなど、互いの練習日
誌を読む機会は少ないわけでない。 
練習日誌の記述内容は細かく決まっており、項目に従って記述する（図 6）。さらに、内
容に関しての細かい指摘が繰り返し行われる。来訪者の欄196は、年長者から順に記述し、
漢字で正確に書くことが要求され、それが礼儀だとされる。また、各項目とも具体性が求
められ、できる限り詳しく記述する必要がある。 
「感想・受けたアドバイスなど」は、入部当初は個人の技術的なことがメインであるが、
                                                   
193 圭 2 年生 12 月 25 日練習日誌。 
194 瑞樹 1 年生 9 月 15 日練習日誌。 
195 勇気 2 年生 7 月 12 日練習日誌。 
196 練習や試合に来てくれた人を書く練習日誌の欄。図 1 参照。 
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上級生になるに従い、チーム全体のことを記述することが増えていく。その具体的な内容
に関しては、第 4 節で言及する。 
 
 
図 6 練習日誌（練習日誌をもとに筆者作成） 
 
第 3 節 C 高校男子ハンド部の活動理念 
 
 上述したように、「C 高等学校男子ハンドボール部 部則」には、活動の目的が明記され
ている。 
 
   当部は、本校の名誉と伝統を重んじ、校訓のもと、ハンドボール競技を通じて人格
の形成・高度な技能・理論を習得し、心身ともに健全なスポーツマンの育成に努め
日付　 天気 確認印
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2
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るとともに「C 高等学校生徒の模範たれ」を目的とする。 
 
「ハンドボールを通じた人格形成」、「高度な技能・理論の習得」、「心身ともに健全なスポ
ーツマンの育成」という 3 つの大きな目的が掲げられている。 
さらに、部則には部員の取るべき態度も明記されている。 
 
   部員は、目的遂行に関し平等の権利を有するとともに、校則・校友会規則・それに
準じて規定された部則を厳守する義務を負う。 
部員はスポーツマンとしてその使命を自覚し、常に健康の保持増進に留意し、日々
の活動や生活において、協調性・積極性・技術の向上に努める。また、将来におい
て、有能な社会人になるための豊かな教養と技能を養うため、部の定める活動に必
ず参加する義務を負う。 
 
まず、ここから見えてくることは、部員として校則・校友会規則・部則などの各種規範を
遵守することが義務として明記されているということである。さらに、部の定める活動に
必ず参加することも義務であり、それによって健康の保持増進に留意し、協調性・積極性・
技術の向上に努めることが要求される。 
 次に、練習日誌に綴られた部員と顧問教員の記述に注目することにより、C 高校男子ハ
ンド部の活動理念を見ていきたい。C 高校男子ハンド部では、「大人」になるという表現が
多く用いられる。それは、実際の活動のなかでも練習日誌のなかでも、顧問教員によって
たびたび説かれ、部員も次第にそれを内面化し、部員自らも同様に語るようになっていく。 
顧問教員は、「中学生（＝こども）から高校生（＝大人）197」と表現するように、中学
生以下を子どもであり、高校生は大人である、より正確には大人であるべきだと認識して
いる。実際の練習や練習日誌のなかで、たびたび「大人」と対比して、「子ども」や「ガキ」
という言葉が用いられ、C 高校男子ハンド部では「子ども」であることは許されず、「大人」
であることが要求される。また、顧問教員が、「『大人』とは“年齢”のことを言うのでは
ありません198」と綴るように、当該部活動における「大人」とは年齢には関係なく、当該
部活動における理想の部員像を意味するのである。 
                                                   
197 瞬 2 年生 4 月 11 日練習日誌。 
198 瑞樹 2 年生 7 月 8 日練習日誌。 
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 さらに、顧問教員は練習日誌のなかで、「子どもでは、勝負に勝てないぞ199」、「子ども
では、大人の世界で勝つことはできないし、ましてや誰かを教え導くことはできない。高
校以上は、とにかく『大人』の部分が必要200」、「勝つためには『大人の集団』になること
が必須である201」などと綴り、勝つためには大人になる必要があると説く。 
 一方、部員も顧問教員と同様の認識を有していることが窺える。キャプテンの勇気は、 
「大人の集団にならないと試合で勝てないから、プレイ以外の面でもきちんとしたい202」
と綴る。さらに、エースポジションを担う瑞樹が、「後輩に大人の社会のルールを教えてい
き、大人に近づいていけるようにしていきたい203」と綴るように、他の部員も同様に大人
になる必要性を日誌に記す。 
 「大人になる」ことは、「成長」という言葉を用いて表現されることもある。「大人にな
る」という表現と比べると使用頻度は少ないが、顧問教員はしばしばこの言葉を用いる。
「成長しなければならない204」や「これをただの『経験』で終わらせるか、成長のステッ
プとするか、そこが大切だ205」などのように、部員に成長することを催促したり、「同じ
ことを繰り返している。成長がない206」、「ずいぶん成長した207」というように、現状を評
価したりとその使用場面は多様である。 
 個人差はあるものの、部員も「成長」という言葉を用いる。特に、キャプテンは自分自
身についてのみならず、「人間として、1 人 1 人まだまだダメなので、1 人 1 人が人間とし
て、チームとして成長、『変化』できるように、努力していきたい208」、「今年度は、チー
ムとして 1 回りも 2 回りも成長していかなくてはならない209」と綴り、〈チームの成長〉
についても言及している。さらに、他の部員も、「1 日 1 日を大切に成長していく210」と〈自
らの成長〉について記すほか、「良いところを引き継いで、チームが成長出来るようにした
                                                   
199 勇気 1 年生 10 月 9 日練習日誌。 
200 瑞樹 1 年生 3 月 6 日練習日誌。 
201 勇気 2 年生 7 月 8 日練習日誌。 
202 勇気 2 年生 7 月 15 日練習日誌。 
203 瑞樹 2 年生 4 月 3 日練習日誌。 
204 勇気 1 年生 9 月 11 日練習日誌。 
205 勇気 1 年生 11 月 3 日練習日誌。 
206 瑞樹 1 年生 7 月 24 日練習日誌。 
207 勇気 2 年生 8 月 22 日練習日誌。 
208 勇気 2 年生 12 月 29 日練習日誌。 
209 勇気 3 年生 4 月 1 日練習日誌。 
210 瑞樹 2 年生 11 月 6 日練習日誌。 
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い 211」と〈チームの成長〉にも言及している。 
 このように、C 高校男子ハンド部では、「大人」になることを目指し、「成長」すること
が求められる。これは、部則に明記された活動目的の一つである、「ハンドボールを通じた
人格形成」の実践の様子であり、C 高校男子ハンド部において重要視されていることがわ
かる。次節では、その実践について、さらに詳しく見ていくこととする。 
 
第 4 節 練習日誌にみる活動理念の実践 
 
 本節では、C 高校男子ハンド部における理想の部員像「大人」とはいかなるものを指す
のか、「大人」として必要と考えられているものは何か、練習日誌における部員と顧問教員
の記述から明らかにすることを試みる。そうすることによって、当該部活動の活動理念が
より鮮明に見えてくることと考える。 
 
第 1 項 責任、役割、自覚 
 
 C 高校男子ハンド部では、責任、役割、自覚という言葉がたびたび使われる。これらの
言葉は、それぞれが単独で語られることもあるが、関連して語られることも多い。 
 C 高校男子ハンド部では、部員としてさまざまな責任を負うことになる。顧問教員は練
習日誌のなかで、「GKはひとり。誰よりも強い自覚と責任212」、「エースポジションを任さ
れている以上、やらなければならない、やれなければならないことというものがある。自
分の責任を果たすべき213」などとポジションにおける責任について語りかける。 
さらに、「責任を果たす以前に、自分のやらねばならないことは何か、という『責任の自
覚』が必要。自覚なきところに達成はないからね214」といい、責任を果たす前提として果
たすべき責任を自覚する必要性を説く。 
 これに対して部員も自らやチームの責任について言及する。圭が、「責任をしっかり持っ
てプレイしていく215」とプレイにおける自らの責任に関して綴るように、すべての部員が
                                                   
211 瞬 2 年生 7 月 23 日練習日誌。 
212 勇気 1 年生 7 月 12 日練習日誌。 
213 瑞樹 1 年生 2 月 12 日練習日誌。 
214 瑞樹 2 年生 1 月 27 日練習日誌。 
215 圭 2 年生 1 月 22 日練習日誌。 
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プレイでの自らの責任について記す。シュートを決める責任や良いディフェンスをする責
任など、プレイを成功させることが部員としての責任の 1 つとしてたびたび語られる。 
 責任は、プレイ以外の文脈においてもたびたび語られる。瞬は、「キャプテンはチームの
責任という部員の誰よりも重い物を背負っている。自分たちも責任感をもっと感じなけれ
ばならない216」と役職に対する責任について綴る。さらに、「ひとりひとりに役割があり、
責任がある。自分ひとりの責任すら果たせないで、どうやって全体をリードしたり、支え
たりすることができようか217」とチームを支え、導くために、まずは自分の責任を果たす
ことが先決だと記す。 
 このように、C 高校男子ハンド部においては、責任を果たすことが望まれる。顧問教員
は、「自分がどこに置かれているかで、役割、責任は当然変わってくる 218」と部員それぞ
れの立場に合わせて役割、責任が存在していることを指摘する。この責任とともに語られ
た役割という言葉も、責任や自覚と関連してたびたび練習日誌に登場する。部員が、「自分
の役割を一人一人がもっと確認して行動し、プレイしたい219」、「もっと一人一人が自覚を
持ち、役割を果たしたい220」、「集団で動く以上、やらなければならない事、役割を果たさ
なければならない221」と語るように、C 高校男子ハンド部では、部員それぞれに役割があ
り、それを果たすことが目指される。 
さらに、顧問教員が、「やろうと思っていたことができませんでした。これはとても無責
任なこと。一つの役割を任されている以上、『できません』では済まされない222」と綴る
ように役割を果たせないことは許されず、役割を果たすことが部員としての義務である。 
責任、役割を果たすことは、義務であるとともに、「大人」になるプロセスであると考え
られる。 
 
この日誌一つをとってもそうだ。一つ一つの自分の責任を果たすことができないと
大人にはなれないし、社会に出ても通用しない、ハンドボールとも繋がっていると
思う。一人が無責任なことをするとすべてが崩れる。責任をもっと重くみてしっか
                                                   
216 瞬 2 年生 5 月 3 日練習日誌。 
217 瞬 2 年生 3 月 6 日練習日誌。 
218 圭 2 年生 1 月 24 日練習日誌。 
219 勇気 1 年生 1 月 16 日練習日誌。 
220 勇気 1 年生 3 月 22 日練習日誌。 
221 瞬 2 年生 1 月 7 日練習日誌。 
222 勇気 3 年生 4 月 2 日練習日誌。 
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りと果たせる大人になる223。 
 
責任を果たすことが「大人」であり、それは日常生活のみならず、プレイとも関連性があ
ると考えている。さらに、顧問教員は、「自分が負うべき責任とは何か。子どもは、それが
分かっていない。本当の大人は、その責任を外すことはしないものだよ224」と問いかけ、
子供には責任が理解できず、「大人」は責任を果たすものであることを部員に説く。 
このように、C 高校男子ハンド部では、部員一人ひとりが役割を有し、その役割を果た
す責任を自覚し、行動することが求められる。これは、「大人」になるプロセスであると考
えられ、すなわち〈成長〉のプロセスであると指摘される。 
総括すると、C 高校男子ハンド部において、「大人」とは、自らの責任を自覚し、与えら
れた役割を全うすることによって責任を果たすことができる者であると考えられているこ
とが指摘される。 
 
第 2 項 感謝と最高の恩返し「勝利」 
 
 顧問教員が、「我々の身の回りにあるもの、人…それらはすべて『有り難い』。あたり前
のものではない。そういうことに気付けない人にだけにはなるな225」と綴るように、C 高
校男子ハンド部において、感謝することは重要視され、さまざまなものへの感謝を練習日
誌に綴る。部員が、「僕たちが部活をできるのはあたり前ではないので、いつも感謝の気持
ちを忘れないようにしたい226」、「やってもらって当たり前ではなく、1 つ 1 つに感謝して
いくようにする227」と記すように、すべてのことを当然視せず、感謝する。 
 さらに、顧問教員は、感謝の気持ちを持つだけではなく、それをいかに表すべきかを部
員に問いかける。 
 
感謝の気持ちを『持つ』だけなら、どこのチームにもできること。大切なのは、そ
                                                   
223 隼人 3 年生 4 月 29 日練習日誌。 
224 瑞樹 2 年生 12 月 9 日練習日誌。 
225 瑞樹 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 
226 勇気 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 
227 瑞樹 2 年生 7 月 27 日練習日誌。 
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れをどのように『表す』ことができるかである228。 
感謝の気持ちをもつことは大切なことだ。けれど、次に大切なのは、その気持ちを
どう表現するかではないかな。表現（アピール）をまちがってはいけないぞ229。 
 
 部員は、1 つの感謝の表し方を共有している。勇気は、上級生の最後の試合前に、「今ま
でお世話になった 3 年生への恩返しのつもりで最後の大会に挑む230」と綴り、その後、「お
世話になった 3 年生には自分らの代で結果を残すことで恩返しをする231」、「結果を残すこ
とがお世話になった人達への恩返しなので結果で返します232」と記すようにハンドボール
で結果を残すことが恩返しになると考えている。さらに、他の部員も同様に、勝利という
結果が恩返しになると認識し、その達成を目指す。 
 
もっと自分達を支えていただいた人に感謝をしてプレイをしていく。そして勝つ233。 
自分たちが今こうしてハンドボールが出来るのもたくさんの人のおかげだ。その人
たちに恩返しが出来るよう、自分たちは感謝の気持ちはもちろん、結果でも返せる
ようにいたい234。  
 
一方で、顧問教員も「最大の恩返しである、“結果を出す”235」と綴るように同様な認
識を有している。それだけではなく、練習日誌の来訪者の欄に名前を書かないことと敗北
したことを関連して説明する。 
 
自分たちを応援して下さる人を日誌に書かないのは、とても失礼な事だ。感謝と言
っているが勝てなかった。ならば、他の形で感謝しなければならない。自分たちが
勝てない要素の 1 つにこういったところが入っているのは間違いない。負ける要素
                                                   
228 勇気 1 年生 8 月 24 日練習日誌。 
229 隼人 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
230 勇気 2 年生 6 月 14 日練習日誌。 
231 勇気 2 年生 7 月 31 日練習日誌。 
232 勇気 2 年生 11 月 10 日練習日誌。 
233 瑞樹 2 年生 2 月 9 日練習日誌。 
234 瞬 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
235 隼人 3 年生 7 月 9 日練習日誌。 
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を 1 つ 1 つ消していかなければならない236。 
 
顧問教員にとって、来訪者の名前を記入することも勝利することも感謝を表現すること
である。名前を記入しないことは感謝を表現しないことであり、それを疎かにすることは
最大の恩返しである勝利も同じように表現できないと考えている。 
 キャプテンが、「幼稚なことをしていれば勝つことはできない。色々な意味で大人の集団
を目指したい。そして結果でお世話になった方々に恩返ししたい237」と綴るように、結果
で恩返しをするためには、大人の集団であることが必要だと考えている。換言すると、当
該部活動における大人の集団とは、感謝を表現することができる集団であり、つまりは、
最大の恩返しである「勝利」を手にする集団であると認識されていると考えられる。 
 
第 3 項 「勝利」のための部活内規範の徹底 
 
 C 高校男子ハンド部では、ハンドボール以外の活動も重要視されている。「学校生活と部
活動のどちらも大事である。部活だけでなく、授業態度もしっかりとする238」、「部活や勉
強でも強くなっていけるようにしていきたい239」というように、部活動外の行動にも注意
が払われる。それらは挨拶や整理整頓などの日常生活から勉強の成績までありとあらゆる
ものに及ぶ。さらに、それらの生活態度や勉強成績は、プレイや結果と関連して語られる
ことが多い。 
顧問教員は、練習日誌での誤字脱字などを引き合いに出し、練習日誌のなかでのミスと
プレイでのミスは、同じ人間が行うものである限り、関連性があると説く。 
 
日誌の提出もできず、記入もれもある。日誌ごときのことが完璧にできない選手が、
全国で勝負できるとは思えない240。 
同じミスを繰り返し、指摘されても改善できない。これは漢字だけの問題ではない。
                                                   
236 瞬 2 年生 2 月 9 日練習日誌。 
237 勇気 2 年生 10 月 18 日練習日誌。 
238 隼人 1 年生 11 月 11 日練習日誌。 
239 瑞樹 1 年生 2 月 10 日練習日誌。 
240 勇気 1 年生 8 月 31 日練習日誌。 
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同じ人間のやることだから241。 
文章で小学 1年生レベルのミスがでるようでは、プレイでも低レベルのミスが出る。
そんなものだ。同じ人間。プレイも日誌も、同じ人間がやること。低レベルなミス
を許してはいけない242。  
試合は些細なミスで負ける。この 1 ページの些細なミスも無関係ではない243。  
 
 さらに、その他にも部外者から見ると、一見して関係のないものまでもがプレイや結果
と関連性のあるものとして当然視されている。顧問教員は、部員の勉強、生活に取り組む
姿勢や礼儀作法までを、プレイや結果と関連性のあるものと当然視して語る。 
 
ハンドの成績と学習成績は比例しています。しっかりやれ244。 
授業中の居眠りがひどいと、ある教科から私のところに報告がありました。今、自
分のやるべきことから逃げるようでは、勝者にはなれないと何度も説いてきました
が…。残念です245。 
「撃」をまともに書けない者が、強く『撃』てるはずがない246。 
わざわざ応援にかけつけて下さった方々の気持ちに応えられなかっただけでも失礼
なのに、来ていただいたことすら書き記せていない。こんな失礼な集団は負けて当
然だ247。 
 
このような顧問教員の認識は、意図的か無意図的かは定かではないが、顧問教員が生活
規範や礼儀作法の習得に、勝利のためという意味付けを行い、部員へ行動を促す行為であ
ると指摘される。顧問教員は、「20 年間、ハンド部を指導してきて思うこと。学習成績と
ハンドの戦績は比例している。弱い代の時は、学習成績も低空飛行です248」と語るように
経験則的にそれらを学んでいったことが指摘される。 
                                                   
241 瑞樹 1 年生 7 月 11 日練習日誌。 
242 瑞樹 2 年生 5 月 8 日練習日誌。 
243 瑞樹 1 年生 3 月 31 日練習日誌。 
244 勇気 1 年生 2 月 20 日練習日誌。 
245 瑞樹 2 年生 1 月 31 日練習日誌。 
246 瑞樹 1 年生 11 月 1 日練習日誌。 
247 瑞樹 2 年生 2 月 4 日練習日誌。 
248 瞬 1 年生 6 月 28 日練習日誌。 
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 この認識は、部員にも共有されている。 
 
ちょっとしたささいなことでも勝負は決まると思うので、日ごろの学校生活を含め、
今一度チーム全員が確認し、チーム全体で徹底したい249。 
部活と授業は、同じ人間がするので、最後まで集中していけるような取り組みをし
ていく250。 
ハンドボールをする前に、まず学校生活や態度をしっかりしていく必要がある。ル
ールを守れていないのに、ハンドボールが出来るとは思えない。もっとそういう所
から直していき、ハンドボールの技術も付けていく251。 
報告、連絡、相談、この当たり前の事が。あたり前にできない時点で試合で勝ち抜
くこともできないし、将来も不安定になる252。 
自分たちは同じ事を何度も言われている。ずっとだまっていたり、何かが出来てい
なかったり、そこを直さないと負けると思う。ハンドボール以外の事で、直さない
といけない。そうすれば、ハンドボールでも、ハンドボール以外での事でも、勝て
るようになる253。 
 
このように、部員のなかでも生活態度や学習姿勢を正すことが徹底されている。 
 さらに、部員は、顧問教員が説くように、生活態度や学習姿勢を正した結果として勝利
を得ることができると考える。 
 
あいさつ 1 つできないチームが勝てるはずがない254。 
3 つの S を大切にしていく。①整理、②整頓、③清潔、この 3 つが 1 つでも出来な
いと、強いチームにはなれない255。 
本当に強いチームは、生活面や人への気配りが出来ている256。 
                                                   
249 勇気 2 年生 10 月 25 日練習日誌。 
250 瑞樹 2 年生 2 月 1 日練習日誌。 
251 圭 2 年生 9 月 3 日練習日誌。 
252 隼人 1 年生 12 月 12 日練習日誌。 
253 圭 3 年生 4 月 29 日練習日誌。 
254 勇気 2 年生 1 月 4 日練習日誌。 
255 瑞樹 2 年生 9 月 15 日練習日誌。 
256 圭 2 年生 11 月 13 日練習日誌。 
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強いチームはハンドボールに片寄るだけでなく、勉強にも力を入れていると思う。
部と勉強の両方に力を入れて自分たちが県の代表にふさわしい姿になりたいと思う
257。 
 
部員にとって強いチームとは、ただ単に勝利したチームではなく、挨拶、整理整頓、気
配りや勉強などができるチームを指すのである。 
 
第 4 項 理想のチーム 
 
顧問教員は、「強いチーム＝応援されるチームではないと思う。だからこそ、我々はこの
両者がイコールで結ばれる“理想のチーム”を目指そう258」と綴るように、強いだけでな
く、応援されるチームを理想のチームとする。応援されるチームとは、「強く、いいチーム 
259」というように、良いチームと表現されることも多い。応援されるチーム、良いチーム、
強いチームとはいかなるものなのか、部員が目指す理想のチーム像を見ていこう。 
部員が、チームを語る際、「1 つに」という表現がたびたび使用される。 
 
チームを 1 つにまとめて、いい結果を残せるようにする260。 
勝つという事にこだわりたいと思う。チームが 1 つになって戦えるようにする261。 
キャプテンとしてチームを 1 つにしてチームの中心になれるようにしたい262。 
 
C 高校男子ハンド部において、チームを 1 つにすることは重要視され、部員はそれを目指
して活動している。さらに、部員は、チームが 1 つになることによって、強く応援される
チームや勝利に繋がるという認識を有している。 
 
試合で勝つよりもチームが一つになるのが難しい。今のチームはまだチームが一つ
                                                   
257 瞬 1 年生 11 月 17 日練習日誌。 
258 勇気 2 年生 11 月 8 日練習日誌。 
259 勇気 2 年生 11 月 15 日練習日誌。 
260 勇気 2 年生 12 月 7 日練習日誌。 
261 瞬 2 年生 12 月 21 日練習日誌。 
262 勇気 3 年生 4 月 1 日練習日誌。 
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になっていない。もっと一つになっていき、試合で勝つようにしていく263。 
チームはもっと 1 つになることはできると思うので、自分を中心としてもっともっ
と上を目指して、強く、応援されるチームにしていきたい264。 
 
また、瞬が、「チームの中でも助け合いがなければいいチームとは呼べない265」と記す
ように、助け合うことが理想のチームの条件である。さらに、「強さだけでなく、ハンドボ
ール以外の事も出来て、さらに良いチームになる266。」というように良いチームにはハン
ドボール以外のことが要求される。 
理想のチームは、強いチームとしても語られる。ここでいう強いチームとは、単に試合
に勝利できるチームではない。「個人が思う事は、ひとそれぞれ違う。その思った意見など
を主張していかなければ強いチームにはなれないと思う。もっと全員が思ったことを言い
合えるチームになりたい267」と記すように、強いチームには、部員間のコミュニケーショ
ンが必要であると考えている。思っていることを言いあえることが強いチームの条件であ
る。さらに、日常生活における行動までもが強いチームには必要であると認識している。 
 
自分たちはもっと目くばり、気配り、心くばりをしなければならない。強いチーム
ほどそういうところがしっかり出来ている268。 
整理、整頓、清潔という 3S が強いチームほど出来ている。プレイ以外のそういう
ところをしっかり出来るチームが本当に強いチームだと思う269。 
 
 C 高校男子ハンド部では、部員同士を「仲間」と呼び、友人とは差異化して認識されて
いる270。 
 
チームとして大切なのは『仲間』である。誰がいなくなっても練習はできない。だ
                                                   
263 瑞樹 3 年生 4 月 20 日練習日誌。 
264 勇気 3 年生 5 月 24 日練習日誌。 
265 瞬 2 年生 8 月 14 日練習日誌。 
266 圭 2 年 11 月 15 日練習日誌。 
267 瞬 1 年生 3 月 15 日練習日誌。 
268 瞬 2 年生 7 月 27 日練習日誌。 
269 瞬 2 年生 9 月 15 日練習日誌。 
270 A 高校女子ハンド部でも同じように部員同士を他の部員と差異化して「仲間」と呼ん
でいた。 
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から、仲間の変化に気付き、声をかけてあげたりできるチームになりたい。とても
悪いチームならば、今までこれていないのだから、そのような所をよくしたら、も
っと強いチームになれると思うので、大人の集団になれるようにしたい271。 
 
チームにおいては仲間が重要であり、仲間の変化に気付き、声掛けができるチームは「大
人」の集団であり、それが強いチームであると認識していることが指摘される。 
「大人」は勝つチームとも、たびたび関連して綴られる。 
 
子供では勝てない。子どもは誰かに何かをやってもらうが、大人は違う。自分たち
はまだ大人になりきれていない。勝つチームになるためにも大人の考え方をして行
動したい272。 
僕らはアマチュアだから、プレイ以外の事をもっと気づいて行動していく。自分達
でチーム作りをしていき、子どもの集団にならないようにして、勝つチームにする
273。 
誰かにやってもらうことは子供の考え、大人はそんなことはしない。チームに自分
たちはどのようにして貢献しているか、どれくらい貢献しているかをもっと考えて
チーム作りをする必要がある274。 
 
大人とは自ら考えて自ら行動できる人であり、勝つチームになるためには、これが必須で
あると考えられている。 
 総括すると、C 高校男子ハンド部の理想のチームとは「大人」の集団であると指摘され
る。部員たちは、理想のチームになるため、「仲間」とコミュニケーションを図り、仲間の
変化に気付き、声を掛け、助け合うとともに、自らの考えを主張し合う。このようなプロ
セスを経て、チームが一つになり、勝利に繋がると考えていると指摘される。 
 
第 5 節 OB の語る活動理念 
 
                                                   
271 勇気 2 年生 11 月 8 日練習日誌。 
272 瞬 2 年生 10 月 8 日練習日誌。 
273 瑞樹 2 年生 1 月 28 日練習日誌。 
274 瞬 2 年生 2 月 1 日練習日誌。 
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 本節では、C 高校男子ハンド部の OB であり、現在はコーチも務める落合の語りから、
活動理念を見ていきたい275。落合は、C 高校男子ハンド部で重要視されていることは、「人
間的に、挨拶、礼儀はちゃんとしろということですね」といい、遠征時のエピソードを例
にあげて礼儀作法と挨拶の徹底について語る。 
 
遠征の時もそれで先生が怒って。挨拶をしなかったんですよ、先生の前で。先生が
飲みに行く時に、待ってくれている先生がいて、僕らはご飯を食べに行っていたん
ですけど、ちゃんと挨拶せずに、行って。 
 
部員が、他校の先生の前を挨拶せずに通ったところを顧問教員に見られて怒られたという
エピソードであるが、、C 高校男子ハンド部では、知らない人にでも笑顔で挨拶をすること
が求められるのである。 
 さらに、C 高校男子ハンド部ではコミュニケーションを積極的に取ることが推奨される。
落合は、「コミュニケーションをしっかり取る。社会に出てしっかりできるような男にして
出したいというのがあるらしくて、それはしっかりしましょう」と顧問教員がたびたび語
ると説明し、社会に出た時に通用するコミュニケーション能力の獲得が重要視されている
と話す。これらのことは、「勝つことと同じくらいに重要視されている」という。 
また、プレイと日常生活は関連させて語られることも多いと話す。「挨拶ができないから
勝てない」などというように、一見すると無関係と思われるものまでが関連するとして語
られるという。これは、本章第 4 節第 3 項で言及したことと一致する。 
 また、チームワークやチームのまとまりも同じように重要視されていると説明する。 
 
チームワークは、だいぶ言われますね。ミーティングしているのに全然違うところ
に行っているやつが今年はけっこう多くて、まとまっていないのが多いんですよ。
おまえらは、チームは別々かみたいなことはいわれますね。ミーティングするのだ
ったらミーティングしろ、しないのならしない、分けろとはいいますね。まとまり
がないとはいいます。 
 
                                                   
275 本節は、2017 年 1 月 26、8 月 31 日に実施したインタビュー調査を中心とする。本節
中は、特に断りのない場合は、当インタビューによるものとする。 
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このように、現在のチームのまとまりのなさを指摘し、顧問教員がチームでまとまって行
動することを要求していると指摘する。さらに、落合は、顧問教員がチームのまとまりに
ついて「成長」という表現を用いて説明すると話す。 
 
チームとしてしっかり成長していけって。チームが弱いっていうか、チーム的に成
長がないっていうか、レベルが低いから、もっとお前らはチームで上がっていかな
いといけない、もっと成長しろとはいいます。 
 
このように、コーチも務める OB の落合から見ても、顧問教員が「チームのまとまり」
を強く意識し、仲間同士でコミュニケーションを取り、チームを〈成長〉させることを求
めていると感じるようである。 
 
第 6 節 顧問教員の語りに見る指導理念 
 
 本節では、顧問教員の語りをもとにその指導理念について見ていきたい276。顧問教員の
指導理念が、活動理念や実際の活動に与える影響が大きいことはいうまでもないだろう。 
 
 第 1 項 伝統と「勝利」 
 
 顧問教員は、C 高校男子ハンド部の創立に関して、前任の顧問教員と当時の校長先生と
のやり取りを語る。 
 
先代がハンドボール部を作ったのだけど、昔、体育科というのがあって、体育科と
いうのは運動部に絶対所属していないといけないんだけど、運動部を辞める子もい
て、そうすると体育科に存在する意味もなくなるし、宙ぶらりんになるので、そう
いう挫折した子等を受け入れる部活を作ってくれないかと、当時の校長が、先代の
監督にお願いをして、そういう受け皿的な部活として誕生したのが、うちのハンド
部。 
                                                   
276 本節は、2017 年 9 月 1 日に実施したインタビュー調査を中心とする。本節中は、特に
断りのない場合は、当インタビューによるものとする。 
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当時の校長先生の依頼により、もともとは他の部活動を挫折した生徒のための受け皿とし
て誕生したため、その伝統を現在も引き継いでいると語る。 
 
ちょっと心が弱い子、能力的に弱い子等を受け入れるという、このスタンスという
のは、今もきちんと受け継がないといけないなというのはあって、もう先代もなく
なったんだけど、もうとにかくハンド部を頼むというのが最後に交わした言葉だか
ら、それだけは絶対忘れたらいけないと思いながらやっている。だから、能力の低
い子とかでも、もちろん甘やかしたらいけないんだけど、そういう子たちでも面倒
をみる。 
 
顧問教員は、先代の意思を引き継ぎ、精神的に弱い生徒や運動能力が低い生徒も受け入れ
るようにしている。さらに、「生徒が辞めるのは一番駄目なことだと思う。ハンドボールが
嫌いになったりさせてはいけない277」、「生徒が辞めないような指導を心掛けている」、「辞
めさせるのが一番駄目278」、「ハンドボールが嫌いになるような指導は駄目だと思うし、そ
ういう指導はしていない279」、「高校生の時期は打ち込めるものが大事280」と常日頃から、
たびたび語るように、その伝統を重要視している。実際に、「数年に 1 人、2 人しか辞めな
い281」というように途中退部する部員は、ほとんどいない。 
 この伝統に加え、顧問教員は「勝利」も重要視したいと語る。 
 
大事にしていることといえば、その先代の心が弱い、能力が低い子等でもきちんと
受け入れるだけの器のでかさというか、そういったものはきちんと持っておきたい、
プラス、先代になかった勝つということをもっと入れて、生徒らがもっと練習した
方が良いんじゃないと思わせないくらい、お腹いっぱいになるくらいの練習環境は
与えたいないというのは大事にしているところだなと思う。 
 
                                                   
277 参与観察中の聞き取り。 
278 同上。 
279 同上。 
280 同上。 
281 同上。 
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顧問教員は、先代から引き継いだ伝統は守りつつも、先代にはなかった勝つということを
取り入れ、生徒が満足できるだけの練習環境を整えることに力を入れている。 
その一方で、勝つだけではいけないとも考えている。 
 
もちろん高校生というのは純粋だから、勝ちたいというし、優勝したいとか全国へ
っていうんだけど、まあ、もちろんこっちはそれを叶えさせてあげたいって思いは
あるけど、まあ環境を整えたりっていうのはあるけど、じゃあ勝てばそれで良いの
かという問題も出てきて。 
仮に勝てなかったとしても、すごくハンドボールが好きになって、ずっとハンドボ
ールに関わり続ける人間を作る方が、まだ価値があるんじゃないかな。 
 
 このように、創部当初の伝統と顧問教員自身が付与した「勝利」という二つの要素をと
もに重要視していると考えられる。 
 
第 2 項 顧問教員の考える「大人」と高校生 
 
 顧問教員は、「大人」と高校生について、その違いを説明する。 
 
まずはやっぱりやるべきことから逃げないっていうことが一番。例えば高校生くら
いだったら、宿題とかも面倒くさいといってやらなかったりとか、代筆とかで出し
たりとか、そういうやるべきことから逃げないというのがまず一番かな。一生懸命
やっているやつを馬鹿にするような風潮とか叱られているやつをからかったりする、
そういう雰囲気とか、そういうのは絶対に許さないようにはしているかな。 
 
顧問教員のいう「大人」とは、やるべきことから逃げない人である。他方、高校生は、や
るべきことから逃げてしまうことがあると指摘する。さらに、自らの教員という仕事を引
き合いに出して、さぼるような大人にはなってほしくないと語る。 
 
特にうちらの仕事って、やってもやらなくても同じみたいな、まじめにやろうが、
適当にやろうが、別にそんなに咎められることもないし、結果とかをそんなに求め
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られることもないし、さぼろうと思えばいくらでもさぼれる仕事だし、そぼってい
るやつもいっぱいいるし、そういう大人になってほしくない。 
 
やるべきことから逃げず、自主的にまじめに取り組むことができる「大人」を育てたいと
考えていることが窺える。 
 さらに、「大学みたいなチームを作りたい」といい、「高校生だけど、大学生っぽい感じ。
それが、絶対に顔とかにも出てくると思うし、大人びた表情とか、そういうふうにしたい」
と理想のチームを語る。 
 顧問教員は、高校生に関して、「俺は高校生の力を信じていると思う。絶対できるってい
う。でも、成長しきれず、できていないから叱る。けど、できるだろうというようなスタ
ンスでやっている」といい、高校生は大人と同じようにさまざまなことが「できる」と認
識している。さらに、学級経営の経験からも生徒が「できる」という認識を強化している
様子が窺える。 
 
高校生ってやっぱりできると思うんだよね。これは部活動ではないのだけど、クラ
ス経営も結局同じで、学級担任としてもやっているんだけど、例えば体育祭でパフ
ォーマンスをしようという時なんかも、俺、最初の 10 年くらいは、必ずクラスの
中心にいて、自分が中心でこう何かを作ったりとかパフォ－マンスをしたりしてい
たんだけど、なんか違うなと思い始めて。アウトラインは示すけど後は自分たちで
やりなさいということで、各セクションを作ってそれぞれのセクションリーダーを
決めて、それでどういうふうに動くかとか、時々進捗状況を確認し合ったり、ミー
ティングしながらやらしたら、やっぱりできるもんね、きちんと。 
 
このように、生徒に役割を与え、自らがサポートに回れば、生徒自身が行動し、いい結果
を生むことを経験的に知っていると語る。 
そのため、「彼らが活動しているところに必ず行くというのは、何かを教えようとかそう
いうのは、実はあまりないのかもしれない。なんか見守ってやるっていったらあれだけど」
と語り、自らの役割は教えることではなく、見守ることであると説明する。しかし、実際
の活動のなかでは、生徒をたびたび指導する場面が見受けられる。実際は、「成長しきれず、
できていないから叱る」というように、あくまでも見守るだけというのは理想のようであ
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る。 
 
第 3 項 将来のためのコミュニケーション能力 
 
顧問教員はチームで行動することを重要視する。「連帯感や仲間意識はやっぱり持つべき」
だといい、「チームが 1 つに」なることを望む。 
 
バスに乗って、皆がイヤフォンをして、寝て、知らない間に、どの道を通ったのか
もわからず、どこかわからないところに着いて、ハンドボールだけやってというの
はおかしいんじゃないかなと、チームで動いているのに。 
 
これは、暗黙の規範であるイヤフォン禁止と居眠り禁止についての顧問教員の考えである。 
チームで動いている際には、できる限り仲間とコミュニケーションを取ることを要求し、
それは勝つためよりも将来のためであると説明する。 
 
仲良しグループになる必要はないけど、自分はこういうふうに思っているんだって
いうことをやっぱり意思表示することとか、それで相手の意見に聞く耳を持つとい
うことは、絶対、社会に出て必要だと思うし、チームにとってもそれも必要不可欠
だと思うし、高校生くらいというのは止めておこうかみたいな、面倒くさいから止
めとこうっていう、そこから逃れたら、結局、高みにはいけないのではないのかと
いうのはあるかな。 
 
自らの意思を表示し、また、相手の意見に耳を傾けることは社会に出るにあたり、必要な
能力であるとともにチームにとっても必要不可欠だと考えていることが窺える。高校生は
人間関係のこじれを恐れ、意思を表示しないことがあるが、高みに到達するためにはそれ
は不可避なものだと考えていることが窺える。 
 さらに、コミュニケーションを重要視する理由として、OB との会話に言及する。 
 
卒業生の力は大きいかな。卒業して一緒に飲んだりすることもよくあるんだけど、
先生、あの時の言葉とか、あの時、先生がすごくいっていたこととか要求してたこ
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とが今めっちゃ活きていますよとか。それは 10 年後とかだけど、やっぱりいって
るから、それが一番多いのが割とコミュニケーションのこと。 
 
このように、OB との会話のなかで自らの指導の効果を確認し再生産している。その際に、
もっとも評価されているコミュニケーションを重要視している。さらに、コミュニケーシ
ョンを取ることは、外部に向けても意味をなすと付言する。 
 
コミュニケーション能力という部分では、そういうところも考えているかもしれな
い。なんか無意識的にだけど、試合会場で知らない人にも笑顔で挨拶をするって能
力が身についていたら、ぱっと C 高校って、あの子は笑顔で挨拶してくれる良い感
じのチームだねっていうふうに思ってくれたら、選んでくれるかもしれないし。応
援している子たちもすごく楽しそうにやっていたら、いい感じやなと思うんじゃな
いかなとか。コートに入れていない人が、なんでこんなに楽しそうなんだろうって
いう、汗びっしょり掻きながら。そういう好感度アップを狙っているのもあるんよ
ね。彼らに責任感とか誇りとかを持ってもらいたいっていうのプラス、周りに対す
る好感度、いやらしいけど、好感度振りまいていい選手に来てほしいっていう。 
 
コミュニケーション能力を高めることは、受験生やその保護者を含む外部への C 高校ハン
ド部のアピールの意味を含んでいる。将来のために身につけるべきコミュニケーション能
力であるが、一方で、したたかに新入部員の確保のためにも必要と考えていると指摘され
る。 
 
第 4 項 役割付与と責任 
 
 顧問教員は、戦力にならない部員の扱いで葛藤する。 
 
やっぱり 3 年生で、本当にこう全員を出してやりたいし、ユニフォームを着せてや
りたいけど、どうしても勝利のことも頭をよぎって、外さないといけないこともあ
るんだけど、実力不足だからで終わったらかわいそうだから、1 つ仕事を与えて頼
むぞという言葉をかけることはしている。 
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勝つためには、3 年間頑張ってきた部員をベンチメンバーから外すという決断に迫られる
時があると話す。その際に、応援団長など、本来は存在しない役職をその部員に与え、「頼
むぞ」と声を掛ける。また、その葛藤のなかで、「どうしても教育としてを優先してしまう。
でも難しいところ」というように、難しいとしながらも教育としての側面を優先すると語
る。 
 顧問教員は怪我や病気でプレイをできなくなった生徒へも同じように役割を与える。数
年前に主務を務めた生徒は、元々は部員として入部したが、病気のためにプレイをするこ
とができなくなった。その際、退部を考えていた当該部員であるが、顧問教員に主務とい
う役割で一緒に頑張らないかと説得され、主務を引き受けたという。 
主務は、顧問教員が自らの「相棒的存在」というように、遠征時のお金の管理やその他
多くの仕事を任される重要なポジションである。顧問教員は、マネージャーに関して、「ま
あ女子になることも多いんだけど、女子だからとか、マネージャーだからとか、あまりそ
ういう意識はない。それぞれにそれぞれの責任があるし、大変さもある」というように、
性別に関わらず、マネージャーという責任を果たすことを望み部員と同様に厳しく指導す
る。 
このように、顧問教員は戦力にならない部員に対しても役割を与え、それぞれにそれぞ
れの責任を果たすように指導している。これは、先代から引き継いだ受け皿としての側面
の実践であると考えられる。 
 
第 7 節 本章のまとめ 
 
本章では、まず初めに C 高校男子ハンド部における活動の実態を〈部活動文化〉という
分析枠組みから詳述した。そこには、さまざまな〈部活動文化〉が存在し、部員はそれら
を内面化することが勝利に繋がると考え日々活動を行っていた。 
成文化された部活内規範「C 高等学校男子ハンドボール部 部則」を基礎とし、さまざ
まな暗黙の規範によって部員は言動を方向付けられる。3 つの大きな目的である「ハンド
ボールを通じた人格形成」、「高度な技能・理論の習得」、「心身ともに健全なスポーツマン
の育成」が、すべての活動の根底にある様子が部活動文化を概観することによって確認さ
れた。 
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また、C 高校男子ハンド部には、連帯意識を高めるような〈部活動文化〉が無数に存在
した。多くの服飾類の共有や多彩な部員的身体技法を内面化することは、部員としてのア
イデンティティーを確立し連帯意識を形成していく。それに加え、仮入部制度、教育係制
度、毎日のミーティングや練習日誌は、あるべき理想の部員像である「大人」をそれぞれ
の立場から繰り返し学ぶ仕組みとして機能していた。集団の理想像を内面化していく過程
は、自他の区別を生み、強力な連帯意識の形成に繋がると考えられる。さらに、送別会や
OB 戦は、現役部員のみならず OB に対しても、C 高校ハンドボール部員というアンデン
ティティーを再生産し続ける様子が確認された。このような一連の活動を通して、3 年間
という短い期間に強力な連帯意識が形成され、それが卒業後も維持されるのである。 
C 高校男子ハンド部の理想の部員像である「大人」とはいかなる者を指すのか、練習日
誌での部員と顧問教員のやり取りはそのことを明確にしてくれる。C 高校男子ハンド部に
おいて、「大人」とは、自らの責任を自覚し、与えられた役割を全うすることによって責任
を果たすことができる者である。それは、顧問教員の言葉を借りて端的にいうならば、「や
るべきことから逃げない」ということである。部員は、部活動を通して理想の部員像「大
人」を目指し、部活動文化を内面化していく。 
勝利を目指す C 高校男子ハンド部であるが、ただ勝利するだけのチームは否定され、挨
拶、整理整頓、気配りや勉強までもしっかりと取り組めるチームが強いチームと考えられ、
評価される。換言すると、強いチームとは「大人」の集団であると考えられている。これ
は、C 高校男子ハンド部の理想のチームである。部員たちは、理想のチームである「大人」
の集団になるため、「仲間」とコミュニケーションを図り、「仲間」の変化に気付き、声を
掛け、助け合うとともに自らの考えを主張し合う。このようなプロセスを経て、チームが
一つになり、勝利に繋がると考えられている。 
さらに、「大人」はさまざまなことに感謝し、感謝を適切な方法で表現することができる
とされる。それが、恩返しであるとされ、最大の恩返しは「勝利」だと語られる。つまり、
「大人」の集団は、感謝を表現することができる集団であり、最大の恩返しである「勝利」
を手にする集団であると認識されている。 
このように、本章では、体罰の存在しない C 高校男子ハンド部の活動の実態を明らかに
した。ここから見えることは、A 高校女子ハンド部との類似性である。C 高校男子ハンド
部における理想の部員像「大人」を目指す過程は、〈自らの成長〉の過程であることが指摘
される。さらには、理想のチームを目指し、チームが 1 つになることを目指す過程は、〈チ
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ームの成長〉の過程であるといえる。体罰の有無という違いはあるものの、ともに〈成長〉
を希求し、活動しているといえる。 
次章では、モデルケースとした A 高校女子ハンドボール部を加えた 3 つの事例を比較検
討することによって、B 高校男子ハンド部における部員の体罰肯定式の形成過程を考察す
るとともに、その背景にあると考えられる部活動の構造に関して言及したい。 
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第 5 章 部員の体罰肯定意識の形成過程とその背景 
 
 本章では、まず B 高校男子ハンド部における部員の体罰肯定意識の形成過程を〈経験と
しての体罰〉と〈経験としての部活動〉という分析概念を用いて明らかにする。さらに、
C 高校男子ハンド部における体罰の認識について、〈経験としての部活動〉と〈経験として
の叱責〉という分析概念を用いて考察する。最後にここまでの議論を総括する形で体罰肯
定意識の背景について考察する。 
 
第 1 節 B 高校男子ハンド部における体罰肯定意識の形成過程 
 
 B 高校男子ハンド部には、体罰を受けることによって〈成長〉したという共通認識が存
在した。しかしながら、部員は、被罰当時は体罰にそのような肯定的意味の付与は行って
いなかった。本節では、〈経験としての体罰〉と〈経験としての部活動〉という分析概念を
用い、部員が〈体罰合理化〉に至る過程を考察する。この過程は、言い換えると体罰肯定
意識の形成過程であるといえる。 
 
第 1 項 「笑い」として語られる〈経験としての体罰〉 
 
かつて同じ目的のもと、多くの時間、経験や部活動文化などを共有した部員が、OB 会
などを通してその経験を語り合い、昔話に花を咲かせることは経験的に知る人も多いだろ
う。それらがいかに語られ、いかに利用されているのか、OB 達の語りから見ていきたい。 
個人差はあるものの、生徒が被罰当時に不快感や恐怖を覚えていた体罰は、経験として
語られる際、当時の被罰経験は違った文脈で理解される。OB 会などで部員が集まった際、
当時の被罰経験が語られることが多いという。卒業後、年数が経つに従い、近況報告の割
合も増加していくが、卒業して間もないうちは特に被罰時の話が中心的話題であり、恭平
が「逆になければ何を話すのみたいな282」というように重きが置かれている。また、雅樹
が「夜とかは、あの時ああだったよなとか、だいたい毎年同じ話をします283」というよう
に、OB 会では毎年同じ話をしていると話す。 
                                                   
282 恭平 2011 年 8 月 15 日。 
283 雅樹 2016 年 12 月 28 日 
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 祥次は、部員が集まった時には部活全体の話をするとしつつも、体罰の話によくなると
語る。 
 
マイナスの話の方が多いですね。マイナスの話で笑うみたいな、そっちの方が多い。
マイナスの話として話してはいないですね。なんか例えば、先生にめっちゃ脛やら
れるとか言葉でオカマって言われるとか、なんかあの時はくそきつかったですけど、
今はなんかこう、別に。こいつらをボロボロにさせたくて言っているわけじゃない
だろうし284。 
 
さらに、自分が「オカマ」といわれたことも「笑い話です」と語る。〈経験としての体罰〉
が語られる際、部員たちはそれを「笑い話」と表現し、自らの被罰経験も「ネタ」であり、
話している時は「楽しい」と説明する。 
雅樹は、〈経験としての体罰〉を聞き手として楽しんでいると語る。 
 
やられたことだけの話ではないですけど、出ることはありますね。おまえ、あの時
宙に浮いていたよなとか。木に刺さっていたよなとか。まあ、今となってはおもし
ろいです。話しているその時はみんなで楽しい雰囲気ですね。話を聞いていておも
しろいですね。その本人のやられた時の気持ちはどんなものかは、わからないです
けど、その本人はその時の恐怖とかがあるかもしれないですけど、もうそれは何年
も経って、僕らも聞くだけならおもしろいですよね、申し訳ないですけど。僕が殴
られた話はあまり出てこないですね、なので言えるのかもしれないですけど。その
殴られていた二人はどんな気持ちになるのかはわからないですけど、僕は恐怖とか
の記憶はないです285。 
 
このように、〈経験としての体罰〉が語られるのを聞く時はおもしろいと感じ、周りも楽し
い雰囲気だと話す。被罰経験が多かった部員が何を感じているかはわからないと気遣いな
がらも、自らは恐怖を感じていないと説明する。 
 一方で、雅樹が気遣っていたうちの１人であり、被罰経験の多い恭平は〈経験としての
                                                   
284 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
285 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
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体罰〉に関して、一人ひとりが思い出に残っている場面があり、それを他の部員も覚えて
いて皆で懐かしむことが楽しいと感じ、もはやそこに嫌な感情はないと説明する。 
 
楽しいですね、やっぱり一個一個思い出に残る場面ていうのが、一人ひとりあるん
ですよね。あの時こうだったとか、皆覚えていますね。20ｍくらい、僕とかびんた
で下がっていった、パンパンパンパンパンパンパンパンて、フェンスにガシャンて
なったとか、やっぱり皆覚えているんですよね。ソテツに刺されたとか、あったな
ぁみたいな。くだらない話ですけどね、たぶん。酒も入って喋っていたら、あった
なぁみたいな、懐かしいなぁみたいな形にはなっているんじゃないですかね、やっ
ぱり。嫌だったなとかはないですね。もうないでしょうね、別に286。 
 
 もう一人の被罰経験が多い一郎は、〈経験としての体罰〉を語る際は他の部員とともに笑
い、楽しいと話すが、ふと当時の被罰経験を思い出す際には苛立ちを覚えると語る。 
 
確かに笑い話。その通りかもしれないですけど、あの当時の先生を思い出したら、
今でもイライラします。皆で話している時は笑うんですよ、笑うんですけど、楽し
いは楽しいです。自分の話でも、今この立場でいると楽しいです。ただ今でもその
時の思い出をぱっと思い出したらイライラします287。 
 
他の部員が、当時の否定的感情を現在は有していないと語るのとは対照的に、現在も当時
感じた不満を忘れていないと語る。一方で、〈経験としての体罰〉として語っている時は、
他の部員と同様に笑い、楽しいと語る。しかしながら、〈体罰合理化〉に至っていない一郎
にとっては、〈経験としての体罰〉を笑いとして語り、コミュニケーションツールとして利
用しながらも、あくまでも否定の対象であると考えられる。 
 当時、否定的な感情を抱いていた体罰が、なぜ笑い話として語られるのだろうか。智樹
は、それを立場や環境の変化だと説明する。 
 
立場も環境も変わったからですかね、自分が置かれている。もうその部活の部員と
                                                   
286 恭平 2016 年 12 月 27 日。 
287 一郎 2017 年 6 月 19 日。 
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しての身からは退いていますからね。だから今となっては、当時は悔しかったかも
しれないですけど、部員だった時代は。でも、今は違うところに身を置いているの
で、そういう意味では過去のこととして割り切れるからですかね288。 
 
立場や環境の変わった現在においては、過去のこととして割り切っているからだと語った。
また、祥次も、同じように語る。 
 
もう、なんか昔の自分て、距離がある、なんていうんですか、客観的にみる。当時
だったら全然笑えないと思うんですけど。別人みたいな感じですよね。よくやれた
なみたいな、そういう感じが強いと思います。ネタみたいになっていますね289。 
 
一方で、当時から体罰を否定していなかった雅樹は、顧問教員との関係性に理由を求め
ている。 
 
部活外の先生はやっぱり全然違うじゃないですか、部活の時と。学校で会う時とか
引退した後とかも普通に優しいし。卒業したら飲みに行ったりもしたし、割り切っ
ているというか部活と部活以外。まあ終わったらもうあれですけど。先生に対する
嫌な感情は、僕は全くないですね。むしろこっちから連絡します、飲みに行きまし
ょうみたいな290。 
 
 このように、すべての部員が〈経験としての体罰〉を語り合う際、楽しいという共通認
識を有している。それは OB にとって、〈経験としての体罰〉がコミュニケーションツール
として機能していることを示していると考えられる。OB 会を通して、毎年語られる〈経
験としての体罰〉が笑いとして語られることは、当時の体罰に対する否定的な感情を緩和
する可能性があると指摘される。 
 榎本によると、「同じ経験や記憶を繰り返し話していると、そのイメージが頭の中にしっ
                                                   
288 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
289 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
290 雅樹 2016 年 12 月 28 日。 
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かり焼き付いて、いつでも簡単に思い出せるようになる291」という。くわえて、「繰り返
しによるイメージの定着が、偽の記憶の植え付けをもたらす292」と指摘するように、定着
するイメージの正誤は問題ではなく、あくまでも繰り返し語られた経験が定着すると指摘
している。 
〈経験としての体罰〉は、部員にとって「笑い」であり、それを語ることによって焼き
付けられるイメージは、当時の実際の体罰ではなく、あくまでも「笑い」であると考えら
える。このことは、部員が当時は否定的に捉えていた体罰を肯定に転じる一助となると考
えられる。 
また、榎本は、「同じような思いを持つ人間たちが集まると、相互の支持が自分の判断が
正しいのだという確信度を高めるとともに、高揚感をもたらすであろう293」と指摘する。
まさに、毎年一回の OB 会は、〈経験としての体罰〉を「笑い」として捉えることが、正し
いこととして確信されていく場として機能していると考えられる。 
〈経験としての体罰〉は、被罰当時の実際の体罰とは違うものとして捉えられ、当時と
は異なった文脈で「笑い」として繰り返し語られ共有されていくことによって、体罰肯定
意識を生む一助になると考えられる。他方で、一郎が〈経験としての体罰〉を「笑い」と
して共有しつつも肯定に至らなかったのは、それがあくまでも体罰肯定への 1 つの要素で
あるからと考えられる。 
 
第 2 項 困難を克服するためのツールとしての〈経験としての部活動〉 
 
〈経験としての体罰〉が、部員の集まりのなかで「笑い」として語られ、共有されてい
る一方で、〈経験としての部活動〉は違った文脈でも意識される。それは、引退後の生活の
なかで、困難に直面した時である。隆男は、大学時代に困難に直面した際の話を語る。 
 
ふと高校でハンドボールをしていたことを思い出したんですよ。ちょっとしんどい
時に、大学の 4 年生なんですけど、研究がしんどい時に、バイトがうまくいってい
ない時に、思い出した時にすごく楽になったんですよ、心が。全然大したことない
                                                   
291 榎本博明 2009『記憶はウソをつく』祥伝社新書：172。 
292 同上：173。 
293 同上：187。 
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じゃん、これって、この状況って。本当にベンチで試合に出れなかったりとか、ま
あそれに比べたら全然、今の状況も大丈夫だな、みたいな。それは体罰も含めた部
活全体のあれです294。 
 
体罰も含めた高校時代の部活動全体の経験を思い出し、精神的に楽になったと語るように、
〈経験としての部活動〉と現在の状況を比較することによって、現在の状況が相対化され
精神的な安定を得たと感じている。このように、〈経験としての部活動〉は、部活動引退後
の部員にとって困難を乗り越えるツールとして機能していると考えられる。 
 智樹は、「逆に、僕みたいに、それで違うことを思う人にとっては、あの時悔しかったな
とか、あんな感じにされていたけど、今は頑張れるみたいな人もいるんじゃないですか295」
と語り、その悔しさが、困難を乗り越える力になっていると説明する。 
 
ずっとスタメンになりたいと思って、でも、なれなかった悔しさは、何て言ったら
いいんでしょう。すごくしようもないですけど、例えば、部活ではこのメンバーに
勝てなかったので、大学とか就活とか違う面でこいつらに勝ちたいっていうのは、
変にあるかもしれないですね。そっち側がモチベーションです296。 
 
〈経験としての部活動〉が、受験や就職活動などのその後の生活において、他の部員に勝
ちたいというモチベーションになっていると説明する。 
一方の祥次は、就職後に会社に同期入社した友人と会話をしている際に、〈経験としての
部活動〉を通して、「根性がついた」ことに気付いたと話す。 
 
周りの同期とかと話す時に、こういうことを言われてとか、俺こう思ったとか言う
のが、ちょっと僕が鈍いのか、そういうのに耐性があるのか、そんなの別に全然普
通じゃんて感じる。高校の時にいわれたり、なんか、それでいわれても全然、同期
とかが言われていることを聞いても、別に、全然普通297。 
 
                                                   
294 隆男 2917 年 6 月 13 日。 
295 智樹 2017 年 2 月 12 日。 
296 同上。 
297 祥次 2017 年 6 月 7 日。 
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友人の話を聞いている時に高校時代の経験から自らは耐性が出来ており、友人の話に共感
できず、そこで初めて「根性がついたこと」に気付いたと説明する。さらに、当時の経験
について、「一番、高校が正直きつかったです、部活は。なんか技術的な面でも自分に納得
がいかないとか、一郎と恭平というすごいやつらがいて、すごくそれは、劣等感はずっと
ありました。そういう、なんか、いろんな意味で耐性298」がついたと説明する。当時の「き
つさ」や劣等感を感じながらの活動によって根性がついたというように、〈経験としての部
活動〉によって、困難を困難と感じない耐性が身に付き、困難に直面しても動じなくなっ
たと語る。 
恭平は、高校時代がもっとも「濃い時間」であり、笑い話になっている〈経験としての
体罰〉も含め、人生にとってプラスだと語る。 
 
基本的に、一番、今までの人生でいったら、小・中・高・大学・社会人ですけど、
一番濃い時間というか、一番思い出に残るのはその辺が一番残るのかなというか、
まあ全部含めですよね、こういうこと（殴るジェスチャー）もやられたとか、実際
飲みに行ったりしたら、「マジで何なんぞ」って時の話もあるので。笑いになってい
るというので、人生的にはプラスですよね。まあ、あれよりしんどいこと、まあ今
の方がしんどいかもしれないですけど、基本的にあの時もしんどかったなとか、高
校の時もしんどかったけど、まあなるようになるんじゃないみたいな感覚には、何
もしていない人よりは、絶対にそういう気持ちはあると思います299。 
 
当時の「しんどさ」が、現在の「しんどさ」を楽観視する一助となっているとし、〈経験と
しての部活動〉を有していない人と比べると困難に対する耐性があると説明する。 
 このように、部員は引退後の困難に直面した際に〈経験としての部活動〉を思い起こし、
そこで〈成長〉した自分に気付く。ここで実際に成長しているかは別問題として、彼らが
そのように認識していることが重要である。つまり、部員は、引退後の困難に直面した際
に初めて、〈成長〉という肯定的意味の付与を行うと考えらえる。 
 
第 3 項 〈経験としての部活動〉から見る体罰肯定意識の形成過程 
                                                   
298 同上。 
299 恭平 2016 年 12 月 27 日。 
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このように、B 高校男子ハンド部において体罰を合理化した 4 人すべてが、当時から体
罰に肯定的意味を付与していたわけではなく、部活動から離れた後に、〈成長〉という肯定
的意味の付与に至っていることが明らかになった。 
部員は、部活動から離れた後に〈経験としての体罰〉を「笑い」として語り合い、困難
に直面した際には〈経験としての部活動〉を思い返し、現在の自分に与えた好影響に気付
くことによって〈体罰合理化〉に至るのである。ここで合理化されるものは体罰だけでは
なく、体罰を含む部活動全体であると考えられる。つまり正確にいうと、部員は、〈経験と
しての部活動〉を思い返し、部活動を合理化しているのである。 
先行研究が示した被罰経験がある者ほど体罰肯定意識が強いという指摘は、回顧型アン
ケート調査という方法論的限界によって、部員の体罰肯定意識の形成過程の時間的側面を
見落としてきたことが指摘される。部員は体罰を受けることによって体罰の肯定に至るの
ではなく、〈経験としての体罰〉を「笑い」として語り、体罰を含む〈経験としての部活動〉
を違った文脈で再解釈し利用していく過程で、部活動の合理化に至り、その文化要素の 1
つである体罰もともに合理化されたと考えらえる。これが、本研究が明らかにした体罰肯
定意識の形成過程である。 
しかしながら、部活動を通して成長したと考えない一郎に関しては、部活動も体罰もと
もに合理化されず、体罰形成意識も形成されなかった。一郎が、部活動の合理化に至らな
かった理由は、本研究の射程を超えるため、別稿に譲ることにするが、体罰根絶のために
も重要な課題であると考える。 
 
第 2 節 C 高校男子ハンドボールにおける〈成長〉と体罰の認識 
 
 本節では、C 高校男子ハンド部における部員と OB それぞれの体罰の認識を概観した後、
4 人の OB の語りもとに C 高校男子ハンド部における〈成長〉と体罰の認識の関係につい
て〈経験としての部活動〉と〈経験としての叱責〉という分析概念を用いて考察する。 
 
第 1 項 部員の体罰に関する認識 
 
 本項では、C 高校男子ハンド部の 5 人の部員が、これまでのスポーツ場面において被罰
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経験を有するか否か、また、体罰に関していかなる認識を有しているのか、それぞれ見て
いきたい。 
 圭は、中学校で部活動としてレスリングを行っていた。部員数が 8 名ほどの小規模な部
活動で、練習時間は短く、1 回 2 時間ほどの練習を週 3 回行っていた。練習内容と生活面
のどちらに関しても全く厳しくなかったと当時を振り返る。しかし、顧問教員は、指導力
があり、圭は県大会で優勝するほどの成績を収めた。そこでは、体罰は皆無であった。 
 高校に入学するにあたり、新しいスポーツをしたいと考えていた圭は、友人の勇気が行
っていたハンドボールに興味を持ち、C 高校男子ハンド部への入部を決めた。授業でハン
ドボールを経験し試合観戦を行うなかで、おもしろそうだと感じたと話す。 
 圭は、C 高校男子ハンド部においても体罰を受けることはなく、これまでのスポーツ場
面における被罰経験は皆無で、身近な人で被罰経験を有している人もいない。圭は体罰に
ついて、「選手としては、練習とかに行きづらいですかね。やりづらくなるんですかね300」
と語り、殴られることを考えると、練習に参加したくなくなると思うと説明した。圭は、
体罰に対して嫌悪感を抱いており、もし、自らが指導する立場になったとして、体罰は絶
対に使わないと話す。それについて、「同じ気持ちになるからですかね。自分も殴られたら
練習に来なくなったり、やる気がなくなったりする」と、自らが体罰を受けることを想像
して語る。圭は、体罰によって生徒のやる気がなくなると認識していることがわかる。 
 瞬は、中学校から部活動でハンドボールを行っており、そこでの被罰経験は有していな
い。当時の練習は、1 回 3 時間ほどで走るトレーニングが多く持久力がついたと語る。一
方で、生活面に関しては、「あまり言われていないですね。細かいこととかは、生活面は言
われていた印象はないです301」というように、生活指導は比較的緩やかだったと話す。「先
生自体は、怒ったら恐いですけど、普通にしていたらあまり言わない感じなので、まあそ
んなに怒らないですし、怒り方もなんか、優しくはないですけど、静かな感じで。叫ぶと
かも何回かあるんですけど、そんなに頻繁じゃないですし」と当時の顧問教員の印象を振
り返る。 
瞬は体罰を完全に否定し、暴力で選手がうまくなることはないと断言している。 
 
昔はけっこうあったと聞くんですけど、今、自分がされたらちょっと嫌な印象はあ
                                                   
300 圭 2017 年 3 月 21 日。以下、本項における圭の発言は同様。 
301 瞬 2017 年 3 月 21 日。以下、本項における瞬の発言は同様。 
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りますね。体罰は必要ないと思います。暴力とかで教えても、選手はうまくならな
いかなと、他の方法があるんじゃないかなと。 
 
そのため、自らが指導者になったとしても、体罰は「しないと思います。やられたことも
ないし。よくテレビとかで見ても、やっぱりそっちをやった方がうまくいかない気がする
ので」と語り、自らは被罰経験がなく、テレビなどのメディアを通して得る情報からも体
罰に意味や効果はないと認識していることがわかる。 
隼人は、小学校からクラブチームでハンドボールを行い、中学校では部活動としてハン
ドボールを行ってきた。当時の練習や礼儀作法は、「小学校は優しくて、中学校の時は礼儀
は小学校に比べたら、それなりに指導はされたんですけど、高校と比べたら全然緩い方で
す302」とそれぞれの状況を説明する。そのなかで、体罰を受けた経験はなく、身近な人に
体罰を受けたことのある人もいない。 
隼人は、体罰に関して「いらないと思います。口で解決する問題だと思うし、手をあげ
るのは違うと思います」というように完全に否定しており、口頭で指導すれば良いと認識
していること。そのため、指導者になったとしても、体罰は、「絶対に使わないです。必要
ないですね」と完全に否定する。 
 瑞樹は、小学校でドッヂボールとハンドボールを、中学校の部活動でバレーボール、ク
ラブチームでハンドボールを行っていた。そのなかの中学校における部活動において、一
年間、外部コーチとして指導に来ていた女性から日常的に体罰を受けていた。びんた、殴
る、蹴るなどを日常的に受けていた当時はアザだらけだったと振り返る。「ミスして、怒ら
れて、何か考えをいったら叩かれたりする303」というように、ミスをきっかけとして体罰
を受けていた。その時の感想として、「もうこわかったですね。嫌だったけど、強くなるん
だったら、まあいいかなって」と、怖いという感情を有しつつも勝つために容認していた
と話す。瑞樹は、その当時の体罰で実際に技術的にも精神的にも強くなったと語る。それ
は、実際の試合結果から、そのように感じたと話す。その外部コーチが来る以前は最下位
だったチームが、県大会で準優勝するまでに至ったと話す。 
被罰経験のある瑞樹だが、体罰に関して、「微妙ですね。それをやったら強くはなるけど、
あまり、なんか、いけないですね」と体罰について強くなると認識しつつも、「微妙」な感
                                                   
302 隼人 2017 年 3 月 19 日。以下、本項における隼人の発言は同様。 
303 瑞樹 2017 年 3 月 21 日。以下、本項における瑞樹の発言は同様。 
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情を有している。瑞樹は自らが指導者になったとしたら、「自分が嫌だったので、それをせ
ずに強くしたいですね」と体罰は行わないと語る。瑞樹は、体罰をすると強くなると感じ
つつも、体罰という行為に関しては「認めていないです」とはっきりと否定している。 
 勇気は、小学校 1 年生からクラブチームでハンドボールを行い、中学校では部活動でハ
ンドボールを行ってきた。小学校においても中学校おいても礼儀作法や挨拶に関しては、
厳しく指導を受けたことはなく、また、そのなかでの被罰経験も皆無であると語る。 
 勇気は、スポーツ場面における体罰は、「時には、必要だと思います。自分たちが完全に
間違っている時とかは、そういうことをして指導をした方が、ちょっとは良いのかな304」
といい、条件付きではあるが体罰を肯定している。その条件とは、「礼儀作法が出来ていな
い時」だといい、「プレイができないことによる体罰は違う」と否定する。口頭で何度も指
導しても伝わらない場合は、「軽い体罰くらいなら、ちょっとは良いんじゃないかな」と話
すが、自らが指導者になったとしたら、体罰は「たぶんしないと思います」と答えた。 
体罰の存在しないC高校男子ハンド部における部員の体罰の認識を概観したが、圭、瞬、
隼人の 3 人はスポーツ場面における被罰経験もなく、体罰を完全に否定した。中学校の部
活動において体罰を経験した瑞樹は、体罰によって「強くなる」という認識を有しながら
も、体罰を「認めていない」というように、アンビバレントな感情を有していると指摘さ
れる。体罰を条件付きではありながら、唯一肯定した勇気は、指導者になったとしても体
罰は行わないというが、礼儀作法に関して何度も口頭で指導しても伝わらない場合には、
軽い体罰が必要だと捉えている。 
このように、体罰の存在しない C 高校男子ハンド部では、ほとんどの部員が体罰を否定
した。しかしながら、中学時代に被罰経験を有している瑞樹は、体罰を否定しつつも体罰
に「強くなる」という肯定的意味を付与している。さらに、スポーツ場面における被罰経
験のない勇気は、自らは行わないとしつつも、条件付きで体罰を肯定するような認識を有
している。ここから、見えてくることは体罰に対する認識の多様性である。被罰経験の有
無以外にも多くの要素が体罰肯定意識に影響を与えていることが示唆される。 
 
 第 2 項 OB の体罰に関する認識 
 
 本項では、C 高校男子ハンド部の 4 人の OB が、これまでのスポーツ場面において被罰
                                                   
304 勇気 2017 年 3 月 21 日。以下、本節における勇気の発言は同様。 
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経験を有するか否か、また、体罰に関していかなる認識を有しているのか、それぞれ見て
いきたい。 
スポーツ場面における非罰経験がない落合は、「体罰に効果はないと思いますね305」と
断言し、自らの考えを主張する。 
 
僕はしないですね。痛めつけるだけで、ただ恐怖を押し付けているみたいじゃない
ですか。それだったら、わからせるために一回出して、しっかり考えさせてもう一
回入れるとかの方が良いんじゃないかなと思います。 
 
自らは体罰をしないと明言し、体罰は痛めつけたり恐怖を押し付けたりするだけだと語る。
その代わりに一度コートから外に出すことによって考える時間を与えると自らの指導法を
説明する。 
 田村も、体罰については「否定ですね306」と明言する。その理由として「実際、プレイ
で暴力をすると罰則を受けるのに、指導者が暴力をするのは矛盾していると思うからです」
といい、プレイ中の暴力の禁止から顧問教員の暴力を矛盾と位置づけている。 
一方の吉田は、小学校のラグビーのクラブチームと中学校のハンドボール部において体
罰を経験したと語る。「体罰に対しては、技術面の指導の場合では否定。しかし、学校生活、
私生活での問題、人間性の問題に対してなどでの体罰に対しては肯定307」とプレイでの体
罰と私生活での体罰を分け、前者を否定、後者を肯定と説明する。技術面の指導における
体罰に関しては、理不尽だと批判する。さらに、人間性や社会性の問題に関する体罰の考
えを語る。 
 
部活動は、教育の一環だと考えており、人間性や社会性の向上が第一だと考えてい
ます。口だけでの注意では徐々に慣れてしまうので、抑止力として手を出し、問題
に対しての危機感を感じてもらうことが必要だと思うから 
 
しかし、これは最終手段として考えており、基本的には反対だと付け加える。この体罰に
                                                   
305 落合 2017 年 1 月 26 日。以下、、特に断りがない場合、本節における落合の発言は同
様。 
306 田村 2017 年 10 月 1 日。以下、本節における田村の発言は同様。 
307 吉田 2017 年 10 月 1 日。以下、本節における吉田の発言は同様。 
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関する考え方は、高校生の当時から変わっていないと説明する。 
 林も、小学校・中学校のスポーツ場面において体罰を経験した。体罰に関しては、「迷い
ますけど、肯定ですね。いや、やっぱり否定です。いや、迷う。やはり多少肯定です308」
と考えが右往左往する。「生徒側が限度を超える場合が少なからずあると思います、口では
動かない、いうこと聞かないのを繰り返し、限度を超えると…。」と生徒側の限度を超えた
行動に対しては必要性を感じているようである。しかし、「でも。先生側の指導力不足って
のも、少なからずあると思います」といい、体罰を行使する指導者の指導力不足の問題も
含むと説明する。体罰に関する肯定的な考えは高校生当時から変わらず持っていると説明
する。 
 スポーツ場面における被罰経験のない OB の落合と田村は、体罰を完全に否定した。一
方で、小学校、中学校と体罰を経験した吉田と林は、条件付きではあるものの体罰に肯定
的な考え方を持っている。しかし、4 人に共通するのは、高校生当時から聞き取り当時ま
で、体罰に関する考え方に変化がなかったということである。 
 
第 3 項 「笑い」としての語られる〈経験としての叱責〉 
  
C 高校男子ハンド部には体罰は存在しないが、OB 会などで集まった時にもっとも話題
にあがるのは「怒られたこと」だといい、当時の顧問教員からの厳しい叱責の経験、つま
りは〈経験としての叱責〉が話題の中心だと話す。 
落合は、OB 会での会話について、「昔こんなことあったよねとか、今どうしてるとか。
一番多いのは怒られたことですね。あれあったよね、みたいな。それは、楽しい感じで話
しますね309」といい、〈経験としての叱責〉が楽しく語られると話す。それらの経験につ
いて、当時は嫌だったとしつつも、「逆に良かったね、あのプレイとかはそんなにないです
310」というように、当時の良いプレイなどについて語られる頻度は少ないと語る。 
落合は、当時の〈経験としての叱責〉が笑い話として語られると話す。 
 
笑い話ですね。完全に笑い話ですね。あったよねーみたいな。なんか良い思い出み
                                                   
308 林 2017 年 10 月 1 日。以下、本節における林の発言は同様。 
309 落合 2017 年 1 月 26 日。 
310 落合 2017 年 8 月 31 日。 
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たいな感じで話されますね。今となっては良い思い出やね、みたいな感じやね。あ
った、あった、そんなのあったみたいな。だいぶ、けっこうおもしろそうに話しま
すよ。おもしろいっていうか、あったなーみたいな、懐かしい、逆に良いことより
そっちの方が印象深いから、そんなのもあったなーみたいな感じで振り返りますね。
皆、楽しそうに話す。笑いのネタですかね。 
 
参与観察のなかでも、OB 戦前の必勝祈願に向かう道中で、OB たちが笑いながら〈経験と
しての叱責〉を語り合う場面に遭遇した。 
B 高校男子ハンド部で「笑い」として語られた〈経験としての体罰〉と同様に、C 高校
男子ハンド部では、〈経験としての叱責〉が OB のコミュニケーションツールとして機能し
ていると考えらえる。そこには、体罰の有無という違いは存在するが、当時の厳しく、つ
らい経験が笑い話となり、コミュニケーションツールとして機能するという同様の仕組み
があることが指摘される。 
 
第 4 項 〈経験としての部活動〉から見る〈成長〉と体罰の認識 
 
 OB の 4 人全員が、部活動を通して「成長した」と語る。それぞれの考える「成長」に
ついて見ていきたい。落合は、部活動を通して「成長した」と感じると話し、一番は礼儀
作法の部分だと説明する。それは、当時は強制されているだけであったが、その後の経験
から〈自らの成長〉に気付かされたと話す。 
 
現役の当時は、やらされている感はあったんですが、やっぱり引退して、いろんな
先生と関わったりする時とか、もう大学では 1 人で全部やらないといけないので。
面接とか行ったり、関わる時にこういうのはやっぱりやっておいて良かったんだな
とはなりますね311。 
 
引退後に目上の人と関わった際に、高校生当時、C 高校男子ハンド部で重要視されていた
ことの必要性に気付いたと説明する。 
 田村も、「失敗や上手くいかない時でも諦めず頑張るようになった」と、部活動を通して
                                                   
311 落合 2017 年 1 月 26 日。 
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自らが成長したところを語る。その考えに気付いたという部活動を引退後のエピソードが
ある。 
 
バイトをし始めてからです。皿洗いでなかなか早くできなくて、先輩にガチギレさ
れたんですけど、昔なら怒られたらすぐやめようかなって思っていたんですけど、
その時やめようなんて一切思わなかったからです。 
やめてしまったら、何も得るものがないと思ったからです。 
 
部活動のなかで同じような経験をすることによって考え方が変わった自分に気付き、それ
を成長と感じたと説明する。 
 吉田も、同じように部活動を通して成長した自分を語る。彼は、成長した部分を社会性
と表現し、「とくに、気遣いができるようになった」と自己評価する。さらに、社会性とは、
「社会の中で必要な能力です。今、自分が求められていること、何をしないといけないか、
相手が何を求めているかを考えられる力」と説明する。彼は、現役時代は〈自らの成長〉
には気付いていなかったというが、「アルバイトをしていくなか、自分では当たり前のこと
をしているが、気が利くと声をかけられることが多く、成長したと感じた」と、引退後に
アルバイトをするなかで周囲の評価から〈自らの成長〉を自覚するに至ったと説明する。 
 林は、部活動を通して、「責任感がとても身につきました」と〈自らの成長〉を話す。彼
は、他の部員と違い、「現役の最後の方から少しずつ、感じましたね。きっかけってのは、
あまり覚えてないですね」と語り、引退前から〈自らの成長〉を少しずつではあるが感じ
ていたと話す。 
 林を除く、3 人は部活動を引退後、アルバイトや面接などの経験を通して〈経験として
の部活動〉を思い起こし、そこで〈成長〉した自分に気付いたと説明する。林は、引退が
近づくに従い、〈自らの成長〉に気付いていたというが、そのきっかけについては覚えてお
らず、詳細についてはわからないが、林を除く 3 人は、引退後の生活のなかで、〈経験と
しての部活動〉を再評価し、そこに〈成長〉という肯定的意味の付与を行っていることが
指摘される。 
本節を総括すると、C 高校男子ハンド部においては、部員は〈経験としての叱責〉を「笑
い」として語ることによってコミュニケーションツールとして利用し、また、〈経験として
の部活動〉を通して当時は気付いていなかった〈成長〉に気付き、部活動に〈成長〉とい
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う肯定的意味を付与し、部活動を合理化していると考えらえる。しかしながら、体罰を文
化要素として含まない C 高校男子ハンド部においては、体罰の合理化はなされず、体罰に
関する認識は卒業後も変化することはなかったと考えられる。 
 
第 3 節 まとめにかえて：〈成長〉に収斂する部活動の構造 
 
本節では、A 高校女子ハンド部も含め、3 つの部活動を比較検討することによって体罰
肯定意識の背景について考察する。その際、A 高校女子ハンド部と B 高校男子ハンド部に
おける〈体罰合理化〉の過程と C 高校男子ハンド部における部活動の合理化の過程に注目
して見ていきたい。 
 まず、A 高校女子ハンド部における〈体罰合理化〉の過程は拙稿312で明らかにしている。
A 高校女子ハンド部には、部活動文化の徹底した共有を基礎とした強力な連帯意識が背景
にあり、部員が部活動から脱落することを妨げる。さらに部員は、部活内規範に表象され
た理想の部員像を目指し、主体的に〈成長〉を希求し活動する。部員は、そのようななか
で行われる体罰を敗北・挫折のメタファーとして捉えて避けるが、実際に被罰した際には
自らの過失に原因を求め、さらに〈成長〉を希求していく。その結果、体罰によって〈成
長〉したという肯定的意味を付与し、〈体罰合理化〉に至る。このように、A 高校女子ハン
ド部ではすべての部員に 1 つの体罰合理化モデルが共有されていた。 
 一方の B 高校男子ハンド部では、「自主性」の名のもとに部活動文化が相対的に希薄で
あり、個々の主体性が重要視されていた。部員は、そのなかで受けた体罰に関して個々に
意味解釈を行い、それぞれが異なった解釈を持っていた。しかし、その後 OB となり、〈経
験としての体罰〉を「笑い」として語り、〈経験としての部活動〉を思い返すことにより、
〈成長〉した自分に気付き、部活動の合理化に至る。それにともない、そこに含まれる文
化要素の 1 つである体罰までもが合理化され、〈成長〉という肯定的意味が付与される。 
 C 高校男子ハンド部には体罰は存在しておらず、部員の体罰に関する認識は部活動を通
して変化しなかった。一方で、C 高校男子ハンド部には多くの部活動文化が存在し、それ
を内面化していくことが求められ、理想の部員像である「大人」が目指される。部員は、
現役当時は活動を通して「成長」を感じないが、引退後には〈経験としての叱責〉が「笑
い」として語られ、〈経験としての部活動〉が現在に与えた好影響に気付き、部活動の合理
                                                   
312 庄形 2013 前掲書：114-115。 
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化に至る。つまり、部活動を引退後にこの過程を通して部活動に〈成長〉という肯定的な
意味が付与される。 
 この 3 つの事例を見ると、活動の実態、体罰の認識、意味解釈の違いや肯定的意味を付
与するタイミングなど、それぞれの部活動の多様性が窺える。しかしながら、時間的幅は
存在するものの、体罰の有無や活動の多様性に関わらず、すべての部活動において最終的
に〈成長〉という肯定的意味の付与が行われることが明らかにされた。 
ここまでの議論を総括すると、部活動が合理化され、部活動に〈成長〉という意味が付
与されるということは、そこに含まれるすべての文化要素が一様に合理化され、すべから
く〈成長〉という意味に収斂されるということである。それは、体罰という文化要素を含
む部活動においては、日本社会の価値体系では否定されるべき体罰までもが合理化され、
肯定されてしまうということである。このように、体罰の有無は関係なく、部活動にはす
べての文化要素を〈成長〉に収斂する構造が存在する可能性が示唆されるといえる。 
 
 
  
136 
 
結章  
 
第 1 節 まとめ 
 
本研究の目的は、部活動における部員の体罰肯定意識の形成過程とその背景をスポーツ
人類学的視点と方法論によって明らかにすることであった。 
 第 1 章では、モデルケースとなる先行研究をもとに、〈部活動文化〉という分析枠組み
にくわえ、〈成長〉、〈体罰合理化〉と〈経験としての部活動〉という分析概念を抽出し、本
研究の全体をつらぬく理論モデルとして提示した。 
第 2 章では、B 高校男子ハンド部の活動の実態を〈部活動文化〉という枠組みのもとで
明らかにした。そこには、暗黙のコード「自主性」を基礎とした希薄な部活動文化が存在
した。暗黙裡に共有されている「自主性」という部活内規範が存在するものの、成文化さ
れた規範は皆無であり、服飾類の共有や部員的身体技法も相対的に見て盛んとはいえない
状況が確認された。一方で、全国大会出場を目指し、すべての部員が「勝利」をもっとも
重要視していたと語るように、活動理念として「勝利」が存在していたが、これもあくま
でも部員の「自主性」に任された活動であった。B 高校男子ハンド部は、「勝利」を活動理
念として全国大会出場を目指す勝利志向型の部活動であるが、「自主性」という暗黙のコー
ドが部員の言動を規定していることが明らかになった。 
第 3 章では、B 高校男子ハンド部における部員の体罰に関する意味解釈をイーミックな
次元で明らかにするとともに、エティックな視点から考察を加えた。そこには、1 つの体
罰合理化モデルを有した A 高校女子ハンド部とは対照的に、部員の体罰に関する意味解釈
の多様性が存在した。第 2 章で明らかにした知見から考えると、部員が体罰を個々人で解
釈する過程は「自主性」を持った行動であると考えられる。体罰に関しても、「自主性」に
基づき多様に意味解釈を行う B 高校男子ハンド部であるが、最終的には〈成長〉という共
通した肯定的意味を付与していた。目指すべき 1 つの理想の部員像は用意されていないに
もかかわらず、〈体罰合理化〉の先に「強くなる」、つまりは、〈成長〉という共通した肯定
的意味の付与が行われていることが明らかになった。 
第 4 章では、C 高校男子ハンド部におけるフィールドワークをもととして〈部活動文化〉
を詳細に記述するとともに、部員の 3 年間分の練習日誌と OB の語りから活動理念に言及
し、また、教員の語りから指導理念を明らかにした。そこには、成文化された部活内規範
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「C 高等学校男子ハンドボール部 部則」を基礎とし、さまざまな暗黙の規範を学び、内
面化していく〈自らの成長〉の過程が存在した。また、C 高校男子ハンド部には、連帯意
識を高めるような〈部活動文化〉が数多く存在した。多くの服飾類の共有や多彩な部員的
身体技法などを内面化することは、部員としてのアイデンティティーを確立し連帯意識を
形成していく。それに加え、仮入部制度、教育係制度、毎日のミーティングや練習日誌は、
あるべき理想の部員像である「大人」をそれぞれの立場から繰り返し学ぶ仕組みとして機
能していた。C 高校男子ハンド部における「大人」とは、自らの責任を自覚し、与えられ
た役割を全うすることによって責任を果たすことができる者である。その理想の部員像「大
人」を目指す過程は、〈自らの成長〉の過程であるといえる。さらに、理想のチームである
「大人」の集団になるため、「仲間」とコミュニケーションを図り、「仲間」の変化に気付
き、声を掛け、助け合うとともに自らの考えを主張し合う。このようなプロセスを経て、
チームが一つになり、勝利に繋がると考えられている。これは、〈チームの成長〉の過程で
あると指摘される。また、「大人」の集団は、感謝を表現することができる集団であり、最
大の恩返しである「勝利」を手にする集団であると認識されている。このように、C 高校
男子ハンド部では理想の部員である「大人」を目指し、挨拶、整理整頓、気配りやまで身
につけることが要求され、それが勝利に繋がると考えられている。 
第 5 章では、ここまでの議論を総括する形で、部員の体罰肯定意識の形成過程を明らか
にし、さらに、その背景について考察した。先行研究が示した被罰経験者ほど体罰肯定意
識が強いという指摘は、回顧型アンケート調査の方法論的限界によって、部員の体罰肯定
意識の形成過程の時間的側面を見落としてきたことを指摘した。B 高校男子ハンド部にお
いて部員は、被罰することによって体罰の肯定に至るのではなく、引退後に〈経験として
の体罰〉を「笑い」として語り、体罰を含む〈経験としての部活動〉を違った文脈で再解
釈し利用していく過程で部活動の合理化に至り、その文化要素の 1 つである体罰もともに
合理化するのである。このように、〈成長〉という肯定的意味の付与をともなう〈体罰合理
化〉の過程を経て、部員の体罰肯定意識が形成されると考えられる。 
さらに、3 つの部活動を見ると、活動の実態、体罰の認識や意味解釈の違いなど、それ
ぞれの部活動に多様性があることが確認された。しかしながら、すべての部活動において
最終的には〈成長〉という肯定的意味が部活動に付与されることが明らかにされた。その
際、文化要素として体罰を含むか否かが分岐点となり、体罰という文化要素を含む部活動
では、学校教育における価値体系では否定されるべき体罰までもが合理化され、肯定され
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てしまう。このように、それぞれの活動に沿った形でさまざまに実践される部活動である
が、最終的には倫理的な解釈をも超えて全ての文化要素を〈成長〉に収斂する部活動の構
造が存在する可能性が示唆された。 
 
第 2 節 今後の課題 
 
最後に、今後の課題を述べて終わりたい。本研究で明らかにされた〈成長〉に収斂する
構造がいかにして生まれ、維持されているのかということは重要な課題として残されてい
る。現時点で明確な答えを提示することはかなわないが、筆者の現時点での見解を簡単に
述べたい。ここには、やはり文部科学省が示す部活動の意義との関係性が窺える。部活動
が学校教育の一環としてある限り、文部科学省の意図から切り離して活動することがかな
わないことはいうまでもないだろう。 
 部員が部活動に付与した〈成長〉という肯定的意味は、文部科学省が示す部活動の意義
に見て取ることができる。部員や顧問教員が、これらを意識しているかどうかは別として
その類似性は注目に値する。 
ここでは、2013 年 5 月に文部科学省が作成した「運動部活動での指導のガイドライン」
（以下、「ガイドライン」と略す）をもとに、文部科学省が示す部活動の意義を確認したい。
それ以前にも、文部科学省は、部活動の意義について言及しているが、ガイドラインはそ
うした過去の資料を踏まえて基本的な事項や留意点をあらためて整理し、示したものとな
っている。 
 このガイドラインを検討する前に、学習指導要領における部活動の位置づけを確認して
おく。高等学校学習指導要領（平成 21 年 3 月）第 1 章総則第 5 款と第 2 章第 6 節第 3 款
で部活動について規定されている。 
 
   生徒の自主的、自発的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化及
び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであ
り、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるように留意すること。そ
の際、地域や学校の実態に応じ、地域の人々の協力、社会教育施設や社会教育関係
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団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行うようにすること313。 
 
   第1章総則第1巻の3に示す学校における体育・健康に関する指導の趣旨を生かし、
特別活動、運動部の活動などとの関連を図り、日常生活における体育・健康に関す
る活動が適切かつ継続的に実践できるよう留意するものとする。なお、体力の測定
については、計画的に実施し、運動の指導及び体力の向上に活用するものとする314。 
 
このように、部活動は、「学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するもの」とさ
れ、「学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるように留意すること」が望まれ
ている。 
一方、ガイドラインでは、部活動の意義に言及する前に、その前提となるスポーツの意
義について「スポーツ基本法」をもとに説明している。 
 
   心身の成長の過程にある中学校、高等学校の生徒にとって、体力を向上させるとと
もに、他者を尊重し他者と共同する精神、公正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培い、
実践的な思考力や判断力を育むなど、人格の形成に大きな影響を及ぼすものであり、
生涯にわたる健全な心と身体を培い、豊かな人間性を育む基礎となるもの315 
 
このように、スポーツの意義について説明し、部活動が学校での授業、地域や家庭での取
り組みと相俟って、スポーツ基本法の基本理念を実現すると指摘している。 
 さらに、スポーツの意義や学習指導要領での位置づけから、ガイドラインは部活動の意
義を具体的に 6 点あげている。 
 
・スポーツの楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続
する資質や能力を育てる。 
・体力の向上や健康の増進につながる。 
                                                   
313 文部科学省 2011 前掲書：8。  
314 同上：75。 
315 文部科学省 2013d「運動部活動での指導のガイドライン」：1．文部科学省 HP＜http:/
/www.mext.go.jp/sports/b_menu/sports/mcatetop04/list/__icsFiles/afieldfile/2016/07/01/
1372445_1.pdf＞ 
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・保健体育科等の教育課程内の指導で身に付けたものを発展、充実させたり、活用
させたりするとともに、運動部活動の成果を学校の教育活動全体で生かす機会と
なる。 
   ・自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。 
   ・自己の力の確認、努力による達成感、充実感をもたらす。 
   ・互いに競い、励まし、協力する中で友情を深めるとともに、学級や学年を離れて
仲間や指導者と密接に触れ合うことにより学級内とは異なる人間関係の形成につ
ながる316。 
 
これらの具体的な意義をあげ、「このように運動部活動は、各学校の教育過程での取り組み
と相俟って、学校教育が目指す生きる力の育成、豊かな学校生活を実現させる役割を果た
している317」と指摘している。 
 さらに、ガイドラインのまえがきとして、当時の文部科学省スポーツ・青少年局省の久
保公人も部活動の意義について語っている。 
 
   運動部活動は、学校教育の一環として、スポーツに興味と関心をもつ同校の生徒の
自主性敵、自発的な参加により、顧問教員をはじめとした関係者の取り組みや指導
の下に運動やスポーツを行うものであり、多くの生徒の心身にわたる成長と豊かな
学校生活の実現に大きな役割を果たし、さまざまな成果をもたらしています。 
…全国各地域の学校において、体罰が根絶されるとともに、指導の内容や方法につ
いて必要な検討、見直し、創意工夫、改善、研究が進められ、それぞれの特色を生
かした適切で効果的な指導が行われることにより、運動部活動で生徒一人ひとりの
心身の成長がもたらされることを願っております318。 
 
 この他にも、ガイドラインのなかで、「発達の段階に応じた心身の成長を促すことに十分
留意した目標や指導の方針の設定が必要319」や「多様なものに目を向けてバランスのとれ
                                                   
316 同上：2-3。 
317 同上：3。 
318 同上：まえがき。 
319 同上：5。 
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た心身の成長、学校生活を送ることができるようにすること320」など、「心身の成長」を
目指す旨の記述が多く見られる。これらは、「総合的な人間形成321」などとも言い換えら
れているが、文部科学省が部活動の意義として、生徒の「心身の成長」というものを重要
視していることが窺える。 
 しかしながら、C 高校男子ハンド部の顧問教員が「学習指導要領は全く意識していない」
というように、学習指導要領に則って活動しているとはいい難い。その一方で、調査を行
った 3 つの部活動においてすべからく〈成長〉という意味が付与されていることは、文部
科学省が意図する部活動の意義が実際の現場に根付いている可能性を示唆している。文部
科学省が示す部活動の意義と実態としての部活動における〈成長〉の関係性に関する詳細
な検討は、本研究の意図する範囲を超えており、今後の課題である。 
文部科学省が部活動の意義として示した「心身の成長」や「人間形成」は、これまでス
ポーツによる教育の成果として評価されてきたと考えられる。しかしながら、本研究から
明らかになったことは、部活動の意義として考えられる〈成長〉によって、体罰肯定意識
が形成されるという皮肉な現状である。 
   
                                                   
320 同上：5。 
321 同上：12。 
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